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例 言

あわた

1 本書は石川県石川郡野々市町粟田地内の粟田遺跡の発掘調査報告書である。

2 本書は、旧農業試験場跡地の工場用地造成事業にかかる粟田遺跡の緊急発掘調査報告で、

社団法人石川県埋蔵文化財保存協会が石川県立埋蔵文化財センターの依頼を受けて1989年度

に調査を実施したものである。

3 粟田遺跡の発掘調査は、以下の日程で実施した。

外周水路調査： 1989年2月15日～ 3月13日（県立埋蔵文化財センターが実施）

［担当：平田天秋・栃木英道•藤田邦雄・岡本恭ー・伊藤雅文］

工場用地調査： 1989年5月8日～12月19日（石川県埋蔵文化財保存協会が実施）

［担当：小嶋芳孝•岡本恭ー・宮本真哉（以上埋文協会職員）

田村昌宏（野々市町教育委員会職員）］

4 粟田遺跡の報告に当たって、石器の石質鑑定を金沢大学教育学部教授藤則雄先生、鉄器と

鉄滓の分析を新日本製鉄の大澤正巳先生のお手を煩わした。

5 本書の執筆は、以下の分担で行なった。

宮本直哉（協会調査員）： 「調査日誌」・「位置と環境」

伊藤雄文（埋文センター主事） ： 「用地外周の水路関係調査」

小鴫芳孝（協会調査第2係長） ： 「調査の記録」・「調査の概要」・「古代以降の遺構と遺物」．

「粟田遺跡の諸問題」・「まとめ（古代以降の粟田遺跡）」

岡本恭一（協会主任調査員）： 「石製品」・「まとめ（石製品）」

久田正弘（協会主任調査員）： 「縄文・弥生の土器」

藤 則雄（金沢大学教授） ：「粟田遺跡出土石器類の石質」

大澤正巳（新日本製鉄） ： 「粟田遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」

6 調査の実施に当たっては、石川県商工労働部商工課•石川県教育委員会文化課・石川県立

埋蔵文化財センターの協力や指導を得た。

7 1989年度の粟田遺跡発掘調査にあたっては、野々市町教育委員会社会教育課が作業員募集

の事務を行ない、田村昌宏主事を全期間にわたって調査に派遣していただいた。

町当局の全面的な支援と協力に感謝します。
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第一章調査の経緯

石川県石川郡野々市町粟田 5丁目地内は、石川県農業試験場の施設が広かる田園地帯であっ

た。県農業試験場が金沢市八田地内に移転したのにともない、跡地が工業用地として造成され、

民間企業に売却される計画が1988年度に具体的になった。

1988年10月12日付商発第413号で、石川県商工労働部商工課長から石川県立埋蔵文化財セン

ター所長にあてて、野々市町粟田 5丁目地内の旧農業試験場跡地（農用地）の造成整備事業に

かかる埋蔵文化財分布調査の依頼かあった。

県立埋蔵文化財センターでは、所長から商工課長へ10月13日付で分調実施の回答をして、 10 分布調査

月31日から11月2日の間に分布調査を行っている。用地内の南半分を中心に古代の遺物や包含

層を確認し、その範囲を11月14日付埋文収第239号で商工課長あてに回答している。

1989年に入って、工業用地造成に伴う工事の中で水路の付替工事が必要となり、これにかか

る埋蔵文化財調査が問題となる。 1989年 1月19日付商発第 6号で、商工課長から県立埋蔵文化

財センター所長に水路工事にかかる遺跡の発掘調査依頼か提出され、その取扱について協議か

行なわれた。この結果を受けて 1月25日付商発第42号で、石川県知事から文化庁長官あてに文

化財保護法57条の 3第1項の発掘通知が提出された。同日、石川県教育長は知事に対し工事立

合いで調査を行なう旨を指示している。

1989年度がはじまる 4月1日を目前にして、県立埋蔵文化財センターの組織が突然に変更さ

れ、受託事業を行なうために社団法人石川県埋蔵文化財保存協会（以下、埋文協会と略す）が

設立され、旧農業試験場敷地に所在する粟田遺跡の調査は埋文協会か担当することになった。

4月1日付けで、商発第164号で商工課長から所長あての発掘調査依頼と、商発第165号で知 発掘調査

事から文化庁長官あての発掘通知が提出された。これを受けて、 4月1日付けで石川県立埋蔵

文化財センターでは埋文収第87号で教育長から埋文協会理事長あてに調査を依頼し、同日、石

埋文保存協収第 1号で埋文協会理事長から教育長あてに調査計画書か提出されている。また、

同日、県立埋蔵文化センターから埋文収第88号で教育長から商工課長あてに調査実施の回答を

行い、費用の転配当を依頼している。一連の文書を受けて、 4月1日付けで埋文協会と石川県

教育委員会との間に契約書が締結されている。

4月1日付けの文化財保護法57条の 3の通知を受けて、 4月28日付けで教育長から知事に発

掘調査が必要な旨を通知し、 5月1日付けで98条の 2の発掘通知が教育長から文化庁長官あて

に提出されている。

7月に入って、工事予定地の北側に3,300面の追加工事が見込まれることになり、商工課から協

議が申入れられた。7月18日に分布調査を実施したところ、ほぼ全面に遺跡があることがわかり、

協議の結果、野々市町教育委員会が次年度の出来るだけ早い段階で調査に入ることで合意した。

9月22日には、今回の造成用地の南側を走る県道の歩道工事が行なわれることになり、商工

課から調査の依頼があった。 10月18日に報道記者発表を行い、 10月22日には現地説明会を開い

た。 12月19日には、現地調査を完了している。 1990年3月30日に、埋文協会理事長から県教育

長あてに事業の完了報告をし、 4月2日に県立埋蔵文化財センター所長から商工課長に完了報

告をおこなって、 1989年度の調査事業は完了した。
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第二章調査日誌（抄）

5月8日（月） 晴仮水路建設区(A地区）、道路

建設区(B地区）、工場用地造成区(C地区）を設定

し、重機による表土除去作業を開始する。同日プ

レハプ1棟建て上げ。

表土除去作業

5月15日（月） 晴 C地区北方部分は耕土直下よ

りレキ層がぷ厚〈続く。

5月18日（木） 曇のち晴 本日にて表土除去作業

がほぼ終了する。担当者一同あらためて調査区域

の広大さに息をのむ。

5月22日（月） 晴 現場プレハプ小屋2棟建て上

げ。排土上に建てたため、基礎が不安定。

5月23日（火） 曇発掘機材の搬入。本日より作

業員を入れる。発掘調査への参加はは じめてとい

う人が多く、調査の進め方についてプリントを配

布して簡単な説明を行う。なお、当初作業員の確

保が難しいとのことであったが、野々市町教育委

員会社会教育課のご協力により、この日を迎える

ことができた。感謝々々。

5月24日（水） 晴 本日ベルトコンベアー•発電

機等の機材搬入。遺構検出作業では、多数のピッ

ト・畝溝状のものを見いだす。

A地区調査風景

5月31日（水） 晴 A地区は北部の掘削をはぽ終

える。 C地区では 1号竪穴の掘り下げ開始。

6月2日（金） 晴 A地区の掘削はほぽ終了。 C

地区は南側のある程度の面積が掘り上がったの
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で、写真撮影を行い、遺構保全のためシートを貼

る。

この日坪井清足・高掘勝喜の両氏来跡。

6月5日（月） 曇時々雨本日より A地区の実測

作業開始。

6月6日（火） 雨のち曇 表土除去時点以来かな

り出土していた打製石斧であるが、 E-2区鞍部の

肩より 4枚重なって出土する。

6月8日（木） 曇 6月6日の打製石斧は 5枚重

ねであることが判明。この日出土状況の写真撮影

を行う。

6月13日（火） 晴 現場において、調査の進め方

等について県経済振興室・金沢土木事務所との打

ち合せ。

6月14日（水） 晴本日にてA地区の調査終了。

6月16日（金） 雨 ようやく水道工事。これで水

に不自由しなくなる。

6月17日（土） 雨 既に出土した打製石斧を公共

座標の数値・レベルを入れて取り上げる。

6月26日（月） 嚢のち時々晴 C地区では E・F

-2 •3区の遺構掘削を行う。 P -4 1では首の欠けた須

恵器の小壺出土。この日は形のはっきりした土器

がかなり出土したため作業員の人たちがはりき っ

た。

6月29日（木） 曇のち時々晴 C地区 1号竪穴床

面覆土を50cmメッシュでサンプル土として取り上

げ。なお、この日同竪穴内で刀子出土。

C地区 1号竪穴調査風景

6月30日（金） 曇 B地区内ヘグリ ッド測量の杭

を基準に杭を打つ。

7月3日（月） 雨のち曇 仮設水路への通水が行

われたため、重機を入れてB地区の拡張を行う。

7月6日（木） 晴 本日より B地区の調査を本格

的に開始する。

7月7日（金） 晴 C地区 2号竪穴掘り下げ開

始。

7月17日（月） 晴 C地区北の分布調査実施。 C

地区の遺構がそのまま延ぴていく見込み。



7月19日（水） 晴 本日金沢地方気象台が梅雨明

けを発表。

7月24日（月） 晴 C地区2号竪穴北東隅より平

瓶が2点並んでほぼ完形で出土。

7月25日（火） 晴 石川県立埋蔵文化財センター

運営委員一行現場視察。

7月27日（木） 晴 学校が夏休みに入り、親子連

れの見学者あり。夏休み帳の中に身近な遺跡につ

いて調ぺるといった項目があるようだ。（これ以後

も同様の見学者が何度か見られた。）

7月28日（金） 晴 県総務部財政課職員視察。

7月31日（月） 晴 本日より B地区にほとんどの

人員を集中させて調査を行う。

8月9日（火） 曇のち晴 B地区 1• 2号竪穴掘

り下げ開始。

8月18日（金） 晴 小嶋・岡本両名は調査打ち合

せ会議に参加のため、県立埋蔵文化財センターに

出向く。

8月21日（月） 晴 C地区12号土坑掘り下げ開

始。

8月24日（木） 曇時々晴 B地区5号竪穴掘り下

げ開始。

8月28日（月） 曇のち晴 第1回の航空写真測量

に備えB地区の清掃作業を開始する。

8月29日（火） 晴 B地区 3• 4号竪穴掘り下げ

開始。

B地区作業風景

9月2日（土） 曇のち雨 第1回の航空写真測量

予定日であったが午前9時過ぎより風雨ともに強

くなり、ヘリコプターが大阪を飛ぴたてないとい

うことであったので、延期となった。

9月4日（月） 晴 9月2日来の雨のためB地区

およぴC地区鞍部が水に浸かる。排水作業を中心

に行う。

9月5日（火） 曇のち雨 B地区排水およぴ清掃

作業。午前中に航空写真測量を行い、無事終了。

9月11日（月） 曇時々晴 中世より近世以降まで

使用されていたと思われる溝(67・68号溝）掘り下

げ開始。

9月18日（月） 曇のち晴 道路遺構(65号溝等）の

掘り下げ開始。

9月22日（金） 雨 現場にて県経済振興室・県立
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航空写真測量ヘリコプター

埋蔵文化財センター等との調査予定について打ち

合せ。特に調査区南の県道沿いの歩道を拡張した

いとのことであったので、その調査に伴う作業日

程の見込みについて調整を行う。

9月25日（月） 曇のち晴 B地区の調査は今日で

ほぽ終了する。 C地区は、道路遺構の延長ライン

を検出するため、石原内を少しずつ掘り下げる。

9月26日（火） 晴 G-4•5区遺構検出作業を行

う。竪穴 1棟、掘立柱建物2棟を確認する。

10月2日（月） 曇のち晴 C地区 3号竪穴掘り下

げ開始。

10月3日（火） 曇のち雨 追加調査区域である歩

道敷の表土除去作業を行う。

10月4日（水） 雨のち曇夕方より雨 天気予報に

よって午後は回復に向うとのことであったが、午

後4時頃より大雨が降り、鞍部が約 1時間で冠水

してしま った。なお、この日の午後 3時～ 9時の

降水確率は20％であった（正午発表）。

C地区鞍部冠水状況

10月5日（木） 晴のち曇 本日より歩道敷の調査

開始。

10月6日（金） 曇時々雨 68号溝より寛永通賓出

土。

10月9日（月） 晴 C地区北側全景写真撮影。

10月11日（水） 雨 国立歴史民俗博物館教授吉岡

康暢氏来跡。

10月12日（木） 曇 前日の雨で鞍部冠水。急いで

排水 • 清掃作業を行い、午後第 2 回の航空写真測量

を実施。

10月18日（水） 晴 C地区 4号竪穴掘り下げ開



始。この日午後 1時30分より現場にて調査概要に

関する記者発表を行う。

10月19日（木） 曇のち晴 野々市町立富陽小学校

の1クラスが担任に引率されて見学。 C地区14竪

穴掘り下げ開始。

10月21日（土） 晴 C地区 5• 6号竪穴掘り下げ

開始。

10月22日（日） 晴 本日現地説明会を実施。事前

の記者発表・野々市町広報への掲載を行ったこ と

に加え、天候にも恵まれたため120人を越える見学

者があり、盛況であった。

10月24日（火） 晴 本日より航空写真測量済みの

石器製作跡より石器の取り上げ作業を開始する。

10月25日（水） 晴 名古屋大学文学部教授渡辺誠

氏来跡。

10月30日（月） 晴 C地区11竪穴掘り下げ開始。

10月31日（火） 道路遺構がほぽ掘り上がったの

で、その全景の写真禄影を行う。

C地区道路遺構

11月1日（水） 雨時々曇現場において、 県経済

振興室・金沢土木事務所・県立埋蔵文化財セ ン
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ター・野々市町教育委員会社会教育課を交えて、調

査上の問題等に関する打ち合せを行う。

11月2日（木） 曇のち晴 当協会濱岡理事長以下

遺物整理担当職員26名見学。

11月6日（月） 曇時々晴 C地区北方の航空写真

測量実施済みの区域を工事側に引き渡す。

11月10日（金） 曇のち晴 C 地区、 E -4•5区 8

~13竪穴周辺部でかなり大きな掘立柱建物数棟を

検出する。

11月14日（火） 曇 C地区12号竪穴掘り下げ開

始。

11月15日（水） 晴時々曇 C地区8号竪穴の掘り

下げ開始。この日の午後、地元野々市町粟田の人

達を対象にした現地説明会を行う。約20名の参加

があった。

11月21日（火） 曇 C地区13号竪穴堀り下げ開

始。

11月22日（水） 晴のち夕方より雨 C地区10号竪

穴掘り下げ開始。

11月24日（金） 曇ベルトコンベアー返却。第 3

回目の航空写真測量に備えて本格的に清掃作業に

取りかかる。

11月27日（月） 晴 最後の航空写真測量も無事終

了し、全景写真の撮影を行う。

12月2日（土） 晴のち曇夕方より雨 C地区E

-4•5区竪穴住居跡群の個別写真を撮影する。

12月4日（月） 晴 本日より遺物の取り上げ作業

を行う。なかでも石器はかなりの量になる。

12月6日（水） 曇時々雨 C地区13竪穴で寵の基

盤のきれいな石組を検出する。

12月12日（火） 曇残りの補足調査に必要なもの

を除き、調査機材を協会本部へ搬出。

12月13日（水） 曇時々晴 遺物を協会金沢事務所

ヘ搬出。

12月18日（月） 曇のち時々雨 C地区内に重機を

入れて、調査区東西方向のたちわり調査を行う。

12月19日（火） 雪残余の機材を整理して 7ヶ月

におよぶ現地調査を終える。思えば、水がたまり

やすく排水作業に明け暮れた日々であった。久し

ぶりの冬らしい天候に感慨を抱きながら現場をあ

とにした。



＜調査参加者（敬称略・五十音順）＞

【野々 市町］

相木秀雄秋元たみ子石沢トシ石附君代磯田真一井手和郎伊藤忠行猪又邦子今

井佐一牛村恵美子浦野勝人蝦名繁雄遠藤一豊大島初次大知時子大西千恵子岡

本みよ 河合伊都子河村三千枝小林昭子小柳幹男小山周作栗山花代子佐藤美代子

高口久央高橋利幸竹内貞子田中馨谷口初代寺西文子寺本昭夫仲静江中小田博

子西幸次中野敏枝西田愛子西永正雄西村春枝西村政明西村芳子西本タキ野

村しづ江野村マサ江野村美知子橋爪冨美子東猛備後浪子佛田克子細川外志子

松原京子水谷千代栄南外志雄宮川美津子宮崎数子宮野渡村井利朔村本土佐枝

安田昌代山形恵子山口花子山本房枝山本いつ子山森万里子横山美弥子

【金沢市】

池上芳江越田洋子近藤顕子佐原好江高山英明 多賀久絵谷本悦子中村イサ子塗

師岡志寿早崎長三彦田洋子藤田夏枝星合ひろ子宮下トヨ子宮崎勇孝

【鶴来町】

田中よね子 中川知栄子

【松任市】

西本法子
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第三章 粟田遺跡の位置と環境

第1節 位置と地理的環境

粟田遺跡は、石川県石川郡野々市町粟田

5丁目地内に所在する。ただし、

手取扇状地

野々市町

その一部

粟田の歴史

は同町中林地内に延ぴる。今回発掘調査を

行った地点は「サカシマダ」・「消『計」・「茨

簡」・「宜篠」という小字で呼ばれている。

野々市町は金沢市の中心部から南西約8

kmに位置し、白山を源流としている手取川

によって形成された手取川扇状地東部の平

坦地上にある。町の西南部を国道8号線・J

R北陸本線が走り、中央部を旧国道8号線

（現305号線）が横断する。また東部を、金沢

市と白山麓の町村を結ぶ国道157号線・北陸

鉄道石川総線が縦断している。町の面積は

13.56畑、人口は約38,000人を数え、金沢市

のベッドタウンとして市街地が現在も膨ら

み続けている。 2,859.14（人／畑）という石

川県内一の人口密度を有するのも、そのあ

らわれであろう。

また、

しかし一方では、扇状地
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第 1図
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富山県

高地が見出せるものの、本遺跡付近よりそれは不明確となって起伏は乏しくなる。

0 20km 
l l 

粟田遺跡の位置

という、立地上土壌環境や農業用水の確保

に多大の困難が伴うという農業開発には不利な条件の下、我々の先祖が行ってきた古来より近

代に至る努力の賜物、すなわち良質な穀倉地帯としての農業基盤は、急速に失われつつある。

このような開発によってもたらされる利益は十分認められるものの、周辺景観の大きす

ぎる変貌ぶりを見るに、なにか割切れなさを感じてしまう。

本遺跡の所在する粟田は野々市町東南部に位置し、手取川の旧河道を利用したといわれる七

ケ用水の一つ、富樫用水の分流木呂川が北流する。また、林口川の支流金武士川が中林との地

境を流れる。その標高は30~40m前後で、北に緩やかに傾斜した平坦地である。明治時代に測

図された地図を見ると、本遺跡より南方の標高40m以上の地点では各用水に挟まれた帯状の微

しかし、本

遺跡を含めた発掘調査などの所見によれば、規模は小さいものの、基本的には南北方向に尾根

筋と谷筋とが延ぴる地形を検出できる。

現在の粟田は人口千人余を数え、旧集落は粟田 2丁目に該当する。その旧集落は昭和30(1955)

年までは粟田新保と呼ばれている。その地名由来について昭和2年に発行された『石川県石川

郡誌』は「今より数百年前は粟田新保は粟田村・新保村のニケ村にして、現在の鎮守神社の西方

ーニ町の所に粟田村あり。（中略）ニケ村の間に粟田川ありて層々洪水あり。汎濫して粟田村に
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第2図 粟田遺跡周辺の地形
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入り、住民常に安堵の念なかりしを以て、両村協議の上粟田村は挙って新保に移住することと

なり（中略）其れより粟田新保と称せり」と記している。このことから考えると、現在の粟田 2

丁目が1日新保村で、粟田川は木呂川にあたり、粟田 2丁目の西南西約200mの地点に旧粟田村が

あったこととなる。寛文10(1670)年には粟田新保村として「村御印」を発給されており、前の

記述内容はそれ以前の事を伝えたものであろう。江戸時代のこの村の様子について、前記の村

御印では村高は863石を数え、「加州三郡高免付御給人帳」には家高15軒、百姓数26人と記して

いる。江戸時代になると七ケ用水は加賀藩の管理の下で各用水をその江下の村々の連合が維持

管理を担当していた。その運営の中で様々な水利慣行が形成されていくが、特に夏期渇水期の

番水は農民にとって死活問題であり、その様相は近代に至っても変りはなかった。また、この

地域では明治から大正にかけてには農業開発の総仕上げとも言える耕地整理事業が盛んに実施

されている。粟田では、明治44(1911)年に着手され、大正4(1915)年に完了している。今回の

農業試験場 調査地点が、昭和37(1962)年から永く石川県立農業試験場実験圃場として使用されていたのも、

そうした先人の苦労の結実といえよう。

「島」地形

ど` ー、、不明瞭な

し・`ー・“‘' 「島」地形

①富樫用水⑤大慶寺用水
②郷用水 ⑥中島用水
③中村用水⑦新砂川用水
④山島用水

晶
十

人

900 

第3図 手取川扇状地の用水系と島地形
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本遺跡の形成に不可分の手取川は、その源を白山大汝峰に発して、途中、尾添・大日・直海谷

等の水系の水を集めて北流し、石川郡鶴来町に至って西に流れを変じて同郡美川町にて日本海

に注ぐ。その流程は約70kmを測り、石川県内最長の河川である。この手取川は平安時代初頭に
ひらか ななたび

は「比楽河」として文献にあらわれ、「手取川はその水路を七度変えた」という伝承にあらわれ

るごとく、暴れ川として知られる。したがってその本流は河道の変遷が激しく、これまでのと

ころ大略次の様に考えられている。すなわち、平安時代までは扇央稜線（扇頂と松任市徳光を結

ぶライン）付近を流れ、平安～鎌倉時代にかけて南下して大行事川（大慶寺川）が本流となる。南

北朝・室町時代前期にかけて南へ分流し、北川（中島用水）も本流としての機能を持ち、下流では

比良瀬川を分けていたようである。その後比良瀬川が本流となり、戦国時代には北川・今湊川か、

そして江戸初期には南へ分流し始めて、南川（現在の手取川）も本流として機能した。そして17

世紀後半には現在の流路に落着いたようである。ただこの見解は残存する文献の疎密に左右さ

れるものであり、平安時代以前の流路もかなり変動があるものと思われる。この川の洪水の記

録は数多あるが、その内で最も近年の大洪水は昭和 9(1934)年に起こり、その被害は死者97・行

方不明15・流失家屋457・流失耕地2,853haを数えている。また、次節で述べる遺跡分布もこの河道

変遷に大きく左右されており、扇央稜線以南現河道以北の遺跡分布は極めて少ない。

そうした手取川による長年の作用の結実が手取川扇状地である。この扇状地は、東を富樫山

地、西を能美山地に挟まれ、標高約90mの鶴来町を扇頂にして北西方向に約110度・半径約12km

で展開し、扇端は日本海に接している。ここでの地形の容貌は、帆立貝の貝殻のような形になっ

ていることで、その高い部分は細長い紡錘状を呈しており、低い部分には七ケ用水、すなわち 七ケ用水

富樫・郷・中村・山島・大慶寺・中島・新砂川の各用水が流れている。微高地部分は「島」状を呈し、

現在扇状地内にみられる「島」を付した地名は、そうした自然地形を反映したものと考えられ

る。また、七ケ用水はこの厨状地内をあたかも毛細血管の様に流れており、その営みは穀倉地

帯としての様相がかなり変ってしまった今も、変りなくこの地域を澗し続けている。

第2節歴史的環境

手取川扇状地の扇央部・扇端部は、これまでに県内有数の遺跡の存在が確認されている。その

上近年都市化が急速に進行し、開発行為に伴った緊急発掘調査・分布調査が多数実施されてお

り、新たな遺跡や範囲の拡大した遺跡が、特に扇端部で著しい。それはすでに数度の改定を経

た『石川県遺跡地図』に記載された遺跡にとどまらず、かなりの質・量に及んでいる。このよう

な状況は、奇しくも考古学研究には多大な資料を提供して、その発展に寄与する結果とはなっ

ているが、現状保存が必要な遺跡までも消滅させる傾向が見られるのは残念なことである。

縄文時代

当地域周辺の考古学研究は、昭和20年代頃から縄文時代の遺跡を中心に多くの成果が提供さ

れている。すなわち高堀勝喜・安村律義・沼田啓太郎らの業績1である。これら先駆者による成果

に導かれて以後の研究が進展したのである。

これまでの調査成果から、この地域への本格的進出が開始されたのは縄文時代後期中葉～晩

期頃と考えられている。この内厨端部では、御経塚遺跡・新保チカモリ遺跡・中屋遺跡などの大

規模な集落が営まれていることが確認されている。これらの遺跡は標高が約10mの地下水自噴
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地帯に位置し、いずれも北陸地方の縄文時代後晩期の標識遺跡として著名である。この他、米

泉遺跡もまた基幹集落として評価できる重要な遺跡である。また、一塚イチノッカ遺跡や隣接

する旭遺跡群においても縄文時代後晩期の良好な資料を提供している。なお、これらの遺跡の

周辺には、宮永B遺跡・福増遺跡・横江A遺跡・ジョウガンンジ遺跡・下福増遺跡・下安原遺跡・上

荒屋遺跡・一塚遺跡・八田中ヒエモンダ遺跡などの集落が点在している。

一方、扇央部では長竹遺跡が著名である。遺構としては土坑群が確認されているに過ぎない

が、晩期後半の良好な資料がかなりまとまって出土している。この遺跡の出土土器は下野式の

みである。このような短期間の遺跡であることから、手取川の氾濫を要因とする不安定な地域

であったことが窺える。この点が扇端部の遺跡との大きな違いであろう。この長竹遺跡に隣接

する乾遺跡では平成 2(1990)年度発掘調査で長竹遺跡とほぼ同様の遺物が多量に出土してい

る。この遺跡では住居跡に伴うと考えられる埋甕のほか、配石・集石を伴った墓域を検出してい

る。これまでのところ当該期の扇央部集落と考えられるのは、この二遺跡のみである。同年度

の長竹遺跡の発掘調査でも下層から下野式土器が出土して遺跡範囲が拡大しており、これらの

成果の詳細な検討を行えば、この時期の扇央部の生活様相の一端が明らかになるものと思う。

打製石斧 この他扇央部では、末松遺跡や清金アガトウ遺跡などで縄文土器の小片・打製石斧（打製土掘

具）が散発的に出土している。山本直人はこの二遺跡に関し「扇端部遺跡の後背地として、打製

石斧による生業生活の舞台」であり、これらの遺跡は食料資源（根茎・球根等）を採集する目的で

営まれ、場所を点々と変えるような出作り小屋的な性格のものと評価している2。末松遺跡のよ

うな状況は扇央部の発掘調査では必ずと行ってよいほどあらわれる。しかし、このような遺跡

は認知されたばかりであり、その評価はともかくも、遺物の出土状況が極めて希薄であること

をして、軽視することなく扱い、少なくとも調査区の断ち割り等の確認調査が欠かせないもの

と言えるのではないか。

本遺跡では縄文士器小片が少々、打製石斧がその母石凍l」片等を含めて多量に出土している

が、扇状地開発のありようとともに、その道具の採集と製作技法等を考える上で興味深い。

弥生時代

扇状地の地下水自噴地帯では、畿内第II様式併行の櫛描文土器と条痕文土器が共伴する矢木

ジワリ遺跡が知られる。このほか横江A遺跡・横江E遺跡・上安原陸橋遺跡・御経塚遺跡で同時期

の条痕文土器が出土している。また、同時期の櫛描文土器を出土しているのは、横江E遺跡・横

江庄遺跡などである。これらの遺跡は、金沢市と松任市の境界に沿って横江周辺にまで入り込

柴山出村式 む浅い谷状の地形を取り囲むように立地する。

この時期の扇央部の遺跡も少ない。その中で注目すべきは、石川県内での初期農耕の段階と

される柴山出村式土器を一定量出土している上林遺跡であろう。また、前述した乾遺跡でも柴

山出村式土器のほかに遠賀川式土器がまとまって出土している。この調査は継続される予定な

ので、調査の進展によってはこの時期の扇状地開発の様相を明らかにしてくれるかもしれない。

この二遺跡は、低湿地立地を中心とする当該期の遺跡の一般的様相とは異なり、特筆すべきも

のといえよう。なお、本遺跡でも僅かではあるが遠賀川式土器が出土している。
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弥生時代後期～古墳時代

弥生時代後期となると、この地の集落の展開が活発となり、旭遺跡群の一塚遺跡・八田小鮒遺

跡のほか、竹松c遺跡・宮永遺跡・宮永B遺跡・横江A遺跡・相川新A遺跡・御経塚遺跡・御経塚c
遺跡などがあげられる。この内、一塚遺跡の平成元（1989)年度の松任市教育委員会による発掘

調査では、山陰地方との強い結びつきを示す四隅突出型墳丘墓•前方後方型周溝墓などが検出さ 四隅突出墓

れた。この遺跡は、弥生時代から古墳時代への以降を目の当りにすることができる数少ない遺

跡の一つといえよう。また、八田小鮒遺跡・一塚遺跡などで玉生産が確認されている。このほか

御経塚遺跡デト地区では弥生時代末の北陸で最大規模の竪穴住居が検出されている。弥生時代

終末期に位置づけられる月影期になっても、前時期の遺跡の大半は存続し、古墳時代前期まで

その規模を維持している。

この時代の扇央部集落は、古墳時代に至っても僅かにしか確認できていない。上二口遺跡で

は前期の土器群が存在する。また後期では木津遺跡があげることができる。この遺跡は末松遺

跡第 1次調査として発掘されたが、竪穴住居が3棟検出されている。これまでのところ弥生時

代末から古墳時代にかけての遺物散布地が急増しており、おそらく小規模な集落がかなり形成

されていたものと考えられよう。ただ集落のありようは、木津遺跡調査での数度に及ぶ洪水に

伴う砂礫被覆の様相から考えれば、安定したものとは到底言い難い。

この地域の古墳の存在は希薄であり、僅かに 7世紀後半の河原石積み横穴式石室を内蔵した 横穴式石室

田地古墳（円墳）、末松古墳（詳細不明）の 2基が知られるのみである。しかし、御経塚シンデン

遺跡の昭和61(1986)・62(1987)年調査では、耕土直下に墳丘を削平された前方後方墳を含む12甚

の古墳が確認されている。そのほか北塚遺跡では削平された 8基の古墳を検出し、一塚古墳・中

相川古墳はその存在が伝えられるが、詳細は不明である。これらの事から、これまでの扇状地

開発の過程でかなりの古墳が消滅してしまったものと思われる。

浅香年木はこの時代の扇状地開発に就いて「大規模な人口灌漑手段による扇状地開発に必要

な政治勢力は、古墳期を通して、手取川扇状地に充分な成長をもしくは浸透を達成することが

できず、石川平野の開発拠点が、依然として、扇状地から外れた末端の海岸砂丘後背地や、犀

川・伏見川流域の低湿地ないしは扇状地東側縁辺の山麓部分にあって、自然灌漑に基づく湿田・

半湿田の経営に止まっていたことは否定し難い。」と述べている3。この論理はこれまでのところ

大略覆されていない。ただ、近年の発掘調査事例の中で地域史を大きく転換させる成果も報告

されつつあり、今後は、その成果を集積し充分な検討が行われることを期待したい。

奈良～平安時代

手取川扇状地の律令制下の行政区画は、当時の手取川の本流付近を境界として、越前国加賀

郡と江沼郡とに当る。そして、加賀国の立国された同年、すなわち弘仁14(823)年の 6月には石

川郡と能美郡とがこの地域の管郡として成立する。

さて、律令制下の行政区画として「郷」が置かれていたことは衆知の事である。この扇状地

およびその隣接地域で「和名類緊抄」に記されている郷名を列記すれば、扇端部では椋部・笠間、 和名抄郷

扇央部では中村・拝師・山下、扇状地縁辺部では富樫・三馬・山上•井手、扇頂部から扇央部にかけ

ては味知、犀川流域部に大桑・玉文・大野、といったものが見出せる。．この「郷」という行政単

位は、大まかな領域は存在したであろうが、戸の集団として構成されたため、必ずしも地域に

- 11 -― 



拠らないという特徴を有し、明確な境域が設定されていなかったものと考えられている。した

がって、以下で述べる遺跡も郷名を特定できないものが多い4o

7世紀後半の奈良時代直前期になると、本遺跡の西約1.7kmの末松地区ではかなりの密度で遺

跡の集中を見ることとなる。そのうち末松ダイカン遺跡は 7世紀後半、末松遺跡は 7世期末か

末松廃寺 ら9世紀にわたる集落遺跡であり、隣接する末松廃寺の成立と深く関連性のある集落と考えら

れている。その末松廃寺は法起寺式の伽藍配置を有し、その建立時期は奈良時代前期と考えら

れてきたが、現在では 7世紀末～ 8世紀初頭の奈良時代直前の建立と考えられている。その発

掘調査では金堂・塔などの遺構が確認されている。建立者は明確でないものの、在地有力者であ

る道君との関わりが考えられる。また、清金アガトウ遺跡では 8~9世紀の集落が、末松廃寺

では建立以前の遺構として 7世紀後半の竪穴住居が、それぞれ検出されている。

このほか扇央部では、本遺跡に隣接する粟田遺跡中林地区や本遺跡の南約 1kmに位置する上

新庄ニシウラ遺跡では奈良時代中・後期のかなり大型の掘立柱建物を有する集落が確認されて

いる。この他にも上林新庄遺跡・上林テラダ遺跡で奈良時代後半を中心とした集落を検出してい

る。本遺跡を含めこれらの調査から、野々市町新庄から粟田にかけての地形の様相は、細長い

島状の微高地を形成していることが推定されるまでに至った。そしてその微高地上に奈良時代

を中心とする集落が多く展開していたことが明らかとなった5。さらに本遺跡の西約2.6kmの上

二口遺跡は、 8世紀前半をピークとする奈良時代から平安時代前期の集落跡である。

これらの遺跡で確認された集落のありようをみると、 7世紀後半から 8世紀前半に至る開発

の一大画期が見出せよう。そしてこれら古代の第1段階の集落は、 9世紀前半を境に一旦は衰

退する。この評価を国家的な

勧農政策に求めるか、或いは

在地首長層・郡領層等による

組織的な農業開発の進展か

は、今後の考察にまたねばな

らないが、特に末松廃寺の評

価にも大きく関わる重要な問

題である。またこれらの遺跡

の調査から、建物が8世紀の

半ばごろに竪穴式から掘立柱

式に移行するという傾向が確

認されている。また、本遺跡

にも見られるが、当時の村落

が、数軒程度のグループが散

散居村 在する散村形態をとっていた

という、集落構造に関する良

好な資料も提供している。文

献史料からの古代村落史研究

は、主として編戸制や班田制

を中心に考察されているが、

圃国府推定地

■苗代駅・主要地名
ロ式内社

●奈良•平安時代の主要な遺跡

9-—·` ，，’‘ 
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第4図 手取川扇状地の古代遺跡と主要地名
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これ以後は考古学成果との関連性を如何に持っていくかが課題となっていこう。

平安時代をその画期とした遺跡としては、本遺跡南に位置する安養寺遺跡群かあげられる。

そこには安養寺遺跡上林地区・安養寺遺跡・柴木A~C遺跡・柴木南遺跡があり、そのさらに南に

は荒屋集落遺跡・知気寺遺跡・道法寺遺跡がある。このうち安養寺遺跡・同（上林地区）・同（柴木地

区）の調査から10世紀前半～11世紀前半を中心とした遺跡であったことが確認されている。ま

た、道法寺遺跡では 9世紀初頭の遺構のほか12世紀にその画期が見出せた。このほか、末松廃

寺でも寺院廃絶後の平安後期に入ると新たな集落が形成され、三浦遺跡では平安時代前期・中期

を画期とする。

末松地区とその周辺以外のこの時代の代表的な遺跡としては、北安田北遺跡・法仏遺跡があげ

られよう。この両遺跡とも奈良時代の竪穴住居、平安時代を盛期とする掘立柱建物が多数検出

されており、県内有数の集落遺跡である。一部未報告部分もあり全体像は不明であるが、集落

構造・変遷等村落史研究には欠かせない遺跡と言えよう。また、源波遺跡では奈良～平安時代の、

中村ゴウデン遺跡・道村遺跡では奈良時代の集落が確認されている。

手取川扇状地の郷のありようを見ると、その空白地帯が2ケ所見える。それは、横江庄と幡

生庄の所在地と幡生庄の所在推定地である。後者に関しては、天平勝宝 7(755)年立庄されたこ 東大寺領

の庄園の比定地と考えられる辰口西部遺跡群の発掘調査によって、当該期の遺構・遺物が豊富に

検出されている。

横江庄は桓武天皇の皇女朝原内親王の親王賜田として 8世紀末に成立したもので、弘仁 9

(818)年東大寺に施入されて、東大寺領となる。しかし天暦4(950)年の東大寺封戸荘園並寺用 横江庄

帳にはその名がなく、長徳 4(998)年の東大寺領諸国荘家田地目録には「加賀国横江庄田百八十

六町六段二百歩已荒」と記されており 6、東大寺が遅くとも10世紀半ばにはその経営を放棄した

ものと考えられている。この横江庄立庄に関し浅香年木は「『空閑的荒廃地の国家的開発』の促

進を目的に拡大したとされる勅旨田・賜田」であると指摘している7。横江庄遺跡は昭和45(1970) 

年の発掘調査によって 5X 2間の母屋を中心に「コ」の字形に囲む 4棟以上の掘立柱建物が確

認されるとともに、奈良時代から平安時代初期の豊富な遺物が出土している。その中には「三

宅」・「内」・「万」・「継」等の墨書土器や円面硯も含まれている。明らかになった建物やその遺

物から、この遺跡は横江庄の庄所の実像を考古学的に明らかにした。現在、その一部が国指定

史跡として遺跡公園になっている。横江庄に関してはその後も付近の開発による発掘調査のほ

か昭和62(1987)年度から平成元(1989)年度にかけてその範囲確認調査が行われ、大規模な倉庫

群を含む掘立柱建物が多数検出されている。

隣接する上荒屋遺跡では平成元・ 2(1989・1990)年度の調査で「東庄」・「西庄」・「南庄」・「北

庄」という 9世紀を主とする墨書土器、 50点を越える木簡のほか人形・齋串等が出土している。

遺構としては、幅lOm・深さ 2mのL字状に曲る河道跡が検出され、その河道の東側に大型の掘

立柱建物が展開している。川岸に船付場の可能性を有する遺構も見えており、水運を利用した

物資輸送が考えられる。現在、この遺跡の西にある安原川は北流して金沢市金石で日本海に注

いでいるが、そのような状況から推測すれば、この遺跡で検出された内陸水運は、「延喜式」に

見える大野湊あるいはその前身から 8本海水運に乗ったことが充分想定できよう。

この上荒屋遺跡の評価は隣接する横江庄との関係を考えないわけにはいかないだろう。金沢

市教育委員会の見解によれば8、上荒屋遺跡は横江庄の一部の東庄の可能性が強く、広さ186町を
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有する横江庄は倉庫群を中心に条里に則して東西南北に庄家を配置していたことが予想され、

庄家は大溝・小溝で区画された方一町内に建てられていたことが遺構ではじめて明らかにでき

た、としている。上荒屋遺跡の調査は次年度も継続して調査され、また遺物整理も未了である

ので、多くはそれに待たねばならない。ただ、文献史料・絵図等に頼ってきた初期庄園に関し、

これだけの調査を行った事例は少なく、庄園景観を復元できる希少な例として文献史研究者を

含め学際的な研究が進められる必要性を強く感ずる。なお、この付近の同時期の遺跡としては、

あさひ荘遺跡・福増東川遺跡・中屋ヘシタ遺跡・上安原遺跡・御経塚B遺跡などがあげられる。

ところで、条里制の施行については吉岡康暢の報告があり 9、古代から中世成立期にかけては

条里制 鶴来町荒屋、松任市三浦などをはじめとして当時の扇状地北東部一帯で散見されるという。そ

の条里施行の時期が、果たして扇状地開発のどの段階に該当するかの課題は今後も残るものと

思う。本遺跡では奈良時代の南北に走る道路遺構が検出されている。末松遺跡では東西方向の

それが確認されている。これらの遺構と条里との関連性は興味深い問題であるが、古代交通制

度を含め、今後の類似例の検出を待って検討せねばなるまい。

8世紀後半になるとさまざまな要因で農民の階層分化が進行し、富裕農民層が没落農民の労

働力を吸収して墾田を拡大して、独立した農業経営を行い、諸王・中央貴族と結ぶものまで現れ

る。このことは班田制を基盤とした律令国家の運営に支障をきたすようになる。そのことによ

り、平安時代になると個々の国の実情にかなった「国例」と呼ばれる慣習法的な規則を尊重す

る方向に支配体制が変化し、国司は官物を中央政府へ進納することのみを請負う立場へと変貌

した。そして、この時期になると一般に条里制をはじめとした国家的勧農は終局を迎え、在地

諸階層による比較的小規模な再開発へ移行する段階に入る。また、この時期には 8世紀後半に

成立した初期庄園も、国家機構に依存して開発経営を行っていたために、律令制が弛緩しはじ

める 9世紀にはその多くが衰退している。さらに、軍事面でも、軍団制が廃止され、地方軍事

カの主体は郡司等の地方豪族によって担われていく。この上、 9世紀以降、地方に国司として

下向した皇族・中央貴族が、国司権能を基盤として生かし、あるいは地方豪族との婚姻を通して、

在地に勢力を張って、強力な力を持つようになっていく。いはば、武士団の形成がそれである。

そして、特にこれらの階層が律令制の緩みに伴って荒廃した耕地を再開発する強力な担い手と

なる傾向が強い。浅香年木も手取川扇状地の再開発は、一旦荒廃した条里制施行地区内の水田

を、国家的勧農機能を継承した在庁・郡司層等が再開発し、私領化したケースだと考えている!Oo

「芋粥」の説話で知られる鎮守府将軍藤原利仁の後裔と称する加賀斎藤氏の一族は、その再開

発の有力な主体といえる。その一族は、石川郡拝師郷を名字の地とする林氏と同郡富樫郷を名

字の地とする富樫氏とに分流して発展を遂げる。また、道君の系譜を引くと伝える上道氏の一

族もこの地の開発に重要な役割を果す。そして、これらの庶流が各地に分布して中世を迎える

事となる。

中世

平安後期から鎌倉初期にかけて有力であったのは、林氏である。林氏はその系譜に拠れば、

加賀国街の在庁官人として勢力を持ち、その庶流力屯□賀・能登各地に分布して、緩やかな同族結

合のもとでその惣領と見なされている。この林氏をはじめとして前記の再開発の主体となり得

た一族が在地領主化していく。これら在地領主の館の伝承地としては横江館跡・倉部館跡・相川
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館跡・押野館跡・額谷城跡・倉光館跡・剣崎館跡などのほか、林氏館の伝承地として鶴来町日御子・

同町知気寺・野々市町中林•松任市向島があげられるものの、その考古学的実態の多くは不明で

ある。このうち倉光館跡にあたる倉光ゴキヤマ遺跡では五輪塔などが出土し、付近の二浦高麗

野遺跡・西方寺跡も同様の遺物が出土している。また剣崎館跡の付近の剣崎遺跡では名主層の墓

地が検出された。この他にも手取川周状地での石塔遺物の出土は各地に点在し、『石川県遺跡地

図』で知り得るほかにも、出土した集落で大切に祀られていることが多い11o 

ところで、これらの領主にとってその成長を阻害するものが存在する。その一つは知行国主

や受領が「国役」という名で収奪の強化したこと、いま一つは知行国主・受領のはか在地領主の 白山宮

収奪に対抗しようとする「村殿」などと呼ばれる村落上層農民の存在である。これら村殿層は、

白山宮加賀馬場の衆徒・神人になるなどして、白山宮を背景にその生活甚盤を保全しようと努め

ている。白山宮加賀馬場の影響力は強大であり、たとえば仁平 4(1154)年にはその本寺である

延暦寺の強訴を利用して白山宮と対立した在地領主林光家の処分を左右し、また、安元 2・3

(1176・1177)年にかけての安元事件では国司の解任にまで事を運んでいる 12。このような状況で

あったから、林・富樫氏も一族を出家させて白山宮内に入れて、関係を結ぶように努めており、

白山宮は在地領主にとって極めて厄介な存在であったようである。ところで小川新遺跡・小川小

白山神社跡の発掘調査では中世の良好な資料が検出されており、「医心方」紙背文書に見える「小

川津」との関連はもとより白山宮関係の中世信仰・集落・交通の有様を考える上で注目される遺

跡である。

承久 3(1221)年の承久の乱において上道氏・林氏などは院方を支持して没落し、関東に本拠地

を置く外来地頭が優勢とな

る。この乱以後の加賀守護は、
0林系加賀斉藤氏

●富樫系加賀斉藤氏

北条氏一族が補任されてい
ロ上道氏
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なるには致命的とも言える悪条件を所持していたのである。

さて現在の野々市町中心部には、中世には「野市」・「布市」と呼ばれる市が形成されており、

手取川扇状地内の物資の集積地であったことが想定される。富樫氏はこういった好条件を利用

するべく守護所をここに定めている。この守護所の考古学的実態は明らかでないものの、推定

地付近には「倉屋敷」・「山川館」・「御所」・「富樫」・「富樫館」・「長土居」等の関連地名がある。

この付近は既に市街化が進行した地域であるが、小規模な開発に伴って発掘調査が行われてお

り、中世の遺構・遺物を検出している。今後、中世の市場町や守護所といった広い範囲の実態を

知るためには、これらの点の調査成果を都市計画図等に書き込むなどを行い、全体像を掴むこ

とも必要かと思う。なお、富樫氏の本拠地は中世初頭よりこの守護所推定地にあったわけでは

なく、東南東の富樫山地山麓付近と考えられている。また高尾城跡は富樫政親が一向一揆のた

めに最期をむかえた所として著名であるが、金沢市教育委員会の調査によってその範囲がかな

り広大なものであったと確認された。

一向一揆 室町時代末になると富樫氏を打倒した一向一揆が歴史の表舞台に登場する。所謂「百姓の持

ちたる国」がそれである。この織田信長による統一政権の形成によって崩壊するまで約百年間

にわたって続いている。一向一揆に関連する遺跡としては、笠間兵衛家次館跡・三林館跡・上宮

寺跡・若林長門館跡・聖興寺跡等があげられる。このうち聖興寺跡の付近での徳光一本松遺跡の

調査では、中世の堀状の遺構のはか井戸等を検出している。そのほかは考古学的な実態は不明

である。また冷泉為広の「越後下向日記」によれば、金沢市米泉に「洲崎慶覚」の館が、「野市」

に大乗寺があったことが知られる 130

ところで、この時代になると文献史料上、多くの庄園が紆余曲折を経ながら存続している様

子が明らかとなる。その中で最も史料が豊富に残っているのは、天龍寺領大野庄である。そし

てこの大野庄と密接な関わりを持つのが、中世の日本海海運に重要な役割を果すとみられる大

野湊である。その詳細の多くは不明であるが、普正寺遺跡がこの大野湊に関連すると考えられ

る集落遺跡である。また中世村落に関しては、古代と相違してその考古学的様相の究明は、こ

れからの課題となろう。その中にあって、平成2(1990)年度に調査が行われた長池キタバシ遺

跡と宮永ほじ川遺跡は注目に値する。前者は溝で区画された井戸・掘立柱建物を伴った方形の屋

敷割を検出し、後者は13~14世紀にかけての豊富な遺構と遺物を有するu。いずれも中世の村落

をまとまった形で調査した希少な例であり、今後の作業に期待したい。この他には宮永坊の森

遺跡があげられる。

近世

この地域の江戸時代の遺跡としては、前述した乾遺跡がある。この遺跡では17世紀を中心と

した墓域を検出している。潰物は多岐にわたるが、今後その整理を進めていけば、当該期の農

村部の生活実態が明らかになると思う。そのほか八田中遺跡では17世紀の遺物がかなりまと

まって出土している。本遺跡では近世遺物が中世遺物らと共にわずかに出土しているのみでお

るが、耕地整理前の水路等の位置が一部確認された。また江戸時代初頭に廃城された松任城址

は、中世の縄張は不明であるが、近世では連郭式の平城であった。公園となっている本丸跡で

は、遺構はわずかにその面影を残すに止まる。この時代は文献史料が多く存在し、考古学調査

に馴染まないとする傾向が強い。しかし、文献史料によって明らかにできることにも限界があ
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り、考古資料に多くを頼ることもあり得ることが、近年東京都内で盛んに実施されている江戸

時代遺跡の調査によっても明らかになりつつある。したがって、石川県内でもこの時代の遺構・

遺物に今少し関心を持っていくことが必要ではなかろうか。

手取川扇状地内に限らず、考古学の守備範囲は近世以降にまで広がりつつある。文献史料の

多くはその史料の関係者がなんらかの理由で残す努力を行って現在に至ったものである。した

がって、必要以外の史料は消滅した場合が多く明らかにできることは限界があって、人々の生

活様相に関しては近年盛んになった絵図を読み込む努力のはかは考古的な遺構・遺物に頼るこ

とが必要となっている。今後はこの傾向が進むことはあっても、後退することはあり得ないで

あろう。考古学・文献史学の垣根を越えて歴史事象を究明する時期に来ているのではないか。
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加能史料編纂委員会 r加能史料』平安IV 石川史書刊行会 1989年

浅香年木『古代地域史の研究」 法政大学出版局 1978年

浅香年木『治承・寿永の内乱論序説』 法政大学出版局 1981年

浅香年木『中世北陸の社会と信仰』 法政大学出版局 1988年

佐藤進一 r鎌倉幕府守護制度の研究』 東京大学出版会 1971年

佐藤進一 r室町幕府守護制度の研究』J: 東京大学出版局 1976年

なお、このほかに多くの発掘調査報告書を参考にしたが、紙幅の関係でその書名を記すことができなかった。

第6図 粟田遺跡周辺の遺跡地名＿覧

野々市町

1粟田遺跡（本報告書） 2清金アガトウ遺跡（奈良•平安～中世） 3末松信濃館跡（中世） 4末松A・C遺跡

（縄文～平安） 5末松B遺跡（弥生） 6古元堂館跡（不詳） 7末松C遺跡（奈良） 8末松古墳（古墳） 9 

法福寺跡（中世） 10末松砦跡（奈良） 11大館館跡（平安～室町） 12末松廃寺跡（奈良） 13末松ダイカ

ン遺跡（奈良～中世） 14末松福正寺遺跡（古墳•平安） 15三林館跡（安土桃山） 16富樫館跡（中世） 17 

安養寺遺跡上林地区（弥生・平安後期） 18上新庄ニシウラ遺跡（古墳・奈良） 19押野館跡（室町） 20押野

タチナカ遺跡（弥生～古墳） 21押野大塚遺跡（縄文後晩期・弥生） 22大塚古墳（古墳） 23上宮寺跡（室町）

24野代遺跡（縄文） 25御経塚B遺跡（古墳•平安） 26御経塚遺跡（縄文後晩期） 27御経塚C遺跡（古墳・

平安） 28御経塚経塚（不詳） 29御経塚シンデン遺跡（縄文後晩期・弥生・古墳） 30御経塚オッソ遺跡（弥

生） 31御経塚ボンサンマイ遺跡（奈良～中世） 32御経塚ヤトメ遺跡（弥生） 33長池キタバシ遺跡（縄文

後晩期・中世） 34長池ニシタンポ遺跡（弥生） 35二日市イシバシ遺跡（中世） 36扇ヶ丘ゴショ遺跡（弥生

後期・奈良平安・中世） 37扇ヶ丘ハワイゴク遺跡（縄文晩期・弥生後期～古墳後期・中世） 226下新庄アラチ

タナカダ遺跡 227上林新庄遺跡（奈良） 228上林テラダ遺跡（奈良）

鶴来町

38柴木A~C・安養寺遺跡（平安～中世） 39柴木遺跡（平安前期） 40柴木南遺跡（平安前期） 41道法寺遺

跡（平安前期） 42荒屋集落遺跡（平安） 43荒屋遺跡（縄文） 44知気寺遺跡（平安）

松任市

45法蓮寺跡（不詳） 46田地古墳（古墳） 47園ノ道観館跡（不詳） 48林四郎左エ門館跡（不詳） 49安吉

城跡（不詳） 50照円寺跡（室町） 51斎藤摂津守館跡（室町） 52剣崎館跡（室町） 53剣崎遺跡（平安・中

世） 54三浦高麗野遺跡（鎌倉） 55三浦常在光寺跡（鎌倉） 56三浦遺跡（古墳～中世） 57上二口遺跡

（平安） 58若林長門館跡（室町・安土桃山） 59倉光館跡（鎌倉） 60幸明経塚（不詳）•西法寺跡（安土桃山）

61橋爪松の木遺跡（中世） 62橋爪遺跡（縄文・弥生・中世・近世） 63高田遺跡（縄文•平安） 64長竹遺

跡（縄文・弥生・古墳・中世） 65乾遺跡（縄文晩期・弥生•平安～近世） 66専福寺跡（中世） 67田中ノダ遺跡

（古墳） 68松任城跡（室町・安土桃山） 69村井遺跡（中世） 70延寿寺跡（中世） 71樋爪遺跡（不詳） 72高

畠紋左エ門苓久館跡（室町） 73宮丸遺跡（平安）•岡本四位館跡（中世） 74古屋敷遺跡（平安） 75高山遺跡

（平安） 76北出遺跡（平安・中世） 77村井備中守館跡（室町） 78中村遺跡（平安） 79道村遺跡（弥生

～奈良） 80成町遺跡（中世） 81安田二郎惟光館跡（不詳） 82出城城跡（室町） 83五歩市遺跡（不詳）

84あさひ荘遺跡（奈良～平安） 85ゴクラク寺遺跡（縄文～中世） 86横江D遺跡（不詳） 87横江E遺跡

（中世） 88横江町B遺跡（平安） 89横江館跡（不詳） 90横江A遺跡（縄文・奈良•平安） 91横江庄遺跡

（奈良•平安） 92 ジョウガン寺遺跡（奈良•平安） 93福増遺跡（縄文・弥生） 94寝上市左エ門館跡（室町）

95福増東川遺跡（奈良•平安） 96宮永C遺跡（不詳） 97坊ノ森遺跡（弥生・中世） 98宮永市遺跡（弥生後

期・中世） 99竹松C遺跡（不詳） 100竹松遺跡（古墳） 101竹松遺跡 102中新保遺跡（不詳） 103八

田中アレチ遺跡（縄文晩期～中世） 104八田中ヒエモンダ遺跡（縄文晩期～中世） 105八田中中林遺跡（近

世） 106八田中遺跡（縄文～中世） 107八田中雁田川遺跡（縄文・古墳） 108八田・宮永新ハクサンダ遺跡

（弥生・古墳・中世） 109ー塚遺跡・一塚古墳（縄文～古墳・中世） 110旭小学校遺跡（弥生・古墳） 111宮永

遺跡（古墳） 112宮永B遺跡（縄文・古墳・中世・） 113倉部B遺跡（弥生中～後期） 114倉部出戸遺跡（古

墳） 115倉部館跡（室町） 116倉部川遺跡（中世） 117浜竹松遺跡（古墳・奈良） 118相川新雁田川遺跡

（弥生・古墳） 119東相川遺跡（奈良•平安） 120相）II遺跡（室町） 121中相川1・2号墳（古墳） 122御手洗

川遺跡（古墳） 123浜相川B遺跡（不詳） 124相川新A・B遺跡（古墳） 125浜相川・相川新遺跡（弥生）

126中相川遺跡（弥生・平安・中世） 127浜相川遺跡（弥生・中世） 128徳光野本川遺跡（不詳） 129徳光ジョ

ウガチ遺跡（弥生） 130大和隼人館跡（不詳） 131徳光遺跡（縄文） 132徳光遺跡（中世） 133アベノ願

証寺跡（不詳） 134徳光一本松遺跡（中世） 135徳光フルヤシキ遺跡（古墳） 136聖興寺跡（室町） 137 

北安田北遺跡（弥生～中世） 138番田・高松遺跡（平安～中世） 139法仏遺跡（弥生～中世） 140光明寺跡

- 18 -



（弥生・中世後期） 141赤松次郎宮保本陣跡（室町） 142鶴丸館跡（不詳） 143宮保遺跡（弥生・奈良•平安）

144賢徳寺跡（不詳） 145笠間兵衛家次館跡（室町） 146小川新・小川白山神社遺跡（中世） 147狩野隠

岐館跡（室町） 223木津遺跡（弥生中期～鎌倉） 224源波遺跡（奈良•平安） 229宮永ほじ川遺跡（中世）

金沢市

148倉ヶ岳城跡（鎌倉） 149四十万B遺跡（平安・室町） 150四十万遺跡（縄文） 151三十刈遺跡（奈良•平

安） 152額谷遺跡（古墳） 153額谷城跡（平安） 154御廟谷墳墓群（中世） 155高尾城跡（室町） 156狐

青横穴（古墳） 157高尾遺跡（奈良•平安） 158高尾天神堂遺跡（平安） 159高尾公園遺跡（奈良） 160高

尾シイナ塚古墳（古墳） 161高尾マトバ遺跡（奈良•平安） 162高尾新町遺跡（奈良•平安） 163久安トノヤ

シキ遺跡（古墳） 164久安サンマイ］l|遺跡（平安） 165円光寺向田遺跡（奈良・平安） 166寺地向田遺跡（奈

良•平安） 167円光寺向田 B·C 遺跡（古墳前期・奈良•平安） 168有松C遺跡（縄文・弥生・古墳） 169有松

A遺跡（縄文） 170寺地B 遺跡（奈良•平安） 171寺地A遺跡（縄文・奈良•平安） 172円光寺B遺跡（平安）

173有松B遺跡（縄文） 174有松D遺跡（古墳・平安・室町） 175米泉遺跡（縄文後晩期） 176増泉排水

銘遺跡（古墳前期） 177増泉遺跡（平安後期） 178犀川鉄橋遺跡（縄文） 179玉鉾遺跡（古墳） 180玉鉾

B 遺跡（奈良•平安） 181金沢専売公社工場遺跡（奈良•平安） 182西金沢新町遺跡（古墳） 183押野西遺跡

（弥生・古墳） 184八H市B遺跡（古墳） 185八日市ヤスマル遺跡（古墳） 186新保南遺跡（中世） 187新

保本町ッカダ遺跡（弥生） 188黒田遺跡（古墳•平安） 189古府遺跡（縄文） 190新保本町チカモリ遺跡（縄

文） 191新保東遺跡（古墳） 192新保西遺跡（古墳） 193森戸住宅遺跡（縄文） 194森戸本町遺跡（縄文）

195松島ナカオサ遺跡（平安～中世） 196高畠遺跡（古墳） 197古府B遺跡（不詳） 198古府クルビ遺

跡（弥生～平安） 199北塚A遺跡（縄文・古墳•平安） 200おまる塚古墳（古墳） 201北塚B遺跡（縄文・古

墳•平安） 202ぴわ塚古墳（古墳） 203南塚古墳（古墳） 204南塚B遺跡（古墳） 205上安原遺跡（奈良・

平安） 206上安原カナワリ遺跡（古墳） 207上安原緑団地遺跡（弥生・古墳） 208森戸バイパス遺跡（古墳）

209矢木ジワリ遺跡（弥生中期・古墳） 210矢木マツノキダ遺跡（弥生中期） 211矢木本町遺跡（縄文）

212上安原陸橋遺跡（弥生・古墳） 213上荒屋住宅遺跡（弥生） 214上荒屋遺跡（縄文・奈良・平安） 215中

屋遺跡（縄文後晩期） 216中屋ヘシタ遺跡（奈良・平安） 217福増遺跡（不詳） 218緑団地後援遺跡（古墳・

平安） 219緑団地下水処理場遺跡（弥生・室町） 220安原工業団地遺跡（平安） 220安原工業団地遺跡（平

安） 221安原工業団地遺跡（弥生～平安） 222下福増遺跡（縄文～古墳） 225高尾ジョウザプロウ1号横穴

（古墳）
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第6図 粟田遺跡周辺の遺跡
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第四章調査の概要

粟田遺跡の調査区は、仮排水路建設にともなう A調査区・道路建設にともなう水路査区・エ

場建設にともなう C調査区と、 1989年度に工場用地造成にさきがけておこなわれた街路拡幅エ

事にともなう B調査区の四箇所である。

第 1節 A調査区

遺構（図8) A調査区は、金武士川の改良工事に伴って設けられる仮排水路建設にともなう

調査区で、幅2m・延長約200mにわたって調査を実施した。仮排水工事が地表下90cmまでの掘

削計画なので、掘削予定深度以上の調査は行わなかった。調査区の北部では、黄褐色砂質土に

掘り込んだ畝溝や小穴を検出したが、調査区の中央部から南側では遺構面か予定深度よりも深

かったために、遺構を検出しなかった。調査区の南部では北西方向に走る幅約5mの川状の遺 川跡遺構

構を検出している。中世の川跡の可能性があるが、西側に接して調査したB調査区ではA区に

続く川跡遺構を検出できなかった。

遺物（図12) 遺物は、第12図に掲載した瀬戸の卸皿をはじめとして若干量を検出しているが、

実測可能な資料は少ない。 1は、瀬戸・美濃の卸し皿で15世紀に比定できる資料である。

第2節 B調査区

遺構（図9) 幅8m・延長約200mの調査区で、調査区中央の農道の南側は金武士川の旧河道

が調査区の東南から西北に縦断して遺構の遺存状態か悪かったのにたいし、北側は比較的良好

に遺構を検出できた。農道の南側を南調査区、北側を北調査区と呼ぶ。遺構検出面の標高は調

査区の北端が約34m、南端が約35mで、南北の標高差は約 1mである。

南調査区では仮排水路をはさんで、 Al区に 6X6mの調査区かある。ここでは、幅1.2mで

深さ約45cmの溝が南北方向に走るのを検出している。この溝底の南端の標高は35.03mで、北端

は35.06mを測り、南高北低の地形とは逆に北から南に傾斜している。地形に逆らう傾斜を持つ

この溝は、少なくとも灌漑などの機能を持つ事は考えられず、何等かの施設を区画する溝と考

えられる。溝の年代は、土器がほとんど出土していないので手懸りが無いが、古代ないし中世

と考えられる。

仮排水北側のA2区では、幅30cm・長さ 6m前後・深さ 5cm前後の溝がほぼ真北方向に約 8

mの範囲で5条平行して走るのを検出した。このグリッドの東側は、金武士川の旧河道が南北

に走っている。

A3区では、径30cm・深さ20cm前後の小穴を無数に検出している。詳細は岡本と久田の報文

にゆずるが、このグリッドでは、打製石斧と弥生前期の土器片を集中して検出している。 A4 打製石斧

区では、現代の金武士川の護岸工事などでほとんど原型をとどめていないが、第 5号竪穴式建

物を検出している。また、グリッドの東半分は金武士川の旧河道が流れている。 A5区は、金

武士川の旧河道が西に蛇行してグリッドの全体を占めている。仮排水路のA調査区で検出した

中世の大溝状遺構の西側にあたり、本米ならこのグリッドで続きを検出できるはずであるか、

金武士川旧河道が上を覆っていたために検出できなかった。 A5区の北部は農道北側の北調査
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区にかかっている。北調査区では、 A5区北

側からA6区いっぱいに幅約30cm・深さ約10

cmの溝がN-12~15·—Wの方位を持っ て 4

l 条走っている。 この溝は、1.8~2.7mの間隔
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をおいて走っている。また、 これらの溝とは

別にA6区の北部では南北方向に走る同規模
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の溝も検出している。 この南北溝は、北西に

延びる溝に先行している。

90~120cmを測る。この溝群については畠の畝

溝と考えており、溝の間の 1~2mの空閑地

が畠の耕作面になっていた可能性がある。溝

群からは、古代と弥生前期ないし縄文晩期の

土期が出土して、中世以降の資料は検出しな

い。また、溝群はB区第 1号竪穴式建物の手

前約 3mでとま っており、

竪穴群と溝群は一体となって配置されていた

可能性が強い。 A7区と A8区では溝は全 く

検出されず、竪穴群の他には小穴をわずかに

検出しているに過ぎず、

向に傾斜を強めているもようである。

遺物 （図12)

た資料である。

4 ~ 8が、

A6区の土坑から、手捏ね坪

を検出している。包含層からは、

が出土しており、遺構はあまり検出できな

かったが古墳時代中期の遺跡が周辺に存在し

ているものと思われる。

この溝の間隔は、

この様な状況から

また、地形も北西方

B調査区で検出し

5の商坪脚

A3区の川跡から検

J

A
§
S疇＇

2
 

迄 心

,i 

出した染め付け大皿 7は、やや不整形な断面

三角形の径10cmの高台を持ち、図文はわから

ないが内面にかなり良質の染め付け文が描か

れている。また、破断面には漆が付着してお

り、使用中に破損して漆で接着したものと思

われる。明染め付けの可能性もあるが、若干

不整形な高台は肥前系であることを示してい

る。

第9図 A調査区配置図
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第3節 c調査区

工場建設予定地を対象に設定した調査区。主調査区が東西63m・南北164mで約10,300m'、東

側張り出し調査区が東西20m• 南北60mで約 1,200m’、合計約11,500面が調査面積である。調査

区の標高は南端が35.lmで北端は34.lmを側り、 B調査区とほぼ同じ様に南高北低で約 lmの

標高差をもっている。調査区の南西隅に北西方向に走る深い鞍部かあり、また、東側には南北 調査面積

に延びる浅い鞍部を検出している。つまり、主調査区では南北に延びる微高地状の尾根筋と両

側の鞍部を検出し、東側張り出し区では主調査区微高地の東隣の微高地の西側斜面を検出して

いる。主調査区の南半では黄褐色土壌が発達して小穴・溝・建物遺構を検出し、北半では礫か

一面に広がっており後述する道路状遺構・ 68号溝と石器製作跡を検出した。

各グリッドの遺構の概要（図11)

2列 E区の南西隈に、幅12m・深さ60cmの鞍部が西北方向に走っている。鞍部の落際から、

打製石斧が5枚重なった状態で出土している。鞍部の肩付近で、 17号土坑を検出している。こ

の土坑から、 26溝が東北方向にのびている。このグリッドでは、比較的に溝群の検出が少ない。

F区では、北西方向に走る溝群を検出している。また、 F区東部では浅い鞍部になっている。

G区は、鞍部からの立上がり部分で、遺構はあまり検出していない。

3列 E区では、 3• 4号竪穴式建物を検出している。 3号竪穴の周辺では、西北方向に走る

溝群を検出している。溝は幅が約30cm・深さ約10cmで、長さは約10m前後である。溝は、約1.6 竪穴式建物

mの間隔を置いてN-15°-Wの方向に走っている。溝群は16m四方の範囲に集中しているよう

である。溝群は 3号竪穴の覆土にも切込んでおり、竪穴群廃絶後に掘削されたことかわかる。

E区の北半部西側では礫層か露出し、遺構は検出しなかった。

F区では、 5• 6号竪穴を検出している。 4号竪穴の東側から、溝群が東に広がっている。

溝の規模や走向は、 3号竪穴周辺で検出した溝群と共通している。 5号竪穴の東側の北直半部

には、小穴群が集中して溝が延びていなかった。 G区では、 2Gから続く浅い鞍部と、隣接す

る微高地に続く西側斜面を検出している。鞍部東側の緩斜面では、不定形な小穴を多数検出し

ている。

4列 E区では南半部に溝群があり、北半部では 8• 10号竪穴と68号溝を検出している。南半

部の溝群は、 N-15°-Wの走向を持ち、幅や深さは 3号竪穴周辺で検出した溝群と共通してい

る。北半部では、規格は共通しているか走向かN-25-Wと異なる溝群を検出している。 F区

は中央微高地の東斜面にあたり、溝群は検出していない。近世の18号土坑や78• 45号溝を検出

している。西側では道路状遺構にともなう75• 69 • 65号溝を検出している。 G区では、鞍部と

西側斜面を検出している。西側緩斜面では、 14号竪穴を検出している。このグリッドの南東か

ら北西にかけて浅い鞍部が走り、中央微高地東側の鞍部と合流している。北半部東側では、 N

5°-Eに走る溝群を検出している。

5列 E区では、 11• 12 • 13竪穴と、 1 ~ 6号掘立柱式建物を検出している。溝群も検出して

いるが、溝間が180cmで密度がやや粗い。柱穴状のpitを多数検出したか、掘立柱式建物を復元 道路状遺構

できたのは 6棟だけであった。また、 N-25°-Wに走る 66溝を検出している。 F区では、北に

走る 68号溝と道路遺構を検出している。 68号溝は、グリッドの北部で東に分岐し 67溝なって

―-27 
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第10図 C調査区北壁土層図

耕作土

斑鉄層

灰色土層

4 黒灰色混礫土層
5 黒色礫層
6 黒灰色混土礫層

7 灰色礫層
8 黄色礫層
9 黄色シルト層
10 黄色砂層
11 黄灰色礫層
12 黄色粗砂層
13 混白砂礫層
14 黄色砂層
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第11図 c調査区グリッド配置図
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いる。中央微高地の東斜面では、径20cm前後の小穴群を多数検出している。 G区斜面では、真

北に走る三条の溝とそれに直交する十四条の溝を検出している。1.5m四方の方形区画を、二列

に並んで検出している。

6列 6列から北側では、中央微高地の全面に礫層が露出している。 E区では、道路遺構をか

道路状遺構 すかに検出している。 F区では、道路遺構の一部と南北に走る68溝を検出している。このグリッ

ドでは石斧剥片を多数検出している。 G区は中央微高地東側の鞍部にあたり、緩く東に上がる

斜面につながっている。この斜面で、12号竪穴を検出している。また、多数のpitと N-100"-W

の東西方向に走る溝群を検出している。

7列 この列の中央微高地は、表土掘削時に深く下げすぎたためもあって遺構を全く検出でき

なかった。わずかにF区で68溝を検出している。 G区の鞍部ではpit群を検出している。

各グリッドの遺物の概要（図12)

E 2 • F 2出土資料（図12) 9は、 C調査区南西隅の鞍部覆土から検出した青磁碗である。

ロ縁下に雷文を持つ碗で、 15世紀に比定できる。 10は、 17号土坑から出土した須恵器長頸壺で、

体部下半は手持ちヘラ削りで、底面はヘラ起こし後にナデている。 17は、 24号溝から検出した

須恵器坪。 12• 13 • 18は、畝溝状遺構から検出している。その他の土器は、小穴から検出した

資料である。

E3•F3•G3 出土資料（図13) 1は41号pitで検出した長頸壺で、穴の底に埋置したもの

と思われる。 5は112号pitから出土した、須恵器大甕の底部付近の破片である。 11は包層から

の出土で、外面にコンニャク判で鶴丸文を描き、高台から体部の境に三条のくすんだ染め付け

の沈線が描かれた碗である。畳付けは露胎で、胎土はくすんだ灰白色を呈する。 19世紀初頭の

肥前系の磁器である。 14~16は、包含層の出土。他の資料は、いずれも畝溝と小穴からの出土

資料である。

E 4 • F 4区出土の資料（図14) 16~19が包含層検出資料の他は、pitや畝溝・土坑から検出

した。 5は辰口産と思われる有台坪で、 6号掘立柱式建物の南側の177号pitから検出した。 21

と22は18号土坑から検出した資料である。 21は内側底面に砂目がある内面に深い緑色の釉がか

かった唐津の碗で、 22は肥前系の碗である。

E 5 • G 5区出土の資料（図17) 2 • 3は190号pitで検出した資料で、 2の有台碗内面は剥

墨書土器 落が激しくて黒色処理の有無は不明である。 3は、内外面を磨いた上に赤色塗彩している。 6

は、 3号掘立柱式建物の220号pitから出土した土師中甕である。上半部が遺存し、内外面をロ

クロハケ調整している。 15は、底部外面に判読不能の墨書のある坪である。

E 5 • G 5区出土の資料（図18) 6~9は12号土坑から検出した資料。 6は、底部外面に墨

書を持つ杯。 7は、口縁端部を上に引あげた土師器の壺口縁部。 8は口縁が直立する小甕。 9

製塩土器 はくの字口縁の甕。 5は6号土坑から出土した櫃蓋。 10はG6の包含層で検出した製塩土器の

体部破片。
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第4節 用地外周の水路関係調査

調査の経緯

津田駒株式会社への売却用地内の工場本体部分の発掘調査は1989年度に予定されていたが、

用地内の既存水路は都市計画道路にあわせて付け替えし、そして春耕に際して使用されるもの

であった。そこで、商工課との打ち合せで遺跡の範囲内になることから工事に先立って発掘調

査をおこなう必要を確認し、平成元年2月15日より調査に入った。当該部分は都市計画道路か

通る予定となっているので、その設計に合せて水路が敷設されトレンチを設定した。エ期との

関係から工事とほぼ併行するように調査した。延長270mで調査面積は約470m2である。緊急を

要する調査となったため、石川県立埋蔵文化財センター土木班の総力を挙げて調査した。担当

は伊藤雅文で、平田天秋、栃木英道、藤田邦雄、岡本恭ーの援助をうけた他、西谷昌司、真智

敏郎の補助を得た。

調査日誌（1989年2月15日～ 3月13日）

2月15日（晴れ） 器材を搬入してプレハプを設営し本日より現地調査に入る。重機掘削をお

こなう。

2月16日（雨） 1、2区の精査、写真、実測。礫原のため遺構はわかりにくい。

2月22日（晴れ時々雪） 3区の精査。

2月23日（晴れ） 4区の精査。 3、4区の写真、実測。

2月27日（晴れ） 5、6区の精査。重機掘削は 5~ 6区まで完了。

2月28日（晴れ） 5、6区の精査、写真、実測。

3月6日（晴れ） 11、12区の精査、実測、そして埋め戻し。

3月9日（晴れ） 7、8区の精査。

3月10日（晴れ） 7、8区実測、写真。 9、10区の精査、写真。

3月13日（曇） 9、10区実測。器材を撤収して現地調査を終了する。

調査区の設定と基本土層

発掘調査を実施したのは工事で2号水路といい、第 図で黒く塗り潰したところである。調

査区は次年度の工場本体工事に伴う発掘調査との関係から独自のものを設けず、工事図面を基

に設定した。つまり、工事の遣り方のメンバーを基にそれぞれ 1区等命名し、遣り方に打たれ

た基準釘を実測ホ゜イントとした。なお、水路は 9区以降直角に東に折れているところでは、そ

れぞれの遣りかたにナンバーをつけたために工事図面のナンバーと一致しない。

基本土層は極めて単純であるが、ナンバー10（第19図中で丸つき数字）までとそれ以降とで

は全く違う土層となっているので分けて記述する。

ナンバー10までは現耕土・床土の下には20~30cm強の淡灰色粘質土層がある。この層は部分

的にシルト気味の部分もある。調査時には現耕作土の客土と考えたが、その後野々市町教育委

員会の田村昌宏氏の御教示によると旧耕作土ではないかということである。その下には20~70

cmの包含層かある。基本的に 2層に分れるようであるがかなり不鮮明な部分も多く明確にし難
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い。つまり上層に黒褐色粘質で、遺構の埋土にも二者認められるようである。なお厚い包含層

は長期にわたる表土の堆積の結果と考えられようか。ナンバー10付近は部分的に落込んでいる

ようで、灰色シルト土が包含層の間にある。

ナンバー11以降は急激に地山が上がり、包含層も黒色粘質土と共に褐色礫土となる。しかし

ナンバー13で地山の整地と思われる黄色粘質土が見られる他は耕士、床上、包含層となってい

る。なお、全体的に遺物の出土は皆無に近い。

遺構

遺構の分布は 3区から 8区までピットが多く分布するものの、それ以外ではほとんど認める

ことかできなかった。ただし、 1 • 2区のベースは礫となっており、限られた時間内での作業

であったため、見落した遺構がある可能性は大きい。また、下端で lm内外の狭い調査区であっ

たので建物跡の検出は困難であった。 9区以東はほとんど遺構がない。

ピットの多くは柱根を認めることが難しい。埋土はほとんど包含層 l層のみであった。確実

に柱穴となるピットは方形を呈するようで、柱の抜取りが行なわれたためか壁面が多少挟れて

いるものが多くあった。なお、不定形あるいは円形のピットは木根のものと考えられるのか多

くあった他、地山の大きなプロックを含んでいるものもあった。

掘立柱式建物 1号掘立柱式建物 3 ~ 4区にかけての柱列である。 4間確認し、柱間が210~250cmを測る。

ヒ°ットは長方形を呈するものが多い。ピットの切りあい関係から本遺跡で新しい方の遺構と考

えられる。

2号掘立柱式建物 6区の柱列である。 4間確認したものの 1号建物のように柱列がトレンチ

内で完結していないので柵列の可能性もある。ピットは全て方形を呈し中央のピットには抜取

りらしい斜にはしる落込みが見られる。なお、それより一つ南のピットには礫が見られ根石の

可能性がある。なお北端で確認したピットは他のピットに切られている。

3号掘立柱式建物 2区の南端で確認した。建物のコーナーてある。それぞれ 1間づつで、 190

と270cmである。柱の間隔から南北方向の建物と考えられる。

4号掘立柱式建物 4区で確認した。建物のコーナーを確認していないものの、南北方向の建

物と考えられる。そうすると、梁の柱間が200cm（推定）で桁の柱間が250cmとなる。ピットは

やや不定形である。

S XOl 3号建物に隣接する。はば4.2mの溝状の落込みである。調査期間の関係から完掘して

いないので深さ等は不明である。埋土は包含層である。

遺物

坪蓋(1. 2) 1は口径18.3cmを測る。天井部は回転ヘラケズリ、その他は回転ナデを施す。

ロ緑端部は三角状に小さく下方に垂下する。胎士は微砂粒を含み焼成も良好である。外面は暗

紫灰色、内面は灰色を呈する。 2は天井部のみ遺存しているが、小型の部類に入り口径12cm程

度のものと推定できる。鉦は条lj落し、内外面回転ナデで仕上げられている。砂粒の混入は少な

い。焼成は悪く生焼状態で、乳白色を呈する。

壺 (3) 底部のみ遺存しているので、全体的な器形はわからない。底径10.4cmを測る。底面

は平坦で屈曲して直線的に体部か伸びる。外面は回転ヘラケズリの後回転ナデ、内面は回転ナ

--40 -
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デを施す。砂粒の混入の少ない胎土で、焼成も良く淡青灰色から灰白色を呈する。

椀（4) 底径8.6cmを測り、底部のみ遺存しているが大型品である。底部は回転糸切りによっ

ており、そして底部から1.5cm程口縁よりまで回転ヘラケズリが施されている。しかしこれは断

続的に、つまり一気に施されるのではないようで、エ具が複数回器面から離れるようである。

内外面回転ナデが施されている。微砂粒を含み砂性の強い器面をしている。内外面暗灰色を呈

し、焼成は良い。

甕 (5~7) 5~ 7はロクロ成形の甕である。 5は口径11.9cmを測る。口縁部は面をなし受

け口状を呈する。内外面とも口縁部はナデ体部はカキメを施す。 1mm前後の砂粒を少量含む。

焼成は廿＜黄橙色を呈する。なお口縁内面に有機物が付着している。 6 • 7は小破片で器形も

5とよく似ている。口縁端部は面をなしくの字に屈曲して体部にいたる。 7はその度合いか緩

やかである。内外面ともカキメが施されている。ともに微砂粒を少量含む胎上で、焼成は良い。

6が淡黄橙色、 7が淡茶灰色を呈する。

鍋（8) 小破片である。口縁端部は面をなし緩やかにくの字に屈曲して体部にいたる。内外

面ともカキメが施されている。微砂粒を少量含み、焼成は良く橙灰色から暗灰褐色を呈する。

小結

限られた調査区の割には多くの遺構を検出することができた。しかしながら作業員 2人に 2

から 3人の調査員という面々での急いだ発掘であったので、遺構を検討する余裕がなく、図面

上でのピットの集中がそのまま遺構の集中を現しているとは言えまい。これらの遺構あるいは

落込みの意味を把握するためには、本体工事のそしてその後の工事に伴う発掘調査の成果を援

用しなければならないだろう。（伊藤雅文）
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第五章 縄文・弥生の土器

B調査区［第23回1~5] 

縄文土器 (2~5) 2はA3区包含層出土である。色調は外面橙色、内面にぶい黄橙色であ

る。胎土には 2mm前後の砂粒を多く含み、焼成は良好である。調整は外面不明、内面ナデであ

る。 3は表採であり、下野式前半（大洞C2式併行）の浅鉢である。外面は撚糸を地文に持ち、

2条以上の連弧文を持つようである。内面には 1条沈線と段を持つ。色調は内外とも橙色であ

る。胎土には0.5~2mm大の石英・長石をやや多く含む。 4はA3区包含層出土である。口径

15.8cmを測る浅鉢で、補修穴を持つ。色調は外面にぶい黄橙色、内面灰黄褐色である。胎土に

は1mm大の砂粒を多く含み、焼成は良好である。調整はナデである。 5はA3区近代溝出土で

ある。色調は外面にぶい橙色、内面にぶい黄褐色である。胎土には 1mm大の石英・長石と海綿

骨針を多量に含む。焼成は良好であり、調整は外面条痕、内面ナデである。

弥生土器（1) 1の頸部はA3区包含層、胴部はA4区打製石斧一括土器No.3である。弥生時

遠賀川式 代前期の遠賀川式土器である。胴部最大径は推定21.6cmを測る。胴部と頸部の境に沈線を入れ、

上を薄くして段を形成する（段のC類、井藤1981)。色調は浅橙色である。胎土には、 1~2mm 

大の砂粒（流紋岩が主体、石英・長石が少々）が多量に入る。焼成は良好だが、表面は少し荒れ

ている。調整は（ハケのち？）ミガキと思われる。成形は粘土板（帯）で行われあり、粘土板（帯）

の接合は外傾接合（遠賀川式土器の特徴、佐原1986)である。

c調査区［第23回6~21]
縄文土器 6は底径7cmを測る。色調は外面橙色、内面浅黄橙色である。胎土には 1mm大の

（丸い）流紋岩をやや多く含む。焼成は良好であり、 LR縄文を施したのち体部下半にミガキを

入れる。内面はミガキ（ケズリ？）のちナデである。 9は浅鉢の口縁部と思われる。色調はにぶ

い黄褐色である。胎土には 1mm大の砂粒を少々と多量の海綿骨針を含む。焼成は良好であり、

調整はヘラナデである。 10は眼鏡状突帯を持つ浅鉢で、下野式である。沈線だけで突帯を造り

出している。色調は浅褐色である。胎土には 1mm大の砂粒と海綿骨針をやや多く含む。焼成は

良く、調整はヘラナデである。 12はF4区包含層出土である。壺の胴部上半である。色調は黄

橙色であり、胎上には 1mm大の石英・長石、海綿骨針を多く含む。焼成は良好であり、調整は

ナデである。 13~15はF4区99号溝出土である。 13、14は同一個体であり、眼鏡状突帯を持つ

浅鉢である。第23図下の図は概念図であり、口径は任意である。時期は下野式後半である。色

調は外面黒褐色、内面は灰黄色である。外面はススが付着している。断面は表面が褐色、内側

は灰色のサンドイッチ状になっている。胎土には 1mm大の砂粒と海綿骨針をやや多く含む。焼

成は良好であり、調整はヘラミガキである。 15はスダレ状圧痕を持つ底部である。底径9.6cmを

測る。色調は外面にぶい黄褐色、内面にぶい褐色である。胎土には 1mm大の砂粒を多く含む。

焼成は良好であり、調整はナデである。 17はF3区地山内出土である。深鉢であり、口縁部外

面を肥大させ、外側にひねり出す。口唇部には爪による楕円形のキザミを入れる。色調は外面

黒色～暗灰色、内面は黄褐色である。胎上には 1mm大の砂粒をやや多く含む。焼成は良好であ

り、調整は外面ヘラミガキ（ナデ）、内面ナデである。 18、19はF4区69号溝出土である。 18は

壺の頸部と思われ、 1条の沈線を持つ。 12と同一個体の可能性もある。外面には黒斑と赤彩痕
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第23図 縄文・弥生の土器実測図
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がある。色調は外面にぶい黄褐色、内面にぶい褐色である。 19は浅鉢であり、外面を赤彩する。

ロ縁部には、指で摘み上げたキザミを持つ。色調は内外とも灰黄褐色であり、胎土には 1mm大

海綿骨針 の砂粒と海綿骨針を多く含む。 20はF6区包含層出土である。深鉢であり、色調は外面暗黒色、

内面灰白色である。胎土には 1mm大の砂粒を多く含む。焼成は良好である。 21はF4区包含層

出土である。 15と同一個体の可能性もある。スダレ状圧痕を持ち、色調はにぶい褐色である。

胎土には 1mm大の砂粒を多く含む。焼成は良好である。 22は排土から出土した。スダレ状圧痕

を持つ。色調は外面浅黄橙色、内面黄橙色である。胎土には 1mm前後の砂粒を多く含む。焼成

は良好であり、調整は内面ナデである。

弥生土器(7、8、11、16) 11は遠賀川式土器であり、 E3区地山内出土である。壺の底部

である。底径7.6cmを測る。色調は外面にぶい黄橙色、内面灰黄色である。胎土には、 1~3mm 

大の砂粒を多く含むが、石英・長石は少ない。また、（金）雲母も微量含む。調整は外面ミガキ、

内面ケズリ（ミガキ？）のちナデである。体部内面には炭化物が付着する。

7はE2区4号土坑出土である。底径9.6cmを測る。色調は外面橙色、内面明黄褐色である。

胎土には 1~3mm大の石英・長石を多く含み、 1mm程度のシャーモットを少々含む。焼成は

良好であるが、全体に磨耗している。調整はミガキのちナデと思われる。 8はE5区67-1号

溝出土である。底径5.6cmを測る。色調は外面灰白色～黒褐色、内面灰白色である。胎土には、

0.5mm以下の砂粒（石英・長石主体）を多く含む。焼成は良く、調整はナデと思われる。 16はF

4区78号溝出土である。底径5cmを測り、色調は内外ともににぶい黄橙色である。胎土には

0.5~2mm大の砂粒を多く含む。焼成は良好であり、調整はナデと思われる。

まとめ 縄文土器では、時期の判断できるのは 3（大洞C2式併行）、 10、13・14（大洞A式併

行）であり、下野式である。 6、7はやや古い可能性（晩期中葉）も考えられる。

弥生土器では、 1と11以外は時期は特定しにくい。 1は遠賀川式土器であることは、器形・

調整・成形技法からも明らかである。器形的には板付I、IIa式に近いと思われる。畿内地方で

は弥生時代前期の編年案が多くだされている（井藤1981、藤田1989ほか）が、北陸地方は資料が

畿内第 1様式 少なく、細分が行えないので、基本である佐原編年に対比したい。 1は畿内第 1様式古段階に

相当する。古段階の資料は石川県内では類例がなく、次の中段階の資料が存在する。松任市八

田中遺跡（久田1988)と松任市乾遺跡（1990年一部調査）に存在する。八田中遺跡は下野式後半か

ら柴山出村式にかけての漸移的な土器群（柴山出村 1式）に削出突帯第II種小条を持つ壺が共伴

した。乾遺跡では、上下を削り出した突帯内に 2条沈線を持つ壺（削出突帯第II種小条）が名古

屋市高蔵遺跡出土土器（重松1987、PLOl-2)に以ている大地型壺が共伴した。 2遺跡の例か

ら畿内第 1様式古段階は柴山出村式以前の下野式後半（大洞A式伴行）に併行する可能性があ

る。粟田遺跡でも下野式後半の土器の出土が多い。

近畿地方での下野式土器の出土はどうであろうか。家根祥多氏から滋賀里遺跡（湖西線関係）

に出土例があると教示を得たが公表されていない。長原遺跡では下野式後半の浅鉢（家根1982図

版123-172)がある。これは長原式と共伴した。また、長原式と古段階と浮線文土器前半（松尾

ほか1983図版90-88)の共伴が確認されている。よって、下野式後半は長原式と古段階と浮線文

土器前半と併行すると思われる。また、唐古・鍵遺跡第20次SK-215の浅鉢がある（藤田ほか

1986、第22図58)。SK-215は大和 I-2様式（中段階、新段階の一部）の標式遺構（藤田1989)

であり、下野式後半と畿内第 I様式中段階が併行する可能性も考えられるが、下野式後半の浅
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鉢は柴山出村式にも伴うことがあるので、今後の検証が必要である。

下野式後半の土器はどうであろうか。下野式後半（大洞A式併行）は高堀勝喜氏により長竹式

として分離が検討されている（高堀1983)。長竹式は吉田淳氏によると野々市町御経塚遺跡ツカ

ダ地区の調査結果から 2分できるという。前半は長竹遺跡の主体的土器群であり、後半には前 下野式

半の要素が崩れた一群と浮線文土器が伴うという。また、野々市町押野タチナカ遺跡では柴山

出村式に浮線文土器が伴うという。これらのことから下野式後半～柴山出村 l式にかけては 3

段階の時間的変遷が想定される。これはエ字文．の変遷（石川1985)や浮線網状文と東海西部の

五貫森式・馬見塚式・樫王式の変遷（中島・渡邊1989)とも符合する。

新潟地方での下野式土器の出土はどうであろうか。鳥屋遺跡（石川1988)が東端である。石川

日出志氏は鳥屋式を 1式、 2ab式を設定され、 1式大洞A式古段階、 2a式は大洞A式後半、

2 b式は大洞A'式と氷式に伴うとされた。鳥屋 1式は浅鉢は大洞C2式新段階の特徴を持ちな

がら、体部文様に充填縄文手法が欠落するとし、下野式窒が共伴するという。浅鉢の変化は長

竹遺跡（中島1977)でも同様であり、鳥屋 1式と長竹式前半は併行するものと思われる。

以上の関係をまとめたのが表 lである。しかし、各地方との共伴関係を検証するには資料不

足は否めないのが現状である。今後の各地での類例の増加と研究の進展に期待したいし、また

当地を含めた各地域からのご批判を頂きたい。なお、石川日出志、赤沢徳明、冨山正明、浜崎

悟司、藤田三郎、吉田 淳氏にお世話になった。記して感謝する。

表 1 周辺地域との関係

近 畿 東海西部 石 I I I 新 潟 東 北

滋賀里 IV 西 之 山 （前半） 大洞 C 2（古）
下野

ロ 酒 井 貫 （前半森） （後半） 上 野 原 大洞 C 2（新）
五

船 橋 （後半） （前半） 鳥 屋 1 大洞 A （古）
長竹

馬 見 塚 （後半） 鳥屋 2 a 大洞 A （新）

貝殻山 樫王 柴山出村 1 鳥屋 2 b 大 洞 A' 

西志賀 水神乎 柴山出村 2 緒 立 青 木 畑

（注）太線は遠賀川式土器、細線は条痕文土器
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第六章石製 品

調査区の中央が谷状地形にはさまれた尾根状地形になっている C調査区尾根筋北側には手取

扇状地の堆積物である礫が露出している地帯がある。そこでは火山礫凝灰岩などの礫を利用し

て打製石斧の素材が製作されており、そこを中心に多量の母岩や剥片などの遺物が検出された。

B調査区においても数点の母岩類を採集している。また、 70点を越える打製石斧をB・A・C（西

側からの順）の全調査区で検出しているが、遺構に伴ったものや時期を示す土器片などを伴った

遠賀川式

ものはほとんど無い。

B調査区では数点の弥生時代の土器片（遠賀川式）が、打製石斧の周辺から検出されているが、

共伴するものかは定かでない（第28図参照）。
第2表 母岩類・打製石斧の地区別出土数一覧

ここに報告する石製品としたもののうち、大半が

母岩類などの打製石斧の素材を作出した際の残り屑

であり製品ではないが、一応、石製品という項目に

したことをお断りしておきたい。

出土した母岩類の分類は母岩（108点）、母岩砕(47

点）、裂片(53点）、剥片(51点）、ハンマー(32点）、台

石(9点）である。打製石斧は製品(31点）と破損品(46

点）に分けた。その他、ドリル1点と、古代以降の砥

石（第96図ー309、310)が出土している。

母岩と剥片 母岩類のなかの各類型の明確な定義はなく、例え

ば母岩としたもののなかには、明瞭に打製石斧の素

材を剥いだ剥離痕を残すものから、打ち割ろうとし

て打撃を加えただけで剥離できなかったものまで含

み、大きなものでは台石と、小さなものではハンマー

と区別が付かないものもある。

また、母岩砕としたものは、本来、裂片や砕片と

呼ぶべきものであろうと考えるが、母岩の原形があ＇る程度推定できるものをあえて母岩砕（母岩

の砕けたもの）とし、裂片としたものは、母岩砕に比べて厚みがなく、母岩の原形がほとんど判

らないものや、剥片のなかの形の悪いものを加えたもので、非常に感覚的な分類である。

剥片についても同様で、この遺跡が、打製石斧の素材を採集した場所であるため、遺棄され

たものは全て目的とした剥片の失敗品と考えられ、最も得たかったであろう剥片の形状を推定

できるものを中心に、先行剥離面をもつものを加えて剥片としている。

母岩 母岩砕 9 ンヽマー 台石 裂片 剥片 製品 蔽損晶 小計

A2 1 l 

A3 1 I 

A4 4 I 5 10 

AS 1 I 

A6 2 3 5 

A7 5 1 4 10 

B区 1 I I I 4 

小計 6 1 5 4 16 32 

A区 2 I 3 

小計 2 I 3 

E 2 1 2 1 I 6 11 

E 3 1 1 I I 5 9 18 

E4 4 I l 6 

ES 2 1 3 

E6 8 3 4 2 l I 19 

E 7 1 I 2 

F 2 1 I 1 3 6 

F 3 1 1 l 3 6 

F4 3 2 l I 2 ， 
FS 14 I I 3 2 1 I 23 

F6 37 11 10 6 18 17 3 102 

F 7 20 12 ， 17 ， 2 69 

G2 I 1 

G3 I 3 I 5 

G4 1 I 1 I 4 

G5 2 2 1 2 2 ， 
G6 1 I 

F6、7 1 4 6 1 12 

E、F6 3 1 I 2 7 

C区 10 4 4 3 2 l 5 29 

小計 108 41 32 9 52 46 25 29 342 

合計 108 47 32 9 53 51 31 46 377 
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第3表 母石類・打製石斧の地区別出土数

1cm 母岩 2cm 台石 3 cm .,,、ンマー 4 cm 母岩砕
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第 4表 母岩顆・打製石斧法量分布図
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母 岩（第31図ー 1～第63図ー79・図版92-1～図版105~79)

母岩としたものは108点であり、最大21,350g以上、最小1,174g、長軸39.5cm~15.0cm、短

軸30.5cm~9.5cmの亜円、亜角礫で概して石の大きさや形状よりは、石の目を優先的に意識して

選択しているようで、母岩の長さと幅の関係は、縦と横をどう見るかによって違ってくるが、

剥離痕が長軸方向に沿う側片にあるものと短軸方向に沿う側片にあるものとがあり、母岩とし

て選択された原石の石の目が長軸に沿うか、短軸に沿うかで決っていると考えられる。

この母岩に残された剥離痕や加撃痕ならぴに剥片、裂片との接合状態や出土状態から大別し

て三つの技法が存在していると推定されるが、一つ一つの技法が完全に独立したものではなく

相互に補完しあっていると考えられる。

•第一の技法

まず、第一の技法として、模式図の(1)に示したように、選択した礫の縁辺の全周ないしは半

周ちかくに幾度も打撃を加え、半載あるいは一部を剥離する方法で、剥離された剥片の剥離軸

は多方向から見られるが、中央部では重なり合うためかほとんど不明確である。また、剥離の

製作技法 際には石の目を利用するものが多く、 リングやフィッシャーもほとんど不明瞭である。資料と

しては、第31図ー 1と第79図ー191の接合資料が代表例で、第31図ー 1～第41図ー31までのもの

が挙げられる。

この技法によって剥離される剥片は大型のもので、両面に全く自然面を残さないものや、極

一部しか自然面を残さない中落ちの板状の剥片が得られる場合もある（第80図ー192、第82図一

206)。この場合、その素材を用いた打製石斧は両面加工、あるいは全面加工状の石斧となる（第

92図ー271、第96図ー307など）。
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粟田遺跡における打製石斧素材剥離方法の模式図
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•第二、第三の技法

第二の技法は礫の側縁に

対してはぼ平行方向の加撃

を｛摸式図(2)}、第三の技法

は礫の側縁に対してほぼ垂

直方向の加撃を｛摸式図(3)}

行うもので、剥離される剥

片は加撃の力が均等に伝わ

ればほぼ蛤状（第78図一

170、171など）や鶴嘴状（第

79図ー181、182など）の剥片

となるが、岩質が均ーでな

い場合や加撃の方向と石の

目の方向が異なる場合は異

形のものとなる。

この二と三の技法の区別

は難しく、素材を剥いだ面

の裏面にも小さな剥離痕を
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残す32~37などを二とし、加撃点が側辺より内側にくる38~49などが三の代表例であるが、共

に打点部分は袂れの著しいものから、ほとんど袂れないものまである。また、各技法の組合っ

たものとしては51、65が一と二と三、 53、54が一と二、 64が一と三、 52、55、56が二と三が組

合わさったものと考えられるもので、他は組合せや技法の区別の付け難いものである。

素材となり得る剥片を剥離できたと考えられる剥離痕を留める母岩は27点で、母岩として分

類した108点の約25％であり、半載されたものや載断されたものの内何点のものから目的剥片が

得られたかは不明であるが、仮に半載されたものの半数を加えてみても約33％にしかならない。

また、この内素材が得られたと推定できる剥離痕が1箇所だけのものが15点、 2箇所のものが

10点、 3箇所のものが2点で、 4箇所以上剥がされた痕跡を留めるものは無い。これらの素材

を剥離できた母岩に対して、素材となり得ない小剥離面のみのものや加撃痕を留めるだけのも

のまで、素材を剥離できなかったものが半数以上を占めている。

このように、母岩として選択した一つの石から巧く剥離できれば何点も剥ぐ場合もあれば、

幾度も加撃を施しても素材が得られない場合には放棄しているため、規則性は無く、礫原で手

当り次第にその石の形や石の目、石質にあわせて、一～三の技法で次々と加撃を施し、素材を

剥ぎ取っていったものと考えられる。このような作業内容であれば一見無駄が多いと感じられ

るが、半面非常にのどかで牧歌的なものであり、自己消費分のみの気に入った形状の素材を採

集しているものと考えられる。

それでは、何故ー～三の技法が存在しているのであろうか。一の技法であれば、母岩がバラ

バラに載断、分割されないかぎり、ある程度大きく厚い剥片が得られるであろう。その大型の

剥片からは自分の目的とする形に整形することはできるが、二次加工の手間はかかる。つまり、

目的を持った形のものを作るには適していると言えるが、難点として、素材を得る段階でも二、

三の技法に比べて時間がかかるうえ、二、三の技法でえられた素材に比べて打製石斧への加工

にも時間がかかると言える。

第二、三の技法については、一度か二度の加撃で素材を剥離しており、時間はかからない。

しかし、余ほどうまく力が全体に伝わらないかぎり、大きな剥片を得ることは難しい。そのう

え、蛤状あるいは鶴嘴状に剥離されるために、打製石斧へ二次加工する際に自ずと形が決って

しまうと言う難点がある。しかし、主剥離面と自然面の交わる側片は加撃点から離れるにつれ

て薄く鋭いものとなり、ほとんど二次加工を加えなくても刃部として使用できるものとなり、

胴部に、着装あるいは握りやすくするための加工及ぴ厚さを整える（だいたい胴部中央の加撃点

付近に最大厚がくる）ための加工を施すだけで製品となり得る利点がある。

剥 片（第77図ー 160～第82図ー207•図版111-160～図版114-206)

この遺跡での石器製作の工程としては、露出している原石の中から母岩（石核）となりそうな

自然石を選択し、その選択された石に打撃を加え（加工）剥片を作り出し、その剥片類のなかか

ら打製石斧の素材を採集（選択）すると言うもので、この場に残されたものは選択肢から外れた
① 

ものが大部分であると考えられる。そのため、典型的な剥片は少ないが、母岩と接合するもの

や直接接合はしないが同一石であるため剥離方法の判るものが数点出土し、前述の三つの技法

を裏付けている。

第78図ー170、171は第二、三の技法によるものの例であるが、共にやや小型であることと170
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はやや薄く、 171はやや厚いために選択肢から外れたものと思われる。 173~179も同じ技法によ

る失敗品であろう。 172、180はその出土状態（第29図参照）や接合状態から（第97図ー①）第一の

技法の際にできたものであり、 190~207も同一技法によもので192~194が最も典型例i；ちかい

ものであるが、何等かの理由により遺棄されたものである。 191は第一の技法によるものの接合

例であるが、その接合状態から（第98図ー⑧）この場である程度の大きさ（形かもしれない）に載

断しようとして失敗し廃棄されたものと考えられる。確実に第三の技法によるものと考えられ

る剥片は181~184で、 181は母岩38と接合（第98図ー③）するが、 4点共に幅が狭いために素材と

して用いられなかっったと考えられる。

第77図ー161~169は先行剥離面を持つ小型の剥片で、始めは二次加工の際の調整剥片ではな

いかと考えていたものであるが、その出土数の少なさから各技法の加撃や大型の剥片う載断の

際にできたものと考えられる。

これらの剥片類のなかには、 193や199のように平均的な大きさの打製石斧の素材となり得る

ようなものや、小型品であればいくらでも製作できるような剥片(170、171、202~205など）や

縄文時代中期に見られるような石箆状の小型で薄いものの素材となり得る剥片(172~178、180)

もある。これらが遺棄されていると言うことは、ある程度の大きさの素材を選択していると言

うこととなるが、これは多分に製作された時期や用途を示しているものと考えている。

ハンマー（第82図ー208～第84図ー228・図版114-208～図版116-228)

ハンマーとしたものの内、 214、219、220、222などは母岩とハンマーの両者の性格を合せも

製作の道具 つようなもので、ハンマーとして使用しているうちに載断された剥片を素材としようとした可

能性のあるもので、特に214はうまく載断できれば一度に二枚の素材が得られるようなものであ

る。

この他、素材を剥いでいた礫原以外で打製石斧と共に検出された208などは、打製石斧が使用

中に刃こぼれしたような際に再調整を加えたものと考えられ、細かな調整力哺ほしやすいような

棒状を呈し、両端に加撃の際にできた細かな剥離痕を残すものである。

台 石（第85図ー229～第87図ー233・図版117-229～図版118-233)

台石としたものは、母岩や剥片、裂片などが検出された面より半分以上埋れた状態で出土し

たものが多く、 230などは2/3以上が埋った状態で剥離面や加撃痕を留めた部分だけが素材を剥

いだ作業面より上に出ており、確実に台石にされたと考えられるものである。また、 230（仮番

号65)が出土した近辺（第29図参照）にはa~eの大型の台石（大きな自然石に打撃痕や剥離痕、

傷が付いているもの）が出土したが、全て半分以上埋っており、到底人力では持上げられないた

めに採集せずに現場に残した。

母岩砕・裂片（第64図ー80～第73図ー 110• 第74図ー 111～第77図ー 159・図版105-80～図版

111-159) 

この類型は、先に各類型の概要に述べた通り明確な概念のないもので、今後各類型の見直し

と共に考えて行きたい。
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打製石斧

この遺跡のA、B、Cの各調査区（約13,500m')から合計77点の製品、破損品が出土し、この

内破損品の 6点がそれぞれ2点づつ接合でき、個体数として把握できる点数は74となる。

また、 礫の露出地帯では、打製石斧の素材を製作したときの遺物が多量に検出されたが、打

製石斧自体の出土は非常に少な〈、淡黄褐色の砂質土である礫のないところを中心に礫原と鞍 礫原

部を避けるように出土しており （第30図参照）、礫原ではほとんど使用されなかったと考えられ

る。

その他、C調査区南西隅の鞍部の落ち際の礫上

に5点の打製石斧（第89図ー241~245)が重ねられ

た状態で検出された。集落址以外での発見として

は非常に珍しいものである。 5点の内 3点(241、

243、245)が横長の剥片を素材としており、全ての

頭部に調整を加えているが、 242、244の2点の頭
② 

部は主剥離面側から打撃角の高い加撃で折りとる

ように調整を加えており、非常に特徴的で形状も

素材の剥片の用い方も似かよっている。また、他

の3点は正面観はやや違うが側面観の反り具合が

近似しており、調整の方法から見ても同一人の手

5枚重ねの打製石斧出土状況

によるものと考えられる。この他、 5点全ての刃部に使用痕と考えられる擦痕や摩滅痕が認め

られ、使用されていたと考えられるものであるが、この出土状態から見て柄に着装された状態

で置かれていたものとは考えられず、替え刃として作業場に持込まれたものが何等かの理由に

より遺棄されたものであり 、埋納されたと考えられるようなものではない。

製 品（第88図ー234～第91図ー264・図版119~234～図版120-264)

31点の製品が出土し、打製石斧の形状としては全て短冊型、撥型の範疇に収るもので、所謂

分銅型のものはない。また、 12点が横長剥片を素材としており、刃部の形状はU字形を呈する 石斧の形状

凸刃がほとんどで、ほぼ直刃であるものが数点ある他凹刃はな〈、用いた素材の形状をそのま

ま利用したものが多いため一方に偏る偏刃が多い。

また、自然面を残すものがほとんどで、 253は両面と頭部に自然面を残すもので、 一石から作

られた証拠を残す唯一のものであり、 263は胴部上半に極めて少ない自然面を残すもので、第一

の技法によって作出された中落ち状の素材が用いられていると考えられるものである。

その他、 257、262、263は欠損した刃部に、 258は頭部に再加工による調整が加えられたもの

で、本来の姿を失ったものである。

破損品（第92図ー265～第96図ー308・図版121-265～図版123-308)

46点の破損品が出土し、仮番号335と318、326と327が接合でき (265、266)完形と なり、 274と

275も接合するが、頭部は欠失しており完形とはならない。これらの6点は全てB調査区からの

出土である。
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打製石斧としての形状は製品と大差はなく、この内10点が横長剥片を素材としている。また、

271のように頭部は欠失しているが、両面共に自然面を残さないものや、 307のように側縁の一

部に自然面を残すものがあり、中落ち状の剥片が用いられている。

この内、 30点が胴部の括れ部付近で折れたもので、胴部上半を欠失するものと胴部下半を欠

失するものは半々であり、刃部ならぴに側片を欠失するもの 6点、頭部ならぴに側片を欠失す

るもの 5点、側片のみ欠失するもの 1点、頭部と刃部を欠失するもの 1点、刃部片 2点、頭部

片1点である。

欠損部に対する力の加わりかた仕、正面およぴ裏面に対して並行方向からのもの（縦折れ）が

13点(265、266、269、275~278、281、290、292、293、301、304)、垂直方向からのもの（横折

れ）12点(270~274、282~284、294、295、298、303)で、 274のように両方の痕跡を残すものも

ある。他のものの方向は不明確である。また、胴部の袂れ部付近に最大厚がくるため厚さを整

えるために多数の加撃が施されており、その調整の際の傷が原因で折れたと考えられるもの

(265、294)もある。

特に265は完形状態では長さ、幅、厚さ、重量とも出土した打製石斧の内で最大のものである

が、調整が粗く自然面を残す表面胴部中央右側辺の調整剥離痕が折れ部で止り、頭部側辺に及

んでいないためその加撃の際に折れた未製品である可能性がある。しかし、丁度折れ部を境に

石質が異なっており、調整の際の力がその部分で跳ね上がり頭部側辺に及ばなかったとも考え

られる。

使用痕

使用痕については、製品、破損品をとわずほとんどの刃部に見られるが、その痕跡は刃部の

稜線や刃部近辺の剥離痕の稜線が摩滅し丸くなったもので、正面、裏面に明確な擦痕を残すも

のは少ない。また、 252や278に見られるように擦痕の付く部位が偏るものや、 255のように刃部

の摩滅痕が偏るものが幾つか見られることは、偏刃が多いためかもしれないが欠損部の力の加

わりかたを合せて考えると縦斧として使用されていたものもある可能性がある。

また、 252のように頭部にも擦痕のあるものや、 279、289のように胴部の一部に擦痕の見られ

るものがあり、前者は短冊型で頭部と刃部の形状や側面形が近似しており、上下両方の使用が

考えられ、後者は着装の際のものとでも考えておきたい。

素材について

打製石斧の素材となっている剥片の剥片剥離軸の分るものは、ほとんどが横長剥片であり、

縦長状のものは数点しか無い。残りのものは剥離軸のほとんど分らないものや多方向からの剥

離軸の見られるものである。この内、縦長の剥離軸に見えるものは大型の横長剥片の中央部分

を使用している可能性がある。また、大型の横長剥片を裁断して 2点以上の石斧を作り出した

場合にも、縦長剥片を利用したように見えることもあろう。

この遺跡から出土した打製石斧と、礫原で採集されていた打製石斧の素材剥片が全く同一時

期のものと言う確証はないが、打製石斧の裏面である主剥離面の観察から見る限り、前述のよ

うに、母岩のところで述べた三つの技法の痕跡を残すものがほとんどを占めている。

打製石斧に利用されている剥片は74点中22点が、剥片剥離軸から見て確実に横長剥片である

- 56-



と考えられる。この内第88図ー234~236、第89図ー245、第94図ー285などが素材剥離方法にお

ける第二、第三の技法によるものと考えられる横長剥片であり、 234、285などはその典型例で、

加撃点から離れた薄く鋭い縁辺や刃部にはほとんど細部調整を施していない。

また、 251や256は第一の技法で得られた大型の横長剥片を載断、或いはその一部を用いたと 石打

考えられるものである。そして、剥離軸の定かでないものや両面加工状のもののはとんどが第

ーの技法による剥片を素材としていると考えられる。

しかし、第90図ー253のように粘板岩ではあるが、転石となった自然面を両面に残し一石から

作られた証拠を残すものが一点あり、両面加工状の打製石斧が全て第一の技法で作出された中

落状の剥片を用いているとは言いきれない。だが、 C調査区の礫原において、打製石斧素材と

なり得る偏平で手頃な石がほとんど見られないことから、当遺跡の打製石斧は基本的には剥片

を素材とし、原石をそのまま利用することはほとんど無かったと考えている。

礫原の状況

c調査区礫原の内、北半部分は耕地整理の際に礫原を均して水田が造成されたために削平を
受けており、ほとんど母岩類、打製石斧は出土せず、古代の遺構も検出されなかった。

そして、耕地整理による攪乱を受けていない礫原においても、打製石斧素材製作時の作業面

が古代以降の遺構や攪乱により荒されてしまっており、母岩類の内、原位置を保ったままのも

のは、 F-6区などの礫原と鞍部の境にあたるやや低くなって攪乱を逃れた箇所を中心に出土し

ている。本来は、礫原全面において打製石斧の素材が採集されていたものと推定される。

第29図はF-6区の一部の出土状態であるが、礫原であり、細かな剥片や砕片は原位置を保っ 出土状況

たまま調査することは困難を極め、図に位置を落とさずに取り上げたものもあるが、概してそ

の数は少ない。細かな剥片が少ない訳は、後述の事にも起因するが火山礫凝灰岩などの火山砕

屑岩類を中心とした礫原の中で、自然に砕けたものと人工のものとの区別が難しく、見落した

可能性もある。

また、大型のものであれば、先行剥離面の有無やその形状などから識別できるが、今回取り

上げたもののなかに全く自然物や後世の攪乱によるものが含まれていないとは言いきれないう
③ 

え、母岩、台石の傷にしても打撃痕であるのか、風化による剥落などの自然にできた傷である

のかの区別は難しく、礫原以外も含めて調査区全体で約500点余りのものを採集したが、洗浄後、

人手が加わっていると説明できるものだけを取り挙げた。その他、台石となった大型の礫（人力

で持上げられないもの）も現場に残した。

仮番号90、62、114、116、18、170は、直接接合はしないものの同一石(A)であり、仮番号194、

361、51、485、229、236は接合でき（a)、仮番号17と20(b)、仮番号160(C)、の a、b、Cは

接合しないが同一石(B)である。このA、B2点のバラバラになった母岩の足りない部分は打

製石斧の素材としてこの場から、持去られていると考えられる。

これらの母岩の接合状態や剥片、裂片の出土状況から、 A、B共に第一の技法により原石の

側縁を中心に加撃を加え、素材を作り出していると考えられる。加撃を施す際には、母岩とな

る原石を持上げ近辺の石に振り下ろしているため、仮番号65、49ゃa~ eのような剥離痕、加

撃痕を母岩や剥片、裂片が出土する作業面より上だけに留め下半部は埋れたままの石が見られ、

これらが台石として分類したものである。また、仮番号83、127のような第三の技法により剥離
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された痕跡を留める母岩が近辺に出土しており、特に127は素材を剥離した辺以外の側辺にも条lj

離には失敗しているが第一か二の技法よると考えられる小剥離面や加撃痕を留め、一～三の技

法が同時に存在し互に補完し合っていることを示すものである。

その他、ハンマー 2点（仮番号35、411)も近辺から出土していることから、前述した母岩と剥

片の接合例（第98図ー⑧）に見られるような大型の剥片の載断や、持上げられないような大型の

母岩からの素材の剥離にもハンマーが使用されていると考えられる。

この礫原は、打製石斧の素材を採集した場であり、その素材を集落に持帰り加工を施してい

石斧製作地 たのか、別の場所で加工し製品を持帰ったのかは定かでないが、 F-6区の一部を約4mx4m 

の範囲で約140kgの土を採集して水洗したところ、十数点の裂片や砕片しか得ることが出来ず、

その量の少なさからここでは素材を得るだけで、その素材への二次加工は行っていないと考え

られる。

素材から打製石斧に二次加工する場合には、石鏃などの小型剥片石器に比べて多量の調整剥

片が作出されるはずであり、各遺跡での石器構成比で最も高率を占める打製石斧が集落内で調

整、加工されていたとしたならば調整剥片を別の場所に捨てない限り、多量に出土するはずで

ある。また、調整剥片が捨てられたとすれば、土器溜りなどのような剥片溜りが存在してもよ
④ 

いと考えられる。

県内においては、これまでに剥片溜りなどの報告例、あるいは剥片そのものの出土がほとん

ど報告されていないことからみて、集落外での調整加工であった可能性を否定できないが、調
⑤ ⑥ 

整剥片自体が人工遺物として認められず、取り挙げられていない可能性もある。

この調整剥片は、石鏃などの小型剥片石器の素材として用いられた黒曜石や瑶瑞、チャート

などと違い、集落内に自然に存在する安山岩や流紋岩類の表皮を残した剥片や先行剥離面を残

すもので、これまであまり注目されておらず、自然に砕けたものと、人手によるものとの区別

が細かなものになればなるほど識別が困難となり、他地域産の岩石のようにはいかないもので

ある。

これらの調整剥片を検出することは竪穴住居内の覆土であれば、近年はとんどの調査で水洗

選別が行われており、採集は可能であろうが、住居外で作成されていた場合、遺跡全面の水洗

選別が行われない限り、困難であろう。また、遺構検出により多くの力を割く傾向があり、生

活面が包含層としてとばされてしまっている場合には検出できないし、包含層の土を全て水洗

することも無理であろう。

今後の調査では、集落址付近の礫原や集落の内外をとわず、礫や礫の細片にも注意を向ける

必要があろう。

その他、未製品である可能性をもつものを含む6点の接合できる破損品が出土したB調査区

においては、破損品の周囲から先行剥離面をもつ剥片が数点出土している。しかし、調査初期

の段階であったために周辺の土を水洗選別しておらず調整剥片の有無が不明確であるが、素材

から製品への加工が行われていた場所である可能性があることを付加えておきたい。

打製石斧の出土状況からの推測

当遺跡の石製品の出土状態を示した分布図（第30図参照）を見てみると、大きく別けて母岩類

と打製石斧の二者に分れ、これはそれぞれの作業内容の違いを現しているものと考えられる。
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つまり、礫原では打製石斧の素材を採集するための作業を行い、礫原と鞍部以外で打製石斧を

用いた作業を行っているように見受けられる。また、打製石斧の出土状態だけを見てみると、

散発的に出土している中にも数点がややまとまりを持ちながら出土しているようで、 C調査区

南西隅の鞍部の落ち際の礫上に重ねられた状態で出土した 5点のように、始めはまとめられて

いたものが後世の攪乱によって移動した可能性があり、 5枚重ねのものは鞍部の落ち際にあっ

たために、やや低い位置からの出土であり、攪乱を逃れたものであろう。

この遺跡の調査面積と打製石斧の出土数を単純に比較するならば、約180m刈こ l点の割合であ

り散発的に打製石斧が出土するようにも感じられるが、前述の通りまとまった部分だけを見る

ならば、狭い面積から多量（一番多量に出土したグリッドでは約64面に 1点の割合）に出士して

いるとの見方もできよう。

これだけ多量の打製石斧が一度に使用されているとしたならば、何等かの作物を耕作してい

た可能性もある訳であるが、打製石斧以外の遺物が全く出土しておらず、粟、稗などの穀物類

を作っていたとするならば、打製石斧に起耕具、除草具、収穫具の三つの機能があることとな

る。

打製石斧には起作、除草具としての機能は認められるが、収穫具としての機能は認め難い。 石斧の機能
⑦ 

確かに使用しようと思えば使えるが、石包丁状の削器の方が断然優れている。削器としての機

能を持つ器具が木製品であれば、朽ち果ててしまって検出されなかったと考えられる訳である

が、 1点の石製品も無かったとは考えられない。ましてや削器と成り得るような剥片が、打製

石斧素材製作地において採集されずに遺棄されていることから見ても削器のような器具は必要

とされず、この地においては使用されていないと考えられる。この事から、摘み採ったり刈り

取ったりする粟、稗、豆などの穀物類の耕作は考え難い。また、打製石斧だけで起耕から収穫

まで行える作物としては芋類やカボチャ、ウリなどが挙げられるが、推定の域を出ない。

当遺跡の所在する手取扇状地では、ほとんど縄文土器が出土せずに打製石斧だけが散発的に

出土する遺跡が幾つかあり、近辺の末松遺跡や清金アガトウ遺跡などが挙げられる。このよう
⑧ ⑨ 

な遺跡は近年の調査によって認知され始めたが、すでに「これらの遺跡は食料資源としての根

茎類や球根類を採集する目的で営まれ、場所を点々とかえるような出作り小屋的な性格」が指

摘されており、打製石斧による生業活動の舞台であったことが推測されている。
⑩ 

粟田遺跡の打製石斧出土状態から見ると、一度に数点の打製石斧を携えてこの地において作

業を行っていると考えられることから、出作り小屋そのものの存在を裏付ける直接的な証拠は

なにも無いが、そのような性格自体を裏付ける間接的な証拠と成り得るのではなかろうかと考

えている。また、母岩類、打製石斧共に明確に時期を決定する決め手はないし、ましてや両者

共に同一時期のものであるとの確証も無いが、当遺跡から拾数点の縄文時代晩期の土器片と数

点の弥生時代初頭の土器片が出土しており、一応、縄文時代晩期のものと考えておきたい。

今後、集落址以外で打製石斧が散発的或いは多量に出土する遺跡において、本当に打製石斧

だけの出土なのか、削器状の剥片で使用痕のあるものが伴っていないか、見直すことと削器状

の剥片の検出に努める必要がある。何故ならば、打製石斧と削器状の剥片が共伴しても、様々

な作業が行われていた集落内であれば、それを直接結びつけて起耕具と収穫具が共伴したとは

言えないが、集落以外であれば結びつく必然性が高くなるためである。
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粟田遺跡の所在する手取扇状地扇央部

においては、縄文時代晩期の集落址とし L 

ては長竹遺跡、乾遺跡が知られ、共に下
⑪ ⑫ 

野式後半の遺物が主体を占めている。こ

の長竹遺跡に隣接する松任市橋爪遺跡か

ら数点の下野式後半の土器片と打製石

斧、母岩類が出土している。調査担当者

によれば集落址とは考えられないもの

で、長竹遺跡の集落外にあたるものとの

--テプヴ応

第25図 橋爪遺跡出土削器状石器遜 S=¼ 

ことである。
⑬ 

この橋爪遺跡から 1点ではあるが、打

製石斧に用いられた石材と同じ安山岩の ．．．．． （ 

横長剥片で、細部調整は行われていない
こ

が一方の側辺と主剥離面の一部に使用の

際にできたと考えられる著しい摩滅痕を

留めるものがあり（第25図）、その形状や

使用痕の部位から穂積具として用いられ

た可能性のあるものである。

当例を以て穀類の耕作が行われていた

農耕との関係 とするものではないが、中国東北地方か

ら沿海州にかけての初期農耕文化の石鍬

で凸字型石斧、丁字型石斧と呼ばれるも

のと似た形状の打製石斧（第26、27図など
⑭ 

のもの）が、県内においては長竹遺跡、乾

遺跡などの下野式後半の段階になって始

めて出現しており、これらのことを合せ

て考えるならば、この時期からの穀類の

耕作の存在が推定できる。そして、削器

や凸字型、丁字型石斧を含まない粟田遺

跡の打製石斧はその前段階のものとも考

第26図 乾遺跡出土打製石斧遜 S=¼ 

9
,
 ‘、,‘.

A八
ー

ー

ー

1

第27図 長竹遺跡出土打製石斧遜 s =1/. 

えられる。

また、乾遺跡は、下野式後半～柴山出村式（弥生時代前期）の生活面が確認されており、今後

の遺物整理と継続調査の進展によっては新知見が得られるものであり、期待したい。そして、

粟田遺跡周辺の今後の調査の進展を待って改めて打製石斧の用途を考えてみたいが、花粉分析

やプラントオパールなどの自然科学の手を借りなければならないことを付加えておきたい。

尚、文末ではあるが、石質同定のために発掘現場と遺物整理事務所に足を運んで頂いた藤則

雄氏と色々な助言を得た協会の各職員にお礼申し上げます。
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註

1 この選択の際に折取りや載断を伴う場合もある。

2 五枚重ね以外のものについては、頭部に調整を施すものと、素材の鋭い縁辺をそのままにしたものと、刃潰

し状の調整を加えたものがある。

3 掘立柱建物の柱の根がために用いるために砕いた石や、竪穴式建物のカマドに使用され熱を受けて砕けたも

のなどが、後世の攪乱により調査区内に散らばったものを取上げている可能性もある。関東などでは熱を受け

た剥片もあるようであるが、今調査で出土した母岩の内に熱を受けたものが存在しないため、熱を受けた剥片

状のものは取り挙げなかった。

4 磨製石斧の製作集落址と考えられている富山県朝日町境A遺跡では磨製石斧の製作に伴う極めて多量の条lj

片が出土している。

5 松任市長竹遺跡では「原石を含め打製石斧の未製品（失敗品？）及ぴフレークが多く出土しており、手取川に

よって運ばれた手取扇状地堆積の礫群を利用して盛んに製作されていた」と指摘されているが、調整剥片の有

無は不明確である。

6 末松遺跡においては、打製石斧の母岩と共に製作にかかわる30点余りの剥片が出土しており、打製石斧を用

いた作業を行った場において、随時製作された可能性が指摘されている（註8の文献）。

7 松村和男 1989「第V章 考察2打製石斧について」 『房谷戸遺跡 I —関越自動車道（新潟線）地域埋蔵

文化財発掘調査報告書第27集—』群馬県教育委員会 513頁～525頁

8 北野博司 1989『末松遺跡 石川県農業短期大学附属農業資源研究所増築等工事に係る埋蔵文化財調査報告

書』 石川県埋蔵文化財センター

9 山本直人 1990「清金アガトウ遺跡」 r社団法人石川県埋蔵文化財保存協会年報 1』

10 山本直人 1990 「縄文時代の地域社会論に関する一試論—手取川水系を中心にして―」 『古代文化』

第42巻第12号 51頁

11 松任市橋爪地内に所在する遺跡で、平成2年度に（社）石川県埋蔵文化財保存協会が発掘調査を実施した遺跡

である。

12 松任市乾町地内に所在する遺跡で、平成 2年度に（社）石川県埋蔵文化財保存協会が発掘調査を実施し、平成

3年度に継続調査予定の遺跡である。

13 久田正弘氏のご教示による。

14 甲元真之・山崎純男 1984「第四章第四節 朝鮮の初期農耕文化」 『弥生時代の知識』 考古シリーズ5

72頁～76頁
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79 : F7 -49758.75'56737.75母岩 28.1 19.5il2.4'12350石英安山岩質火戴断された母岩

i山礫凝灰岩 i 
—+ ----•—←-··ーーー・一r-•---· • ---•---- -• ·+----------—+—----- --—+--- +----•ャ―--L I --.... f—-•• ---------•ー ・一—
99 i E6 /-49771. 20: 56715. 35母岩 30.5'19.5'9.2'9850！角礫凝灰岩 目的剥片剥離で

！きず
--•一一—- • -- -. +―-.-―-」-----•-- -••-l..-----―-•ト・・—--•-- -—• --•-----十---土---- -----------—+------•-•一·----··-•--•-

120! 64 -49728.401 56656.15母岩 2lぷ9.6i2.0! 2550互i英安山岩 戴断された母岩—••—. ___+ •—----••--—•—--―・・--------—•---•__ ___ _ _ __+ •- -•一· -• ----...-+----」- -・- -----―------·-• 
123r F61-49745.oo: 56707.0炉母岩 25.6 19.5t 6. 5'5350角礫凝灰岩 l目的剥片剥離で

lきず
← 函 ―F5.;-49f57.oo 5函厄0十毎岩 _-l3l.5 19--『2 i.5叫00万渓―妥頑岩―•―単戴された母岩
- --—+--·--·--•一•一•j_________-+--------_J__ ___~---•土---」----上---- -•一ー！か台石＿＿＿ ＿＿ 

--;..―i.49丁―- F6i-49749.25i 56725.80'母岩 ，30.5 24.6,ll.4!l1850！火山礫凝灰岩丁目的剥片剥離で

••一•‘--—-•••トー—__••------!--••一•---- --+--—-•-••---+--· •---」--•一←—+--'—-----------•--l差ず＿＿＿ー一•••一ー•••一•一
, 150, F6|-49749.90i 56725.50母岩 126.8l26.5, 8.1 9950]火山礫凝灰岩 目的剥片剥離で

- - -.ナ- - - - -上--.__i-- -•- --t•-- ---- ----•一；．—＿」- -ヒ---------―---------•--Lぎf--•--------
184! F6 -49747.65! 56718.25十母岩 ：22.819.5 | 9.3 7100［火山礫凝灰岩 ！目的剥片剥離で

:------•↓---•一・—•—+—- -----i•一ー・•-•-•--—•」·―-―-- -•→――-士--•一←三．＿＿←-一―---—--――一度杢
: 20Zi FG:-49746.40: 56703.20母岩 ¥36.1 il4.2 ;10.6 ! 8150 !火山礫凝灰岩 i目的剥片剥離で

| +- 上 + Lきず
---_L_ =I_o[—ーニ庄．迅度亙叶5也りこ匝母昼―：口亙直:..§---Li-7エm豆o詞要胆酉岩□―ー□半歓され五蜀岩

215! F7,-49746.60| 5673l.75而岩 l33.2130.5,10.5|17950i火山礫凝灰岩 ］台石の一部が目
！的剥片状に剥離

-----..」___----L------+------」-- -―一斗．ー一―__4-- -—+--•—+— ーー」 ＿＿l三紀） ー·--•--•一ー きず＿ ＿＿•一ー•一
, 300 | A7 :-49899. 40 56740. 90母岩砕 ，5．1 6. 2 ! 3. 6 l 98 1白色凝灰岩 」ー305、306、310、31

-·----—+--- - ----••----- ·—---• 1__ ―--- .__ __ L ___]----+--—+ _ l_-------―国一塁—ー五＿＿
! 3051 A7 i-49899.4o 1 56740. 35 t母岩砕 ！ 6．9l 4. 9 ! 2. 5 | 6l i珪化白色凝灰岩，300、306、310、31

I i : ! !6と同一石
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粟田遺跡出土石製品一覧表 2

区i Y i X 
, 306 l A7 1-49899.40 | 56740. 20 i母岩砕 1 8. 5 | 4. 7 i 4.o! 96 i白色凝灰岩 !300、305、310、31

―”―▼ --.---・--i_.----_』_--------」▼-.-------L--_」_---+雪--—よ ．十—---上-•-----―←--―且と同二石----
i 310 i A7 !-49899. 30 ! 56740. 30母岩砕 ！16.Bi 9.7; 4.0( 541白色凝灰岩 i 300、305、306、31

6と同一石、目
----•一▼—• ← ---4•-- -•--ト- ----―'――--•一—__十------」---L―-·-·—+-·;··--」---- -~二-:---- •一—---―ー↓理的剥柱竺失敗品

316/ A7(-49899.65[ 56741.20(母岩砕 ! 5. 3 [ 4. 1 / 1. 2 i 48：白色凝灰岩 300、305、306、31

---]·---• ----- --」----._ l - _-+-----•一上．ー一—·—+·.-;--—+----L・―--::上--- →l(]と同二石―--
351 l F1」-49149.30!56131. 55母岩砕 111.0 !10.2 8. 1, 815石英粗面岩 i 

-----+-―3訂ー五――l町 9.4--0-言im．邸海母砕--i16：ず豆．5「9ず 23弧i火山礫頑殿岩―十ハンマーの砕け
たものの可能性

—•-- ~---;-;-;;!-----,:;)―--・-----・--·•--—---··--·—•-——• --4----上---;:+----」---•一—-- -----·ー［あり＿—――-··ー··-
' 448 I F7 !-49761. 35 I 56 730. 95母岩砕 ，14.5:10.5: 8.5/ 1207i石英粗面岩質凝

----~---+-·―-ー---•- --・--•- •--- -•t --.---—•-- -----t--」---i―—←---—+--—七―---• --·___―ー悼直＿•-―-—・-------・・―・ 
i 343 I G4 ! i 剥片 13. 9 i 9. 5 i 2. 2 i 360！珪化臼色凝灰岩i―------~· L---•---+----·-―—·．―—ー _ -ー i -一→ 一」一—-一 I ー一-→―_——ーー―一--一_し▲—―I 281 E61-49781.15l 56715.95ハンマー；21.8/12.1 i 6. 5 i 2450！石英粗面岩 i剥離できなかっ
i ! iた母岩の可能性

i 1 ] i { ! i l i ！した剥離痕を残

ー·---』--•― ＿上―-一・ -----ー-」.-·---•一·--―--—+--- 1- ——+----1---•--—+----- ---1すもの ―― 1 188l E6丁-49782.25|56712.65台石 寸36.5i23.5il5.021250火山礫凝灰岩質＇一部に剥離痕
――→------+ 」-------」-----•- ---―→ ---------t----+--—+-＿＿←-一凶河礫岩-―--しー•--------
I 216 ! F6 l-49767. 05 i 56728. 70台石 ；30. 5 :28. 9 t 12. 5 i 16800 I複絹石角閃石安 I

I山岩-----·十―--•••----f------—+--- ----·--•一•-!-------- -—+--- ----t--―•ー・—t·——+----•—+----- ! --------—+--——— 
i 465 i i ！ドリル i I. 5 ! 0. 7 i 0. 6 [ 1馬瑞 i破損品、基部を

-I--+---̀ F6T―----—+___ 4母岩 」五―:h.5斤o:-5-|-54詞石英要面岩＿＿」一着魯剥片剥離で
きず、 275と接
i合、最大厚12.0

万十—.如-•了以西．h51謡73虹I計母ー岩―-]22」-4m．汀5． 9「490釘繰色凝灰岩―—惰而剥片1枚剥
l 」 ; ! | l | i ー・皇＿ー一----

---3l＿＿五n-日 4如鸞詞0店-6訂面百――万m甘24.51To.5十一函〇「安山岩― i目的剥片1枚以

I I ：のレコートは次ペーよ悶iり←状
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粟田遺跡出土石製品一覧表 3

図番号：仮番号［地区： Y ： x ！ 分類 哀：さ！鴨cm厚さ皇重g： 仁賞 l 

！、し、では長さ35.71 
：、厚さ12.6cm、1| 
(60. 361. 458. 229 j 
[.236.51と同一 I

-•4! -28ぷ―----Fii"f---・・・・―t ----・――ー ：母岩― ・十団．9i ll.0 1--5. 0-t li74キヒン岩―--—看的剥片滋剥
-- 5・→ 277・t--―F6L iー 一扇母岩 ー」17.913.8 + iぷ250o涌結凝灰晋・（濃＇的剥片剥離で

飛型） iきず、ハンマー
！の可能性もある・ ・ -・ ---..・・ ↓.・・ • .ーー—よ――··―···-···ー~---一———--一．—・4 ―....ー一- -雪―一→一へ．＿ーーー――·—―し―-一—-・·-；一 ·—一-:-ー一ー」....___ j一.”←一·．一————~-一··ー·• ··―.·一＿—―→一←←＿ ＿ー―--ー一一

5;・ -ff:3)--f7 i-49759.10 i 56738. 95母岩 ，18.1 i 16. 3 i 6. 7; 2950石英粗面岩 ！目的剥片剥離で

----: ---•一ー」•一 —--j_ __ --・-------↓----—~-----9 ------ --r---—▲』--—↓ •----―--L-------------•←•一ー」き＿ず------• ----~— 
1 235! F6!-49750.20| 56725.20面母岩 ：30.3'14.l ll.9: 6800：火山礫凝灰岩 目的剥片1枚剥

8-と-21-7→---fず―-hi57.-05声―7-2瓦―o0―'騨― 「20．耳．了6.9→3750・甲図直凝―灰胄贔—片剥離で
——· _ i ----•一→――·―- ----j___ -----・―-- ---・―→ ----]---—• ---,-i--—---」岩―- •一―---- -i差ず＿·—------・--
9 2 E4i-49791.90! 56646.60憎母岩 l9.6」5.36.2, 2400火山礫凝灰岩 i目的剥片剥離で

きず• • ----• ・雪→一ー・・ー・―●・ー”;・・●”口＿・●ー▲．-．・一―――ー・-一一一一．一・・ ・―．・ •一▼― ー~—-―··一・―·●一・ー~一-・上-•・ーー.← ·雪…一·一·—·一ー”—-,―·．——+.—-.●ー→”＿・・ー＿▼ー_--ー一・-一 -----一-一·—―_
10 18、F6:-49748.00, 56719.2が母岩 29.4,21.0 7.7 5000：角礫凝灰岩 ：目的剥片1枚以

：上剥離、周片に
剥片、裂片など
が出土~—•- ~ •…·—·· -・→ -•一ー••一―---+------―------+--------—• •—• •一•一一▲ーー→ ー・・―----土----・-i -----・r ~—..—------—·----—•--· • -・▼ -―--•一·-―-~• --~· -----・―-

ll, 128: E4,-49793.50 56656.10母岩 i3l.319.0,10.l : 8600石英安山岩 「半戴された母岩
｀目的剥片l枚

'-----·:.::—•---- ---t --------i --------•一ー上＿—-一・--~←·-~ •-; --[_ -·---—仁．—-一·- -—-----・ -·；以上剥雌＿―――•--
12, 139[ F7,-49764.50| 5673l.15扇母岩 23.813.2 ll.6i 3990石英粗面岩 ，ハンマーの可能

-;— ----l•—·------`——•- --------~·-i --•--- -・ ---- ←一——+---—• ・----l_--i---」←------•—L性＿世有全-—-- ・雪
13, 4l' F5!-49750.301 56696.7が母岩 ，19.0,21.2 10.5, 6050決山礫凝灰岩 ：目的剥片剥離で

きず
i4← iiiャー--f6]-49柑6―:5ず56―706.l-0―母岩― l.23．ー「l-5.ぷli.-6―:5函］租粒砂岩·-•(―手取再的剥片ー1枚剥

, {G赤岩t.) i離
．~ロ・· —ー·、--ー―＋―~一·―··＿ -・．·—←——~·―＋一一··ー-…ー—ー~一_j_~·ー·一一•”―．•一一,c·-十-ー -．―．-ー→→·ュー·--c·↓—·•· 一一＿＿・・ ▼一-一—―—ー—一ー―←-一 ―ー＿ ·~．一 -ー一-·—-ー――――
1F 195/ f7i-49760.25! 56734. 75母岩 118.5114.7i 5.9: 2250[粗粒凝灰岩 ！目的剥片剥離で

i i i ’ ！きず、ハンマー

--—•. ---」-----—• ---•---•一ー・ニ．ー•―-------- +•一•-------しー一▲―← ---t—• -・c-Lc-c --, 」-—-··--- ----iの可能一性斐あ全
16, 193I E6!-49772.90l 56714.60母岩 i23.5i24.7,13.5!19050火山礫凝灰岩ゴ百的剥片剥離で

----――← --•一·--1--―~ ·~ --+・----・雪-------+---~ ・-•一·-----・ ----•--t ·—---―ーヤー・-・―←_ ·--•一—·—+------J差f-----雪口
l7; 3i c区i , 7母岩 ！24.0i 9.5, 8.2! 4450：角閃石安山岩 i目的剥片1枚剥

頂 l81ナ―-F5→-49函．66↓-5668厄551母岩――•—←•2□Z2.6--9.6moo]複輝石角面石妥1月面剥片一剥離で
i ！山岩 きず

—• -19―了――•-lo-5「．一—-西に4-97-55.--6炉函蒻．ー一邸面岩――·-・1位―・訂頁直―が―-59o0委山岩―----ーナ亘的剥―片剥離で
--~· •--i・-------i _----t------←------•----- ----------+·--•- -•」--―・→-------• ---ょ・---・―--・_ ·→←——→ーニ登ず--------• ---
20, 100! E6'-49779.15! 56707.9釘母岩 ！22.5'23.4: 9.4i 5350i緑色凝灰岩 戴断された母岩

i i 1、目的剥片の剥
扉の有無は不明← -―・・---←---・ -•—•——•- ---••”--▲----------・-9---—雪• -~ ---・ +•一・一—---・.←一-→―一-".一・ •ー―--ー•:―― —ーマー~ •-~ ～一一-.—―一--+ -—一—→一-一一ー~·←ーーー·ー_―-・ _— 9 一一-・-一＿-ー—— ・ 

21: 64: c区！ i 母岩 ，32.l,25.7'9.oil0700［火山礫凝灰岩 i目的剥片剥離で
- --• -~ -—• -•- --••--・・とー一・----・・・ -l_・ -------·••-—• •- -—---•—---――▼ ・ ・ ~―·．·一-」一_→-●—一-ーー—+―—-一t—_―_＿↓ーー→ー-―-一·”-．．▼—-- ―ーきず
22i 78i F6,-49765.85, 56728.65t母岩 29.9|20.3|12.0, 9350火山礫凝灰岩 恒i的剥片剥雌

ー••---• ・ -・ '··ー・·雪•一・・・・ロ雪-十-~--―し・ -コ-4·―• ---•一··· --.l—ー・—·—--·-·•→·- ----•—• --t--_[← -•一ー·―←-—”―下ー·--- ·ー・」•一·----―•--------・ー＿澄f---―-----·-— 
23→ 10| F5,-49758.35i 56689.30「母岩 i29.0,19.8, 6.9 5150粗粒砂岩（手取i目的剥片剥離で

-;;・・;l ―---・」-•- ---~ ------」--・--―----:-- --t--—雪上一•----l ----i-—----」-G造岩t」----·しきず＿――--------
24, 148! F61-49748.85l 56712. 15母岩 23.4:18.6 : 8.8, 4950珪化凝灰岩 i目的剥片剥離で

iきず·-—~ →---- --」.------_L-・-・--・-・---←------—- -・ --•---·-----T―-·--•と—-----i-----」------—+—-------------
25 189| F5!-49754.40l 56699.20濯母岩 ：23.312l.5ilo.8, 7400I石英安山岩質凝！目的剥片剥離で

-----上--·---—←ー·------+--------~」 ---------•-ー---↓•-- ---·;----•し..... !---—ー一丞塁――•----·--」きず---~·=·77·.~····-
26 93i F4i-49752.75! 56664.10母岩 ，2l.5i15.2 ! 7.2} 2800輝石安山岩 目的剥片剥離で

9 : : : ! i ! : : lきず、ハンマー
---j_---」---.---------・----t------------七----+―ー ·L•―----―--―上の可能性もある
27, 155: F31-49754.70| 56610.60［母岩 l17.2 17.l ! 5.61 2650i熔結凝灰岩 目的剥片剥離で
i , i ] l , l きず、ハンマー

」の可能性もある・・・・211t ー・·.一ー一·上ー-ロー一一 -r—-ー-―---]ー·••ー.→今一~一一一→一・一―――・·一·―一i:_-一一ロ-＿ ←ヤ~＿-—一-一-―ii·E ―·―→←ー一.~ー←一 ——---_————_,· 28: 7T C区； ：母岩 ；23.5:13.8!ll.1 45001石英粗面岩質凝！目的剥片剥離で

2g[ -28l -L F6三冨 ー」．···-·— -―|母岩ーす・16.8h.6→・7. 2万函一麿羹蜘岩資租］＆ふれた母岩
＇のレ 9 ードは次ページに続きます．
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粟田遺跡出土石製品一覧表 4

ょ
ご
巴
i
i
二
古
-
i
ニ
-
こ
ロ
ニ
ご
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二
＿
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叫
暉
ご

無
片
一
片
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片

28

片

一

片

片

一

片

一

片
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41

一
片
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片
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片
片
一
片
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片
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片
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一
片
一
片
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片
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片
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一

れ
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片

一

片

片

＿

片

片

＿

片

片

冑
一
戸
』
』
と
』
｀
．
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』
圧
戸
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日
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戸
デ
“
』
"
合
言
に
任
戸
雷

町
ニ
ー
1
i
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.
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十
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1
|
丁
ー
下
＇
ー
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1
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町
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一
瞑
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'
ー
生
ー
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凝
ー
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十
＇
可
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|
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i
i
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'

一

質

一

頁

一

岩

＿

岩

一

岩

岩

l

―

一

灰

耳

・

ー

ぽ

）

岩

中

粒

＿

岩

＿

岩

灰

＿

一

岩

一

＿

岩

岩

岩

一

岩

l

岩

岩

―

―

灰

灰

岩

灰

灰

灰

し

岩

碩

．

灰

―

（

粗

山

灰

凝

岩

灰

―

灰

岩

山

灰

灰

＿

岩

灰

石

一

山

一

一

凝

凝

一

灰

一

凝

凝

一

凝

型

山

一

色

一

岩

5-紐
5-口
＿

岩

質

＿

安

凝

色

一

面

凝

一

凝

面

＿

安

）

凝

一

凝

灰

凝

灰

安

岩

＿

礫

礫

凝

礫

＿

礫

礫

飛

安

岩

一

緑

一

砂

赤

赤

砂

岩

石

礫

白

一

粗

＿

礫

岩

礫

粗

＿

石

山

礫

一

礫

凝

礫

、

英

岩

＿

山

山

山

＿

礫

山

一

山

＿

山

濃

英

灰

一

化

＿

粒

．

一

粒

」

山

一

粒

）

＿

山

岩

閃

一

山

化

英

一

山

シ

一

山

英

一

閃

旦

山

山

一

結

山

止＇ー」石啄安

1
]

火

灰

屑

灰

区

」

i

i

十
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叫
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粟田遺跡出土石製品一覧表

…げ屯円｛区！ Y | X ：母岩 l26.2!24.4110.2! 840町角礫凝灰岩 i目的

直し·--36+----F61:i詞60+-56715立国—扇直．計b.5國辱麒知」百贔
- 6i「-23o[ F7 直̀ +56740i置国直4-l--9.8士醐知礫凝灰岩―麟

きず
--62]――l-54+—---F7十．—-49面可言国:-0叫-霞--126：贔．言i雨ず天誼辺灰岩--t詞
--63＋詞譴-- -]---—詞可訂□勺5[6050：蒻遜―—蒻
---町--4-t--F□974ふ3o宝翫叩3岩詞．5□．i卜，7「-goooi暉直岬岩―i麟
--― 65上―—ーロf訂―：年9． 5計函82.0-0十面岩―一ー厨詞．2「面8-i--26501暉岩口戻町瓢
--__J___.---」-----」-----L---- -」- ---___;__----•L___•-----—+—---- -•- ----—↓ぎ[-
66 i 144 [ F5 f-49745. 60 I 56694. 55母岩 ，34.8 (26.2(10.8112100 i角礫凝灰岩 l目的

--6叶— 1-4計·---Fi厨．1o十56醐9り一麟—国．8＿t-I1ぶ―5ぷ直酬朽安山岩一—-一ー召
蒻l------84十ー恥可直―[5函直海岩――—→⑭｀：古6．--1+,：訂―-455訊尿岩-----―寸詞剥片剥離で

Iきず
―- i --------+-—•一•一—-------·—+---――---·—----t-• • --—+ ------•—---T __-------――--- -------
69! 389l F7!-49754.90| 56739.60面岩 ，19.lil2.1 1 9.2l 3100l火山礫凝灰岩□載断された母岩

！、目的剥片の剥
i離の有無は不明―—-ー- ----t• --•--—--+-------t----•--—-----•-十---------—•·--•—+---••+- ----し----•- ------・- ---

70: 205: C区 l 母岩 !13.4/17.1/10.3! 3150石英安山岩質凝戴断された母岩

， ； ： ： ： ： ！ ！灰岩 i、目的剥片の剥

--------—+----·→--••一•--------→-------------L-c.-·:-1-----i-—·―上．—―---•-[---―----· -i離旦有無は不明＿i
7L 430I F2i-49756.65{ 56581.85i母岩 ！19.4!15.1 ! 8.21 3850l緑色凝灰岩 打紋断された母岩 I

: I i I !、目的剥片の剥

ーし＿――--―---------------+--+ ---- ―--+-―------------+ ! 56722.40海岩 '15.0,12.61 6.5t1400I石英粗面岩質火！
］ ！ i山礫凝灰岩 I 

1 i i i 1 

」·---------ヒ---—ーし三--J_- -J_----+—----- -; 
I 56735. 15 i母岩 ！22.3/19.7/ 9.11 5350珪化安山岩質凝！

+---- -L - 上---」----—←土_____j灰岩-------j
/ 56727.05母岩 125. 0 :29. 6 i 10. 9 ! 10350石英安山岩 ！ 

+—-5672575上日岩 ―+31-4-tiぷ6「io;0祁ーロ灰角礫岩― -1 
」-----」----―-――---+__-••----+----+---·-—ー·←- ---
i 56732.95l母岩 [26.2 28.8 i 5. li 5050緑色凝灰岩 ―」

t—-----—----- -+-•----•---- ----—• ----L-----·←—+—--—一---·- ---+  
! 56696. 50！母岩 ！26. 7 /14.3 [12.2 i 5750 !角閃石安山岩 ！ 

i_--- -- ---------+--—+--•-—• ---+------4 
, 56706.05]母岩 l21.3 20.5 8.2i 4300凝灰岩質細粒砂 I

l I i ! i 岩：
↓-—--―一．．←——-----+----一---+-------•-―←-- ------—+ 

母岩 ！18.8(10.51 5.2(1550/輝石安山岩 i 

］ー・—ー→母岩砕―丁9. 訂h.-2丁0.5直五柑砂岩（直
! i ! i i G.) -- - I 

-----・-•—・＿＿ ＿＿—+-一..,—―---―→一•--•一→•--- I I l --------・ ----・-----4 
母岩砕 14.3:18.6/ 9.8[ 2950!中粒砂岩（手取i

［四豆り醒署ーーロロ□三互［歴］皇叫礫凝医習ーー］
! 56735.80！母岩砕 !18.8/22.4[13.6(4550安山岩 i 

-̀0五80声母岩砕―_2o.9←-9.3」h. 6~―i-560ー上流紋岩質凝灰岩］
i （濃飛型）f ---—一—―-----t—-----i _ _ i---――--------―----t 

/ 56721.85母岩砕 底．1!17.8!10.5!4750！安山岩

L---・―---―-―---1----_1- ----I-------+- ------互6721.25i母岩砕 ！25.0 11.2 1 6．もし錢阿白色凝灰岩 十
-- -—•----•-i---+-------+--- 1 ―・――- -
1 56661.25母岩砕 ，22.1,18.710.3: 3950火山礫凝灰岩―]

！能性もある
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粟田遺跡出土石製品一覧表 6

Y I ぷ．05!母岩屯 I百］り打I?:Pば比I
----—ー一詞詞誼·：直虚す雨計

“□叩叫霊
二直皿h9.3il2.8!10．亡碑1
母岩砕 ， l,＿•-計江寸—豆躙

し；
i l醐

I I l | | 
阜 1|14速i旦----
115.3m.7土6.6：
直直i戸計
!21.―i扇：1―-iす五―i

+-- I -i------
!19.5i 8.9/ 8.8[ 

疇乳叩叩言．―元
-|16．訂―正8!7.-il

］h．一卯．す「6.—叶

囮鳳叫且見3,10. 4 ! 6. 7 
112.1頂戸万i

］詞i0―•甘瓦」

”“ 
扉胴］
ロ：戸す` l

“i:[ 1 5. l「6．可而針

［5：古．甘□
--L. I 

彗皐［ill. 3, 9. 8 i 3. 0 1 
［とい］―□互§i
i 9.61 4. 4l l. 1, 
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粟田遺跡出土石製品一覧表 7
※備考憫の番号は仮番号

区i Y X 分 長さil!icmiさ，g: 石

戴断時の失敗品

山岩--------------,-----------←_ __ -------------•- --•—-----—• ・ ・---------------------•----・-•一-- ----------------`——------—+-—-- ---_ 1 

139 446, F6:-49749.25, 56720.40裂片 7.6 4.8, l.3, 51凝灰質粗粒砂岩 1調整剥片の可能
直性有あり

140 266「―・---F7--------[ _____________-―裂片― -n.1-iLi--r-4．ず――5-89-j租粒緑色凝灰岩目的剥片が剥片
i戴断時の失敗品

i ? 
・ •-- •---•一ー・ヤ・一· ••-._——•—-- ----r---••-• -------•---------••-- -—----• ~ー·----------r • - -• --...~ • - •---•--9 --•一・~· •-r· -••- -••••一L----―- -•一 ・• ~---••一-i-·--- 一~．．．ー· -•一—•----・ --
141' 85. F6 :-49762. 00; 56715. 45裂片 8.2 10.5'1.9: 150粗粒砂岩（中生i

i i代）
l42--52 C区;----- —ャ ＿ ―裂片— + 9.-4io:.6+ -4.4-35-6涯―ィヒ天山礫凝灰―~ -- -----

-.. ---+----・--し-.~----+ ---- ▲-----:  -• ~••一・ 一＿よ．—―• - --; ---;_ ---+ --- --i __.---J_岩―---------L •一—- -----. --
143 220 F7,-49747.35, 56730.70裂片 10.1, 4.9l 2.8i l16i流紋岩岩質粗粒，

砂岩-------• -----• -----―士―---“・．-、ー.-・-・・●．―一ト--·ーー-一．——＿—・- ー_――-＿•．—·ー＿—-ーー一一-—-_ -土—-＿・-?-,・-1-一一・+--＿・一一・●一一一―一__ー一—-●--ー ―一_●ー+ー―・..—-·―-ーー＿~ー＿―＿_--
144 256→ F6、7 裂片 9.7 12.2, 3.2i 3781石英安山岩質凝i

— → ----L・ -- ;----―---l------ -9 ---------—と·-— ら——―↓ --- —―ー［灰岩＿―-—―------」---—---------··-----
-l_45」ー •-228--l-― --[7t-49141_•50』-5_6-73L_65滋裂片ー 9.-9」]._4_:-2_.11-l_36月巷遠匿岩＿·一—__j____-―------
146, 333、 A7 -49897.50: 56739.3ず裂片 l0.4 ll.1, 4. i 593凝灰岩 i目的剥片か剥片
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粟田遺跡出土石製品一覧表 8

1 301 | A4 !-499:3 55 1 566: 
ロ＿―-計―/麟-□
I. -5it―—ー一□阿50ぽ豆

t― 373 -65t---―__l___ ［ーニ王—-- I --
+]-]--]--
［土一ー百:-4974」--5672
トー函lF□ -[-
十言—-F6`町-冨5671:
[—-醐- F6t---―トー
□叶—可面屁．．―町旬l{
「詞8-「国□9767:25|--567切
t―l6」-F6・十如49.-8□6冗
［叫]--[□ 1如 92.4]呵
211| F7□9752.4計詞

|-―函t叫-—丁----
一函 F四釘6：応m;
l―五4f五、］＿＿＿口L―
t＿＿一回「-国-―藉逗詞 5蘊

t18口」ー百―-49775.65ー：2；
［詞—r叶—--- --

※備考襴の番号は仮番号

／ ：：：／9:：］：口：
I-47□._-F5]―---]--I I ! i l i品、横長剥片
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粟田遺跡出土石製品一覧表 9

Y I X 

l剥片
l 

--―-―-I -―― 
渕片
I ---―•一—
剥片

—--.:~T百―•
剥片----

-
34.40剥片

3・謬．` 片― ---

i ---—--—---j 
19.25剥片 I 

----4-------
28. 75剥片 i 

I ----—+--—• ___ 4 
25. 10，ハンマーi.—+--------1 
23. 50 i-'ヽンマー 11----------j 
：ハンマー！
I 

--—+-- -----t 
Jヽ ンマニ」--- I 

12.45！ハンマー l

豆I町八ジ三
！ハンマー l

-_ 1 -- 1 
24.751/ヽ ンマーi•—+-- -↑ 

！ハンマー l- ---—•-- •一•-
34. 30ハンマー1
寸-------4

31. 65 iハンマー：—---t-·---•----•-----r 29. 75/Jヽ ンマー I
! ! 1 ! 1 i 1 | l iた母岩の可能性

」 上 l------------L----+------1-----~-~,-~~=.iもある--•- --- ---- - I ---•- --—·-—+--•------ i ---•-------i--------+-------+- I -----―- --―------
2201 385i F7!-49765.30! 5674l.55 lハンマー！19.3!13.4l 9.2l 2700石英粗面岩質凝頃J離できなかっ

， 1 , ！ 灰岩 ：た母岩の可能性

-------[_-----」----—上＿ •—--j__．一――----―------------- --」―--9-----l----- 」 ___--- ＿＿ーもむる＿＿＿＿．ーー・
221: 14 i F4 H9768. 50 ! 56658. 00 !Iヽンマー (14.l!l0.8!10.2!2200i石英安山岩 ！ハンマーの砕け

_-----•L----- -」__」------__」-- -＿＿＿上＿ ＿＿二＿ ＿ー・［＿＿上----」___---← ---―-----—＋いの--——--•--
222 [ 126 i F6 !-49767. 35 (56728. 35！ハンマー，18.1(12.2/9.0/ 2024石英粗面岩質凝 l母岩の可能性も

， ！灰岩 あるが、全面に

！ 1 ! ： ： ］ i !多数の加撃痕を
残す--------—+---____--+-—--—---t------4--•--- __•———----—• --•--r--+--——- -+ -- - -—---•—- ------

2231 104 i E6 -49775.00 i 56715. 20_;__ハンマーi14.2i 9. 9 : 7. 7| 1530 ！角礫凝灰岩 「------—-----;--------——•--—+_---—+-----·- ---•一―--------+----——←—―→•―-—+――-—+--··—--_____- - -•- -••一• -•一•-
224, 59i F6!-49768.80, 56724.95ハンマー，15.o:13.7i 6.9: 1560 1火山礫凝灰岩1剥離できなかっ
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粟田遺跡出土石製品一覧表 10
の番号は仮番号

図番号 I仮番号 1地区 I Y I X 

麟雙凝聾」こ
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粟田遺跡出土石製品一覧表 11
※備考憫の番号は仮番号

y : X 
長19.4叩、胴百

__,;_ -----i--------+----------t- ·--.-—f- --- -+--• ●--」----:_ __-----―ーニ-------__ ---j_屯央下巧縦折れ
266: 327: A4 i-49903.40 i 56645. 25破捐品 8. oi B. 8, 3. I 1 268凝灰岩 326と接合、全

長19.4面、胴部
中央下で縦折れ

---1 • • • -• ・~ ~ ・―---→--•—•一ー·-―----・・ + --• ----—-... ---・-・ --+ ••••• ---+ -- -- -- ・-----f 雪—•---―-・ •_ __. ----------••—+ --•一—-----•--.—--------・ _, 
F21-49744.851 56584.65破損品 17. I, 9. 3 3. 2' 613火山礫凝灰岩 横長剥片、刃部

！と側辺の一部欠
失・ -・ ・← ・・・---•---•一ー雪ー・ ・ -•------●----マ----------------------r • —一．＿．→ _ ＿ ← -一．—-一ー…+--―---4--- ---•ー●ー··-· •--+---------------

-2_68: ---340. __C区： •—- -r----＿＿：破損品 → 7._l] 7.7--2.-l ----9]粗粒凝灰岩＿＿＿」刃郎片 ＿＿＿_-_ 
269' 304 A2 ' 破損品， 8．55.5, 2.0: 97凝灰岩 胴部中央より下

•• ---• ---- -• -----·-—-•―---―---キ------ --9_ _→--—→一―--よ-―--ニ----------•ーーー一月半欠失ー'-_縦折ーれ270 2749 F6十 破損品 10.3 6.2, 2.7 206i火山礫凝灰岩胴部より下半欠
失、横折れ----・ --•--------•----- -• -----——•—-— ---9 - ---•---•+·—-------+----上-----・-- ••—-—•—--—• -・_ __•—+-----・ _ __-・ --

271, 339+ C区 ， 破損品 10.0 8.4 2.4 248細粒凝灰岩 頭部欠失、横折

- 4------•--—-• -------一・上------___ _:__ -・. :..... --~ ---_.l_ ____ L_ _____________」九＿両面加工
272, 167 66 -49739.95i 56712.35破損品 8.4 7.8’l.9 110り火山礫凝灰岩 横長剥片？胴部

より上半欠失、

横折れ
---·~- -- - --_,  _______  ----←  - --- ---- • --- • --- -- - • • - --- -• - - --.  - - - - -、•・- •一-- - - -----------------.---,----.------,-----a------- ・----------

273 89 F6 -49748.10 56713.20濯破損品 ll.7 8.4 3. 1, 347火山礫凝灰岩 頭部欠失、横折
れ・ •-- •—•—·.^ --------—i-—·---------↓-------•- -•- -- ---- ---- - •----- - L ----・. -•一――•--T―-----・・ -------•- ·—+—---------•----------·—•—- ---・--------• ---― 

2741 324 i A4 -49902. 50: 56646. 95，破損品 :IO.I 8.8 3.8 385火山礫凝灰岩 頭部欠失、横折
；れ、刃部欠失、
縦折れ、 325と

--•-- ---・-ニー一---------~------------ ;一―-----・ ---・--←--------・ ------------·——+··--- --—• ------------~―•一，接合＿——- ----•--
275 325 A4l-49903.35, 56647.55破損品 I 8.3,10.0 3.0! 275火山礫凝灰岩 面部下半より上

部欠失、縦折れ

'、 324と接合・―-・ ---←＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _•—· -•_J__疇ー•一·• -. ・--'-----一•一•----・ --—•----------― → •- • -―----―------------•—ー・ —• ・ •• 一ーー・ -•- --—+· --------・ -•一―------・―----ー----- • ---___ _.--
276; 3231 A4 i-49903. 45 i 56647. 40'破捐品 14.5111.6 4.2' 8351火山礫凝灰岩 ！横長剥片、胴部

土半欠失．縦折

—●――‘一—--• ---t -_ __—ー七·------------•• ----------・ ------------------••一--L--•-----』---・-――----• ·――—｛れ＿＿＿•一— ---------
277 342 63， ， 了破損品 ill.8 8.1, 2.2' 255中粒砂岩（手取胴部より上半欠

1 ← ’ し IG赤岩t.) ]失、縦折れ• -•---· ・ー・------• ··——•- ---—-=·-+----••一•-•--・ -•---十-・―-----------1-―------------+ ----... -・ --------←-----••—---t―-------------—-—------;--
278i 348, F2I ' 破損品 ，12.9ll.5 3.6i 607粗粒緑色凝灰岩甘目部より上半欠
--. ----9 -- i --―--・------上----------l -----•-----;- -・―上ーーキー＿＿＿＿ー[------i ---------------―--1失、縦折れ＿＿
279, 336i c区．： ！ 「破損品 ，10.4 6.4 2.4 190！ヒン岩 i面祁より下半欠

失、側辺に新し
い傷、両面に使
用痕—.__ _ _--• ---・ • ------•一→・ -・-------+--・------—+------ ·--• ----・・ •一＿ ＿ーL------·上-• -- -—---—+-·-----―・ ----—+ ---•一—----・-----

280i 307了 A6l-49900.70 56725.05破損品 8.3 8.9, 3.31 274！石英安山岩質火胴部上半欠失．
: l i l ：山礫凝灰岩 異方向（多方向

i)からの折れ・=・--.-— ーー、ー・・ +--------・・------・ -•---- ··十·―• ・ ---—+---•••一--—-••一――←---—--------·-•し· ----・・ -+ --—•-----・--- l --- -
281: 253I F6、7 破損品 6.2 ll.9「3.3 302粗粒砂岩（手取 I頭部欠失、縦折

iG．赤岩t.) れ、自然面少な
！く両面加工に近

・ •ー・,_____. 
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粟田遺跡出土石製品一覧表 12
※備考襴の番号は仮番号
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第七章 古代以後の遺構と遺物

第1節竪穴式建物

A調査区

1号竪穴式建物（図99• 100 • 101) 

遺構 調査区北部の、 A-7区で検出した。床面の標高は、約34.3mである。竪穴は東側の一

部が遺存しているだけで、大部分が金武士川の護岸工事で掘削されている。南北の長さは、 2.9

mを測る。竪穴の主軸は、ほぼ真北に向いている（約N-o・-w)。現存する壁高は約20cmであ

る。竪穴の覆土は暗褐色系粘質土で、不定形な土坑を切っている。カマドを竪穴の北東隅で検 カマド

出している。カマドの崩土から、赤色塗彩した土師器鉢が出土している。

遺物 黒褐色土の包含層から検出した遺物である。 1~4の土師甕のうち、 3が縦方向のハケ

調整を施した非ロクロ整形で、他はロクロ整形である。 5は底部中央に径約4.5cmの穴と、周囲

に径約5mmの穴を二個配した甑。 6• 7の土師碗は、 6が内黒・外面塗彩で7が内外面塗彩で

ある。

2号竪穴式建物（図99• 100 • 101) 

遺構 調査区北部の、 A-7区で検出した。 B-1号竪穴の東側で、約90cm離れて検出した。

床面の標高は、約34.2mである。竪穴は南北約3.6m、東西約4.llmを測り、東西にやや長い方

形を呈している。床面積は、約13.3面を測る。現存する壁高は、約20cmである。竪穴の主軸は、

東に約 8゚ 振っている (N-8°-E)。カマドは検出できなかった。しかし、竪穴の西南隅に黄

褐色粘土が見られ、土器も比較的集中していたので、西南隈にカマドがあった可能性がある。

竪穴の北側壁上で、二個の柱穴を検出している。南側壁で柱穴を未検出のため確定できないが、

竪穴の壁柱になる可能性がある。竪穴の覆土は灰褐色系粘質土で、掘り上がった床面の起伏が

激しいことから貼床を想定して念査したが確認できなかった。

遺物 第 図1• 2は、この竪穴のカマドから検出した資料である。 1の禍は、外面上半をロ

クロハケ調整し、下半を斜ハケ調整している。内面はロクロハケ調整である。 2は、内外面を

塗彩した土師鉢である。

3号竪穴式建物（図99・100• 103) 

遺構 調査区北部の、 A-7区東側で検出した。西側のB-2号竪穴とは70crn離れている。床

面の標高は、約34.2mである。竪穴は西側の一部が遺存しているだけで、大部分が未調査区域

に延ぴている。南北の長さは、 3.9mを測る。竪穴の主軸は、はぽ真北に向いている（約N-0°

-W)。現存する壁高は約30crnである。竪穴の覆土は、暗灰褐色系粘質土である。カマドは未検

出である。

4号竪穴式建物（図100)

遺構 調査区北部の、 A-7区東側で検出した。 B-1~3号竪穴の北側に位置し、竪穴の西
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-w E
 
L =34.6m 

｀―-・
2 ー ＾ ごごと

1号竪穴東西土層

-s 

灰褐色粘質土

褐色粘質土（地山土混入）

暗灰褐色粘質土

暗褐色粘質土（地山土混入）

N - L =34.6m 

1号竪穴南北土層

-N  s- L =34. 7m 

2号竪穴南北土層

暗茶褐色粘質土

暗茶褐色粘質土（地山土混入）

暗灰褐色粘質土

賞灰色粘質土

5
6
7
8
 

灰褐色帖質土

貫灰色帖質土

暗灰色粘質土（カマド）

赤茶褐色粘質土（カマド）

9 茶褐色粘質土（カマド）
10 暗茶褐色粘質土
11 暗貫灰褐色粘質土

-N  S-L=34.8m 

耕作土

黄褐色粘土（床土）

暗賀褐色粘質土

黄褐色粘土（床土）

-N  

暗黄褐色粘質土

暗黄灰色粘質土

暗褐色粘質土

黒灰色粘質土

9 暗灰色粘質土（地山士含む）
10 暗灰褐色粘質土
11 黄灰色粘質土

12 暗灰色粘質土
13 灰褐色粘質土

3号竪穴南北土層

S - L =34.8m 

―-----

4号竪穴南北土層

。
3m 

第100図 B区竪穴の土層実測図
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側がわずかに調査区に入り、大部分は調査区外に延ぴている。床面の標高は、約34mである。

南北の長さは、約3mを測る。竪穴の主軸は、ほぼ真北に向いている（約N-o・-w)。現存す

る壁高は約35cmである。竪穴の覆土は、暗灰褐色系粘質土である。 カマドは未検出である。

5号竪穴式建物（図100• 102) 

遺構 調査区南部の、 A-4区西側で検出した。竪穴の東側がわずかに調査区に入り、大部分

は調査区外に延ぴている。床面の標高は、約34.9mである。遺構の残り具合は大変悪く、全体

の形状をつかめないが、南北の長さは、約1.8m以上を測る。竪穴の主軸は、ほぽ真北に向いて

いる（約N-0°-W)。現存する壁高は約10cmである。竪穴の覆土は、暗褐色系粘質土である。

竪穴の南東隅から、 カマドと思われる焼土を検出している。

遺物 第 図3の土師小甕は、 この竪穴のカマド跡と思われる粘土塊の中から検出した。内外

面をナデ調整し、底部付近は削っている。

B-4号竪穴 B-5号竪穴
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c区調査区

1号竪穴式建物（図105• 118) 

遺構 調査区南部の、区で検出した。床面の標高は、約34.gmである。竪穴は、南北3.65m• 

東西3.25mの南北にやや長い方形を呈し、床面積は約11.8m'を測る。竪穴長軸は真北から西に

振っており、約N-6°-Wを測る。現存する壁高は約15cmである。竪穴の覆土は黄褐色砂質土

で、黒褐色系の土を伴う畝溝が埋没後に掘り込まれ、竪穴の形状が東側ではつかみにくくなっ

ている。床面の小穴は、竪穴以前の木根などの痕跡の可能性が強く、竪穴にともなう建物柱穴

は確認できなかった。竪穴中央部で検出した人頭大の石は、覆土を掘り込んだ地山ブロックを

多く含んだ淡茶褐色土に含まれており、竪穴埋没後に入り込んだものと思われる。床面の東南

隅で径約90cmの範囲に焼土を含んだ粘土が堆積しており、土師器の長甕などを検出した。カマ

ドが崩壊した跡と思われる。また、西壁際の床面から刀子 l点を検出した。 刀子

遺物 大多数の土器は覆土から検出しているが、 3• 4の土師長胴甕はカマドの崩土から検出

した。実測できた資料は土師長胴甕3点、上師小甕 l点、須恵器甕2点、須恵器壺口縁 1点、

須恵器坪蓋 1点、須恵器容器 1点で、全体の遺物出土量は少ない。土師長胴甕は、体部上半を

ロクロハケ調整し、体部中央から下を縦方向のヘラ削りで調整している 1• 3。内面は、縦方

向のハケ調整を施している。底部は丸底である 2。須恵器甕は、外面は平行叩きで内面は同心

円叩きである 6• 7。土師小甕は口縁端部が若干立上がり、外面器壁が剥落して体部調整の観

察ができないが、内面は横ナデ調整をしている。

第108図に掲載した刀子は柄の長さ約6cmが遺存し、木質が良く残っている。また、鉄滓が 鉄滓

2点出土している。

2号竪穴式建物（図106• 119) 

遺構 調査区南部の、区で検出した。床面の標高は、約34.9mである。竪穴は、南北5.4m•東

西3.4mの南北に長い方形を呈する。畝溝や小穴と重複が激しいため、竪穴南部の輪郭が不整形

になっている。西側の張り出し部には竪穴床面から炭化材が延びており、二個の大きな土坑か

重複している可能性は少ない。竪穴の長辺は、張り出し部の南端を測った。床面積は、約18m'

を測る。竪穴長軸は真北から西に振っており、約N-10°-Wを測る。現存する壁高は約20cmで

ある。竪穴の覆土は灰褐色土で、黒褐色系の土を伴う畝溝が埋没後に投り込まれ、竪穴の形状

が南側ではつかみにくくなっている。床面の小穴は、竪穴以前の木根などの痕跡の可能性が強

い。西側壁上に約90cm間隔で小穴が4個並び、また対面の東側壁上でも 2個の小穴が約90cmの

間隔で並んでいる。いずれも直径30cm前後で、深さは25~40cmを測る。竪穴の外壁に柱が立つ

構造の建物であったと思われる。

竪穴の北東部隅で完形の平瓶を二点検出し、また、床面南東部ではかたまって出土した三個 焼失竪穴

の石の下から平瓶一個体を破砕された状態で検出した。床面全体が薄く焼けており、炭化材を

所々検出したので、この竪穴は焼失によって廃棄されたものと思われる。また、床面から検出

した石が平瓶を破砕している事は、焼失時に消火のために建物に石が投込まれた事を示唆して

いる。竪穴南東隅に焼土を含む粘土を検出したが、カマドの崩土の可能性がある。

遺物 3点の平瓶を竪穴床面から検出した他は、ごくわずかの土器を検出したにすぎない。カ

マド崩土から土師長胴甕 1、長頸壺と思われる須恵器壺の体部2が出土している。土師甕 1は、
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＼ニ

c区3号竪穴実測図
二

体部外面を縦ハケ調整の後に横ハケをほどこし、内面は右斜上がりのハケ調整をした非ロクロ

調整である。須恵器壺2は球形の体部を持ち、肩部に沈線を持つ。

3点の平瓶は、形状がそれぞれ異なっている。平瓶5はラッパ状に開く頸部を持ち、体部が

偏平になって肩の稜が強く外に出て、頸部がやや体部中央に寄ってつけられている。底部周辺

はヘラ削りを施し、底面もヘラ切り後に削っている。器表には径1cm前後の剥落が多く、ほと

んど傷の無い他の二点の平瓶とは対象的である。この平瓶は、第104図の竪穴平面図に示すよう

に、竪穴に投棄された大きな石の下になって検出しており、そのためにこの個体だけが破砕さ

れた状態で出土している。器表の多数の剥落痕は、破砕時の衝撃とで生じた可能性もあるが、

遺構の項でも述べたように火災にあった際に熱で生じた可能性もある。

平瓶の 6と7は、竪穴の西北隅の床面から揃って出土している。平瓶6は天井部に丸みを持

ち、外方に斜に延ぴる頸部を持つ。底部周辺には粗い目を持った布の圧痕が認められる。底部

調整にあたって、布で底部を包んだものと思われる。布目はさらにヘラで部分的に削られてお

り、仕上げにヘラ削りを行ったようである。平瓶7は、やや膨らんだ天井部から直立してラッ

パ状にひろがる頸部をもち、頸部の中位には沈線が一条走る。体部の肩の稜は鋭く屈曲し、薄

い沈線が稜に平行して走っている。底部周辺は、ヘラ削りを行っている。
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3号竪穴式建物（図107• 120) 

遺構 調査区西部の、区で検出した。床面の標高は、約35.12mである。竪穴は、南北l.95m•

東西2.5mの東西に長い方形を呈し、床面積は約3.6m'を測る。真北からの竪穴軸は西に振って

おり、約N-20"-Wを測る。現存する壁高は約20cmである。竪穴にともなう建物柱穴は確認で

きなかった。

遺物 第 図1~ 3が、 3号竪穴式建物から検出した土器である。いずれも、覆土からの検出

である。 1はロクロ甕で、外面はナデ、内面はハケ調整を行っている。 2は中甕の底部で、底

部付近を削り、底面には回転糸切り痕を残している。 3は、口縁端部が外反する須恵器の杯。

4号竪穴式建物（図109• 120) 

遺構調査区南部の、区で検出した。床面の標高は、約34.8mである。竪穴は、南北3.15m• 

東西3.15mの正方形を呈し、床面積は約9m'を測る。真北からの竪穴軸は西に若干振っており、

約N-2'-Wを測る。現存する壁高は約20cmである。竪穴の覆土は暗褐色粘質土で、覆土を切

る溝や小穴は黒褐色粘質土を覆土にしている。カマドの周辺から、土器が比較的多量に出土し

ている。竪穴にともなう建物柱穴は確認できなかった。

遺物 第 図の4~13が、出土した土品である。いずれも覆土からの出土である。 4はロクロ

整形の小甕で、底部はヘラ起こしをしている。体部はロクロハケ調整を全面に施し、底部付近

を手持ちで削っている。内面も、ロクロハケ調整を全面に施している。 5は長胴甕の底部であ

る。 6~ 8は、須恵器甕の体部片で、外面は平行叩き・内面を同心円叩きで調整している。 9

は肩の張った肩衝壺である。 鉄滓

第108図は、この竪穴のカマドそでから検出した鉄滓である。底面の一部に炉壁が残り、フィ

ゴロは図の右側にあった。いわゆる椀形滓である。

5号竪穴式建物（図110• 121) 

遺構 調査区南部の、区で検出した。床面の標高は、約34.8mである。竪穴は、南北2.25m• 

東西2.3mの略正方形を呈し、床面積は約4.5m'を測る。竪穴主軸は、ほぼ真北に向いている。

現存する壁高は約10cmである。竪穴の覆土は茶褐色土で、覆土を切る溝や小穴は黒茶褐色土を

覆土にしている。竪穴にともなう建物柱穴は確認できなかった。

遺物 第 図l~ 3が、この竪穴から検出した土器で、いずれもカマドから出土している。 1

の土師小甕は、外面をロクロハケ調整の後下半を手持ち削りし、内面は全体にロクロハケ調整

を施している。底面は、削っている。 2と3は、ロクロ調整の渦である。

6号竪穴式建物（図111・121)

遺構 調査区南部の、区で検出した。床面の標高は、約34.6mである。竪穴は東側を溝で切ら

れているが、南北1.9m•東西約 2mの略正方形を呈し、床面積は約3.4面を測る。真北からの

竪穴軸は西に振っており、約N-16°-Wを測る。現存する壁高は約10cmである。竪穴の覆土は

茶褐色土で、覆土を切る溝や小穴は黒茶褐色を覆土にしている。竪穴にともなう建物柱穴は確

認できなかった。床面で検出した小穴は竪穴築造以前のもので、暗茶褐色土を覆土としている。

遺物 第 図4の土師長胴甕が、この竪穴から出土した資料である。体部外面はロクロハケの
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第110図 C区5号竪穴実測図

上を平行叩きし、内面はロクロハケの上を同心円叩きしている。

8号竪穴式建物（図112• 122) 

遺構 調査区中央部西側の、区で検出した。南北2.4m•東西4.5mで、床面の標高は約34.5m

である。東西に長い不整形な長方形を呈し、竪穴式建物という確証を得ることができなかった。

南西隅にカマドになるかと思われる茶褐色粘土を検出しているが、確証を得ていない。覆土は

灰黄褐色土をベースとし、土器を多く包含していた。

-162-



キ A

L
1
1
3
5
.
8
m
 

黒茶褐色土 ＿A 
灰褐色質土

茶褐色士

4 黄茶褐色土
5 暗茶褐色土
6 黄灰色土
7 暗茶褐色土
8 暗灰褐色土（地山混じり）

B- L =35.Sm 

。
3m 

第111図 C区6号竪穴実測図

遺物 第120図8の須恵器坪蓋が床面で出土した他は、覆土からの検出である。 2の長胴甕は、

外面のロクロハケの上を縦方向に削り、内面はロクロハケの上を斜ハケ調整している。 3~ 5 

は土師小甕で、いずれもロクロ整形である。 6はロクロ整形の禍。須恵器の坪蓋は端部断面が

三角形を呈し、 8にはやや偏平な鉦がついている。

10号竪穴式建物（図112• 123) 

遺構 8号竪穴の東側に位置し、南北に長い不整形な長方形を呈する。長辺3m・短辺2.5mで、

床面の標高は約34.4mを測る。覆土は灰褐色系の粘質土で、士器を比較的多く包含している。

遺物 この遺構からは、比較的まとまって上器が出土している。 1~ 4は中型甕で、いずれも
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ロクロ整形。 3の底面には回転糸切り痕が残っている。 5 • 6は長胴甕で、 6の底部周辺は手

持ちで削っている。 7は、ロクロ整形の禍。 8は、内外面を赤色に塗彩した土師盤。 9の須恵

器有台坪は、径の小さな高台や直立する器壁など、比較的新しい様相を持っている。

11号竪穴式建物（図113• 124) 

遺構 調査区南部の、区で検出した。床面の標高は、約34.4mである。竪穴は南北5.15m・東

西約4.3mの長方形を呈し、床面積は約20.7面を測る。真北からの竪穴軸は西に振っており、約

N-17°-Wを測る。現存する壁高は約15cmである。竪穴の覆土は茶褐色土で、覆上を切る溝や

小穴は黒茶褐色土を覆土にしている。竪穴にともなう建物柱穴は確認できなかった。床面で検

出した柱穴は、竪穴廃棄後に建造された掘立柱建物に伴うもので、内部には根がためのために

10cm前後の小礫が詰込まれていた。竪穴の南東隅にカマドがあり、崩壊したカマド粘土の周囲

に須恵器の甕の破片が散乱していた。また、竪穴の床面は南東隅のカマド周辺を除いて非常に

固くたたきしめられていた。

遺物 1はカマドと東壁の間で出土した土師中甕。底面はヘラ起こしで、体部の内外面はロク

ロハケで調整している。 3~ 9の須恵器杯蓋は、器高が低い偏平な形状を呈している。 12~14

は、カマドの北側の床面に散乱していた須恵器甕である。図示したのは検出した土器の一部で、

完形には復元できなかったが、大甕がカマド付近に据えてあったものと思われる。

12号竪穴式建物（図114• 125) 

遺構 調査区南部の、区で検出した。 12号竪穴は、不整形な竪穴状の遺構を掘り込んで作られ

ている。この不整形な遺構の長軸は北西ないし北に主軸を持つ竪穴式建物とは異なって、東北

東（約N-25°-E）に振っている。覆土は、暗褐色粘質土である。この遺構の壁高は約10cmで、

長軸は3.5m前後の長さを測る。この遺構の床面の標高は、約34.55mである。

12号竪穴は、床面で約34.48mの標高を測る。 12号竪穴は南北2.85m・東西約2.8mの略正方

形を呈し、床面積は約6.7面を測る。真北からの竪穴軸は西に振っており、約N-23°-Wを測る。

現存する壁高は遺構検出面から約20cmである。竪穴の覆上は褐色粘質土で、覆土を切る溝や小

穴は黒灰色粘質土を覆土にしている。竪穴にともなう建物柱穴は確認できなかった。

遺物 第123図の 1~ 6が、この竪穴から出土した土器である。 1~ 3は同一個体と思われるか、

内外面を黒色処理した土師器鉄鉢である。 5 • 6は、器高約 3cmで口径約13.5cm前後の法量を 両黒土師

持つ無台坪である。

13号竪穴式建物（図115• 125) 

遺構 調査区北部の、区で検出した。 13号竪穴の覆土は、茶灰色系土である。 13号竪穴は、床

面で約34.5mの標高を測る。南北5.5m• 東西約 5mの略正方形を呈し、床面積は約26面を測る。

真北からの竪穴軸は西に振っており、約N-20°-Wを測る。現在する壁高は遺構検出面から約

10cmである。竪穴の覆土は褐色粘質土で、覆土を切る溝や小穴は黒灰色粘質土を覆土にしてい

る。竪穴にともなう建物柱穴は確認できなかった。カマドを竪穴の東南隅で検出している。幅

135cm・奥行き90cmで、焚口の幅が35cmを測る。焚口では厚さ 5cmの焼土が堆積し、その下から 石敷カマド

長さ30~20cm・厚さ10cm前後の偏平な石を12個使用して炉床を構築していた。 7個の偏平な石

165-



／
ー
ー
ー
し
'
—
\

l
H日
ー
｛
I
□日
W
＼
い
ー
ビ

3

¥

|

ーー
A
rー
ー
l
ぃ
ー
ー
人
ハ
い
卜
画

ャB

ヽ＾`
 0
0
 
つ

D
 

I

`

 

0

0

』り
゜

／

。

◎
 

゜

◎。

A
 

B L =34.8m 

1 試掘坑
2 黒褐色土
3 暗茶褐色土
4 黄茶褐色土（地山土が混入）
5 暗茶褐色土
6 黄茶褐色土

7 淡茶褐色土
8 淡灰褐色土（地山混じり）

。
3m 

第113図 C区11号竪穴実測図
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の上面を揃えて炉床とし、西側に大きめの石を 2個、東側に 3個の石を 5cm高くして置いて袖

としていた。袖石は、カマドの粘土袖の下になっている。カマド粘土の崩土から土器を多数検

出している。

カマド構築の手順は以下の通りである。

l カマド設置場所を竪穴床面から更に約10cm掘り込む。

2 長さ30~20cm・厚さ10cm前後の偏平な石を12個使用して炉床を構築していた。 7個の偏平

：
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第114図 C区12号竪穴実測図
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第115図 C区13号竪穴実測図
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暗茶褐色帖土

暗褐色土

焼土

4 茶褐色土

5 貫茶褐色土
6 褐色土

な石の上面を揃えて炉床とし、西側に大き

めの石を 2個、東側に 3個の石を 5cm高く

して置いて袖としていた。

3 袖石の上に粘土でカマドを構築する。

遺物 第図 7~16の土器が、この竪穴から出

土した。 8• 9 • 12 • 16が、カマド崩土から出

土している。土師甕はいずれもロクロ甕である。

11は内外面を赤彩した土師碗。杯蓋は偏平な鉦

をもち12、天井からなだらかな傾斜で口縁端部

にいたる。坪14~16は、器壁の外傾度が70度前

後と大きい。

゜
1 n1 1.5m 

第116図 C区13号竪穴カマド実測図

14号竪穴式建物（図117• 126) 

遺構 調査区東部の、区で検出した。床面の標

高は、約33.95mである。竪穴は南北2.6m・東西約2.9mの略方形を呈し、床面積は約6.8m’を

測る。竪穴の主軸は、ほぼ真北に向いている（約N-o・-w)。現存する壁高は約10cmである。

竪穴の覆土は暗褐色粘質土で、覆土を切る溝や小穴は黒茶褐色土を覆土にしている。床面の四

隅に竪穴にともなうと思われる深さ40cm前後の柱穴を検出した。床面から土器片を若干検出し

ている。カマドは検出しなかった。

遺物 第126図1~ 7がこの竪穴から出土した土器で、 8~10は竪穴の周囲で検出した土器であ

る。 1 • 2は口縁端部を三角形に引出し、体部外面下半は削りの上を平行叩きで整形した禍。

3 • 8は土師中甕の底部で、回転糸切りの痕跡が明瞭に残っている。底部周辺には、削りは認

められない。 4は外面赤彩・内面黒色の土師碗、 5は内面黒色の土師碗である。
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第2節掘立柱式建物

1号掘立柱式建物 (E5区） （図127)

主軸をN-9°-Wに持つ三X二間の建物。建物の西半分は、 1990年度に野々市町が実施した

調査で確認している。柱の掘り形は南北に長い方形で、東西が約70cm・南北約80cmで深さは約

40cmである。梁間は540cmで、柱間が270cm。桁行は630cmで、柱間は210cm。柱で囲まれた部分

の面積は34.02面で、桁行と梁間の指数は85である。11号竪穴の覆土に柱穴が掘り込まれており、

竪穴より後出であることがわかる。竪穴床面で検出した二個の柱穴には、根がためと思われる

小石が多数入っていた。

2号掘立柱式建物 (E4区） （図127)

主軸をN-14°-Wに持つ建物。北梁間二間・南梁間ー間で、桁行四間の建物。建物の西半分

は、 1990年度に野々市町ぎ実施した調査で確認している。柱の掘り形は東西が約80cm・南北約

80cmの方形で、深さは約40~50cmである。梁間は540cmで、北梁間の柱間が180cm・南梁間の柱
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間は270cm。桁行は800cmで、柱間は200cm。柱で囲まれた部分の面積は43.2面で、桁行と梁間の

指数は67である。 3号掘立柱式建物と重複し、 68溝に南辺の柱穴が切られている。

3号掘立柱式建物 (E4区） （図128)

主軸を、真北に近いN-2'-Wに持つ二X四間の建物。柱の掘り形は南北に長い方形で、東

西が約60cm・南北約80cm、深さは約40~60cmである。梁間は480cmで、梁間の柱間は240cm。桁

行は720cmで、柱間は180cm。柱で囲まれた部分の面積は34.56m'で、桁行と梁間の指数は66であ

る。 2号掘立柱式建物と重複し、 68溝に南方の柱穴が切られている。

4号掘立柱式建物 (E4区） （図128)

主軸を、真北に近いN-3'-Eに持つ二X三間の建物。柱の掘り形は80X80cm前後の方形で、

深さは約50cmである。梁間は600cmで、梁間の柱間は300cm。桁行は600cmで、柱間は200cm。柱

で囲まれた部分の面積は36面である。桁行と梁間の指数が、 100の正方形の建物である。 8号竪

穴に重複し、 68溝に北辺の柱穴が切られている。

5号掘立柱式建物 (E5区） （図129)

主軸を、 N-2l°-Wに持つ二X三間の建物。柱の掘り形はlOOX100cm前後の方形で、深さは

約40cmである。梁間は600cmで、梁間の柱間は300cm。桁行は750cmで、柱間は250cm。柱で囲ま

れた部分の面積は45面である。桁行と梁間の指数が、 80の長方形の建物である。 13号竪穴の南

辺に建物の南梁を揃えて建てており、西側柱列は13号竪穴を切って掘り込まれている。

6号掘立柱式建物 (E4 • 5区） （図129)

主軸を、 N-21°-Wに持つ二X三間の総柱建物。柱の掘り形は80X80cm前後の方形で、深さ

は約60cmである。梁間は600cmで、梁間の柱間は300cm。桁行も600cmで、柱間は300cm。柱で囲 総柱建物

まれた部分の面積は36面である。桁行と梁間の指数が、 100の正方形の建物である。 5号建物と

梁間を揃え、また、桁軸を共通している。両者の建物の間隔は120cmである。

7号掘立柱式建物 (G5区） （図130)

主軸を、真北に近いN-6°-Wに持つ二x三間の総柱建物。柱の掘り形は50X60cm前後の方

形で、深さは約40cmである。梁間は360cmで、梁間の柱間は180cm。桁行も360cmで、柱間は180

cm。柱で囲まれた部分の面積は12.96面である。桁行と梁間の指数が、 100の正方形の建物であ

る。

8号掘立柱式建物 (G5区） （図130)

主軸を、 N-10°-Wに持つ二X四間の建物。柱の掘り形は80X80cm前後の方形で、深さは約

40cmである。梁間は580cmで、梁間の柱間は290cm。桁行は840cmで、柱間は210cm。柱で囲まれ

た部分の面積は48.72m’である。桁行と梁間の指数が、 69の長方形の建物である。
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2号建物

第127図 掘立柱式建物実測図
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3号建物
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第128図 掘立柱式建物実測図
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5号建物

6号建物

第129図掘立柱式建物実測図
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第130図 掘立柱式建物実測図
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第3節道路状遺構と溝状遺構

道路状遺構［75• 69 • 65号溝］ （図132~134)

遺溝 C調査区のF3区からE6区にかけて、北西方向のN-21・-wに平行に伸びる三条の溝

を検出している。路面の敷土などは検出していないが、平行に直線的な溝が走ることから道路

状遺構と判断した。西から 75号溝 •69号溝 •65号溝と番号をつけている。 75号溝は、幅約50cm • 

深さ約25cmで、覆土は黄茶褐色土が入っていた。この溝から検出した土器を第130図に掲載した

が、 8世紀第II-III四半期に比定できる。 69号溝は、幅約70cm・深さ約35cmで、覆土は暗茶褐

色土である。 65号溝は、幅約70cm・深さ約40cmで、 69号溝と65号溝の内側幅は約280cmである。

75号溝の覆土が地山土に近似した黄茶褐色上であることや、溝内から検出した土器が69• 65号

溝から検出した土器に比べて一型式古いことから、当初は75号溝と65溝が対になって、幅約420 道路の改修

cmの路面幅を持っていたが、 8世紀第IV四半期になって75号溝を埋めて69号溝を新たに掘削し

て、路面幅を約280cmの道路に改修したものと思われる。溝の延長は、 65号溝が約107m• 69号

溝が約86m• 65号溝が約75mを各々検出している。

遺物（図130) 1~ 8は、 75号溝で検出した資料。坪 l~ 4の無台坪の内、 1と4は、器壁を

大きく外反する 1と斜にまっすぐ伸びる 4の違いはあるが、器高 3cm前後で高径指数が24前後、

底径指数が72と近似した法量を持っている。 2と3は器高が3cmを越え、やや大型の法量を持

つ杯である。 4は器高4cm・ 口径16.2cmで高径指数22、底径指数86の低平な法量で、直立気味

の器壁を持つ有台杯である。 6は、深い体高を持つ有台坪。 8は偏平な鉦を持つ坪蓋で、天井

部は削っている。 8世紀第II四半期にはこの溝が開口していたことを物語っている。 10は、 65

号溝で検出した杯蓋。口径16.2cm・天井高2.9cmで、天井面を良く削っている。 11• 12は69号溝

から検出した杯である。 11は71゚ と直立気味に立上かる厚めの器壁を持ち、器高3.9cm・口径14

cm・高径指数27・底径指数85を測る。 12は薄い器壁を持ち、 11に比べると器高が深い印象かあ

るが、法量は近似した坪である。底部の器壁の厚みの差が、内部の法量差になっていると思わ

れる。 8世紀第IV四半期に比定できる。

13~15は、周辺のpitで検出した資料である。 16~27は、現地で土塁状遺構としていた溝から

検出した資料である。 19は、体部下半に弱い稜がはいる稜椀風の杯。 20は、端部を器壁からっ

まみあげるように引出した特徴的な口縁を持つ坪。 22• 23は盤。 24~26の有台杯は低平な器高

を持った型で、 26は大型の有台坪。 27は肩衝壺の体部。 8世紀第II四半期に比定できる。

74号溝（図129)

遺構 E4から F4にかけて、東西方向に走る溝。道路状遺構の75• 69 • 65号溝を切り、 E6

区では68号溝に切られている。覆土から第 1図に掲載した須恵器有台坪を検出しているが、 9 道路の廃止

世紀第 1四半期に比定できる資料である。この溝か掘削された段階では、道路状遺構は機能を

失っていたものと思われる。 68号溝は、 74号溝と重複する地点で北に直角に向きを変えており、

68号溝の東西方向の部分は74号溝を利用していた可能性が強い。 74号溝の幅は約80cmで、深さ

は約30cmを測る。溝底の標高は西端が34.5mで東端は34.3mを測り、その差は20cmである。溝

の東端は、調査区の東側を南北に走る鞍部に至ってとぎれており、あたかも鞍部に流れ込むよ

うな状態を示している。鞍部の対岸のG5区では溝の続きを検出していないので、 74号溝は鞍
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部で終了して、排水か区画の機能を持っていたものと思われる。

遺物（図130) 9は、 74号溝で検出した有台坪。器高4cm・ロ径10.8cmで高径指数33、底径指

数75の法量を持つ小型有台坪。 9世紀第 1四半期に比定できる。

A~ン‘

S D74 

C 、・.：忍.・----・ ． 
店`：差

S D74 • 69 

B -

D
 

S D74 • 75 
S D74 • 69 

F4、45、783溝

東西③

ーロニロ宍二天］戸コ。

第131図 74号溝の土層実測図

68号溝（図133)

遺構 E4から F4区の西端で北に直角に曲り、調査区北端のF7まで続いている。溝幅は平

均150cmで、深さは約30cmである。溝底の標高は、東端が34,34mで北に曲る部分の周辺では34.5

m、北端では33.95mで、緩い傾斜を持って北に流れる水路であったことが分る。 74号溝と重複

する周辺では溝幅か広くなり、礫を多量に検出している。また、この周辺では人頭大の礫を二

段以上積んで護岸をしている。この礫群を挟んで、 68号溝から派生するようにして68号溝の東

側 1mのところに67-1号溝が北に走っている。 67-1号溝はF5区の北部で更に東に曲って

鞍部に至っている。溝幅は、約150cmで、溝底の標高は、南端が34.41mで北端が34.3m・東端

は34.13mである。 67-1号溝が東に曲る地点では、さらに68号溝から幅約 1mの溝が東に派生

して67_'.__1号溝に合流している。これらの溝からは、古代・中世・近世の資料を検出している。

遺物（図15• 16) 古代・中世・近世・近代と、雑多な資料を検出している。 1は青磁の小皿。

内面の釉下に沈線が走る。 4はガラス質の白色の胎土の磁器で、外面には蝶文風の染め付け文

が描かれている。 5は唐津の皿で、内外面に透明感のある茶白色の釉がかかり、外面の底部付

近は露胎となって削り調整され、内面底部は器壁たち上がり部分が1.2cmの幅で輪状に露胎と

なっている。 6は、外面底部周辺に幾何学的に蓮弁を染め付けて描いた磁器椀である。 7は赤

色釉で草木を描いた磁器椀。 8は青磁椀の底部。透明感の無い緑灰色の釉がかかり、高台の内

側は露胎になっている。 9は、不透明な灰白色の釉がかかった椀。外面底部周辺は露胎で、削

り出し高台の内側は、エ具がはずんで土を袂った痕跡が残る。 10は、灰オリーブ色の釉がかかっ

た唐津の皿。断面三角形の削り出し高台を持ち、周辺が露胎。内面底部は器壁たち上がり部分

が輪状に露胎となっている。 11は、凹み底の唐津碗。内外面に灰オリープ色の釉がかかり、底

面が露胎。また、内面底部は器壁たち上がり部分が輪状に露胎となっている。 12は、灰茶色の

3m 
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釉がかかった唐津皿。外面底部付近は露胎で、高台は断面箱形。内面には、砂目がある。底部

から、段を持って器壁が立上がる。 13も唐津皿で、内外面には薄い緑が入る灰色の釉がかかっ

ている。外側に踏ん張る削り出し高台から内側は、露胎になっている。内面には、砂目かある。

14は黄灰色の釉がかかる大型の唐津碗。底部付近は露胎で、内面には砂目かある。 15は、透明

感のある灰緑色の釉がかかった唐津の皿。口縁端部を上におりまげて直立し、体部下半には段

がある溝縁の皿である。 16は唐津の甕。内外面に暗茶褐色の鉄釉がかかり、外側に屈曲するロ

縁の上面が露胎になっている。本例のように口縁が外側に引出された甕は、大橋康二によれば

唐津編年第 1期に比定されている。口縁の17は、口縁部が幅2cmの面を持って直立する唐津の

鉢。 18は吉岡編年第V期の珠洲焼甕。 19は、第V期と思われる珠洲の播り鉢。 22は陶胎磁器と

呼ばれる肥前系磁器の碗。灰色の釉がかかり、高台端面が露胎になっている。 23は、透明感の

あるオリープ色の釉かかかった唐津の皿。高台端面が露胎になっている。 24は、不透明な薄縁 唐津

色の釉かかかり、外面底部一帯が露胎で内面に砂目かある。 25は、馬爪型の高台を持ち緑灰色

の釉か厚くかかった青磁碗。竜泉窯系の製品と思われる。 26は珠洲の揺り鉢で、卸し目が混ん

でいることから吉岡編年第 期に比定できる。 27は緑がかったオリーブ色の釉がかった唐津の

皿。 28は瀬戸の平碗で、口径16cmを測る。内面全体と外面上半部に、緑灰色の釉かかかる。 33

は口縁端部が内側に屈曲し、端面に幅1.2cmの面を持った唐津の鉢。口縁付近は内外面に鉄釉か

かかるか、下半は露胎である。

34は67-1号溝の資料で、口径7cmの土師小皿。 35は、珠洲のこね鉢底部。 38は67号溝の資

料で、唐津の揺り鉢の口縁部。

66号溝

E 5区で検出した溝で道路状遺構に併行して走り、走向はN-25°-Wを測る。幅約50cm・深

さ約15cmで、 68号溝の屈曲部付近から始って、延長約35mの長さを測る。

102号溝

E5区の66号溝の東側で検出し、南端では66号溝を切っている。 N-2°-Eとはは真北に走

り、延長約12mを測る。溝幅は約40cm・深さは約25cmで、断面が箱形を呈するしっかりした掘

り込みのある溝。

45号溝

F3の北部から F4にかけて、 N-4 °-Wとほぼ真北に走る溝。幅約60cmで、深さは25~40

cm・ 延長は約36mを測る。溝底の標高は南端が34.42mで、北端が34.26mを測る。断面がV字

状にちかく、鋭く掘り込まれている。

80号溝

F2 北部から F4 中部にかけて、平均N-5°-Wと真北に近い方向に走る溝。幅約40cm• 深

さ約25cmで、ゆる<s字に蛇行して延長50mを測る。南部では 1号竪穴を切っている。溝底の
標高は、南端が34.98mで北端が34.53mを測る。
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26号溝

E2区から F3区にいたる、延長46mの溝。南端では、 17号土坑に切られている。溝底の標

高は、南端が35.12m・北端が34.86mで、溝の延長は45mを測る。

溝の変遷を以下に整理する。

9世紀第 1四半期： 74号溝が東西方向に掘削される。

溝の変遷 古代末期から中世： 74号溝を利用して68号溝の東西部分かつくられ、 67-1号溝につながって

いる。

近世(17世紀？） ：68号溝と67-1号溝の北流部分の屈曲点を礫で埋む、 68号溝を北に新たに北

流させ67-2号溝で東に屈曲させて67-1号溝につないである。

近代(19世紀～1960年代前半） ：67-1 • 67-2号溝を廃棄し、 68号溝を北にまっすぐ延す。
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12 10須恵壼 E2 土坑 l7 ’ 0 5.8: l 'ナデ／底部ナデ ：ヘラ切り：

付近：手欝」 →ナデ

ナデ ナデ

, 3.3. 13 8.5 ; 0.7 55 亙 65ナデ ，ナデ

備考

ll”前援の砂粒

ll"'前後の砂粒i
i1皿前後の砂粒i

'1四前後の砂粒：

12 ll須恵坪 E2' 濃 24;

。
9

.

,

 
9
・
 

12 12須恵坪 E2 溝 25

． 

3.3 

8.1 0.5 

12 13須恵葺 E2 

し――-•12 1l須恵董 E2 

溝・ 27
''  

'
,
 

5
 

ー

P 39 l. 4 

| 12 15土卸甕＿旦＿ P 35 
12 l6須恵坪 E2 P 12 3.l 

12 17須恵台坪 E2 P lll 

•一

12 18須恵坪 F2 溝 12

112 19土帥台椀 F1 P 19 
12 10土師椀 F1 p'8 

12 21土師蝸 F2 P, 12 

13 1須恵豆 E3 P 41 
13 2須恵壺 邸 p 113 

13 3須恵蓋 邸 P 116 

13 l須恵蓋 E3 P 118 

13 5須恵甕 E} P 112 
13 6土師台椀 ，E3 土坑 9 

'0.9' 

0.6 

1. I 
2.4 

l, 2.5 10.6 8 9 , 0.5 38 14, 75'ナデ 1ナデ

1.4 12.4 8.2, , 0.6 28 11 66ナデ ナデ

0 20.6 , . . . o: 0ナデ ：ナデ

3.4 11.3 7.8 , 0.5 60 9 30 69，ナデ ：ナデ

0.3 0.3 8.2 7.4 0.6 ’ナデ ＇ナデ

0 • 8 '0.6 ナデ ナデ

0.9 11.2 1.l ' ナデ ：ナデ~, ; ~ ~ ~ 。 ・ 底部付近：磨き

削り

ロクロハケロクロハケ

→削り

6.7 0.6 : : .:ナデ
10: 0.7 ナデ

0.7 店 1a: o：ナデ

＇ヘラ切り

'→ナデ

ヘラ切り

→ナデ

ヘラ切り＇
’’  
'→ナデ
~ ~ 

＇ヘラ切り＇
''  
'→削り

：内外:1...前後の砂粒

;1曰前後の砂粒＇

買砂粒

~ 

＇擁砂粒

ヘラ切り

→ナデ
l 

ヘラ切り

→ナデ

ヘラ切り
''  
→ナデ

’ナデ

磨き 内

買砂粒

~ 

1皿前後の砂粒

ll匹前後の砂粒

l曰前後の砂粒，
I 

'1...前後の砂粒

l皿前後の砂粒，

算砂粒 - .  _ 
外 9111l砂粒

1皿前後の砂粒

0.6 

l. l 
2.4 13.2 

0.8 

5

6

 

・

・

 

0

0

 二ロ

g
 

3
 

ー2
 

0

8

 
-o 

ナデ 回転糸切 微砂粒

ーナデ ：ナデ ］ ． 籟登粒＿ —-—— --
ナデ ヘラ切り 1疇前援の砂粒：

→削り

33 15 69ナデ ナデ ヘラ切り 1匹前後の砂粒

→削り ： 

平行叩き ：同心円叩き' • '1四前後の砂粒'

ナデ 磨き ，回転糸切，内： ・微砂粒

F..、種が1器種 9”吋遺構号 層位体膏台菖董富暑菖口径底但台径底厚傾度轟指・底指外面調豊 内面調豊i底部調整黒色：赤色 胎土
13 7須恵坪 E3 ● ● 36 • • • : o ・9_z: :o.9: ナデ ，ナデ ヘラ切り '1..前後の砂粒

'→粗ナデ＇

13 8土卸渇 E3 壽 38' : • . 0 : : : ：ロクロハケ．CJクロハケ ， 

13 9土卸 Ill E3 溝 77 • 0, 3 0.6I ＇ ナデ ，ナデ ：回転糸切' i 
13 10須恵台坪 E3 :溝 37 0.5’ 'o.5, '13.12.1 0.8’ | ‘ 'ナデ ナデ ．ヘラ切り，

・→ナデ ＇ 

13 11磁暑嗣 F3 , , 0.8 'o.8 9 9 4.4. o.7: ‘ ' 糟 糟 ：削出轟台＇

13 12須恵台坪 F3 溝 30・ : 3.3; o.s: • 3.8、11.1 8.1 7 0.5 71 29. 72ナデ ナデ ヘラ切りi

→ナデ

0 10.8.. :'0  0ナデナデ 微砂粒

1.7, 13 8| 'o.6, 23, 13 61，ナデ ナデ ＇ヘラ切り ！ 翼砂粒

→削り

0.6 0.6 10, 8.8'o.5 ' 、ナデ iナデ ，ヘラ切り， 算砂粒

'→ナデ ＇ 

0923.4 0: o：ロクロハグロクロハケ： ＇ ， ＇l...前後の砂粒
'→ナデ ， 

0,25.6 0 0平行叩き 同心円叩き ' ,1皿前撞の砂粒
2.812.1: 5.8' : 0.6 37 22: 45'ナデ／底部磨き ：回転糸開内 ；外 微砂粒

． 付近：削り：

3.1・13.Uo.s・ • o.s・ 63 23・ 78・ナデ ＇ナデ ヘラ切り：

．→ナデ ． 

o' ; 10' • 0.5 ; i ，ナデ ＇ナデ ＇ヘラ切り！

；→ナデ

2:16.1;13.2; : 0.1: s21 12: s1:ナデ ；ナデ ヘラ切り l
'→ナデ

o' 7.8 0.4 ． 手削り 慶き 9回転糸切：

2.9 18.6 16 15 0.7 63’13 86ナデ ：ナデ ヘラ切り

・→削り

: o・ : 3.s: • 0.1・ : : ’手削り ，ロクロハケ削り

i : o, 9 , ' , 1 : CJクロハケロクロハケ： i l 
→下半：削，

1 -l-01 ]14.7i : 1.2i : i i手削り i CJクロハケi削り I i 

;’は］ 1 | ぶ9;i:: !:['ナデ： i ： 
i o.7' ; 14;11.8: 0.7， ， ； ，ナデ 戸 Iヘラ切りi i 
| : | , i 1 | 1 ，→ナデ ， ； 
'o.3’ , 9.6! 8.8; o.6; , ’ ナデ iナデ ＇ヘラ切り： i 

4 2 15 6 13 5I10 8| 0 8 72 23 邸lナデ ！ナデ に；：叶 I 

I→ナデ ， 

5.6jl5.6jl2.4!10,5! 0.6i f,li 311 791ナデ iナデ ！：：：りlI 

備考

l...前後の砂粒

l皿前援の砂粒

;l...前援の砂粒：

＇ よ算砂粒
13 13須恵長頸壺 F3

13 14須恵董 F3 

土坑 IO 
]. 7' 

13; 15須恵台坪 F3 

13 16土卸甕 F3 

13 17須恵壼 F3 
13 18土師椀 ，G3 

P.236 

14. 1須恵坪 E4 

141 21須恵，坪 E4 

14 3須恵量 E4 

14: 4土紐椀 E4 

149 5：須恵9台置 E4 

p'55, 

P、176i 

p, 1 69 
』・

p • 1 86 

P 177, 
9 9 

2.8 

3.1; 

？ 

'''  
, 2,' '-,' 
, ; 

＇ 
2.s; o.4 

l...前後の砂粒＇

微砂粒

i籟砂粒 I 

内外貰砂粒 5号掘立柱式建物
；1..前後の砂粒

I14i 6土鮒甕 E4 
14: ［土緬扇 E4 

14: 8，須恵壼 ，E4 
14: 9:j葺甕 'E4 

14'10，土鰤：甕 IE4 
14: 11！須恵＇台坪 ：E4 
1 : : 
I 』

14: 12須恵台粁：E4

14| 131須恵i台坪 ：E4 
， 

14i 14：須恵、台坪 'E4 

l':  : 

悶
''  

直
: P ! 215 : 
9 l ~ 

l p 1 241 i 
土坑'15
’’9  

，膏 43i
: : I 

＇ 
＇溝i 8li 
I : : 

』 9

l ~’ 
，潤 89』
: : : 
:'、

i o. 7 i 
l !.  

~ ~ 

I I 0.3i 
’’ 

＇ 
i 3. 6 1 0. 6 | 
I I I 
i,  9 

| 4. 9 | 0. 7 | 
I 

1日前綾の砂粒＇

：1...前後の砂粒

I ; 
Il・前綾の砂粒i
,lm前後の砂粒 1外面：煤付着
i1皿前援の砂粒り＇一そ 9卜含む
il→前擾の砂粒；

illll砂粒 I 
~ ~ 

il暉前後の砂粒＇
I 

il”前援の砂粒i
, ! 
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]][I［：リ9卜遺：：：］［口］□:1|ロロロ言：
141 21；陶暑い ；＂ ，土坑1181 ] I | 01 | 3 7| 1| , | 1削り→糟 1i111縁糟＋目；；；； 1 

ね12ば：：彎 ：： I土： ： I I | 1 ; 11 3 l 4 6i 07 l o1 。1: : l畳付露： ： ！ 
15| 2im|  IE4 壽1 68| 1 33| 1 3311261 85| | 07: 56! 26, B7iナデ ，ナデ 1ヘラ切り 1 |1一前議の砂粒

→ナデ ； ， 

151 31冑●霧鯵 ]E4 : 壽I681 i i • i o : , i i : i ：ナデ iナデ→卸目 l 貴砂粒

閲:9::l:"i: :1 :i !:; !::i : ! h.:: 3 5: ;;:’各；：付 1: :点::
15'B'磁暑彎 'E5 :溝： 68] • • 0.6' , O.B , , 4 0.3'. : 』 糟 糟 削出裏台＇

151 7'磁暑＂ 区 ’壽 68' 3.5, o.6: i 4.1: 8.2i B.8: 3.2'o.4: 68: 42'82糟 糟 i削出菖台

151 8磁●l輯 F5 l漏isai : io.3' :o.3i : iB.210.s: i I '糟 糟 I削出裏台l

15: 9置曇費 'F5 ，壽 sa: i i 0.1 , 0.11 : :10.ai 1.3'. ' i 糟 肩 削出高台＇

15 10璽●I嗣 'F5 溝瞑 i ! 0.6i i 0.6'. i 3.8i o.s: i 糟 糟 削出裏台

15i 11菫暑嗣 'F5 l壽＇囮 ’ ' o: i 5 • 0.81 i : '輸 糟 削出轟台；

15| 121|lll9●：調 ＇F5 調l68i , ! O.3! : O.3| i l 4.4i o.7! ＇ ：削り／下半肩／目腑 肩」出裏台i i : 

郁：露胎

15[ 13胄曇貫 iF5 l 壽l68i , l o.4| i o.4 ’ '5.2 0.8＇ ， ［削り／下半l糟／目諭 i削出裏台

鄭：霞飴 ＇ 

15i 14'冑曇調 iF4.5 l 壽'sa1 ! 1 o.3: ; o.31 ! i 12j o.8[ ! ! ：削り／下半囀／目腑 ＇削出裏台 l
， ；部：露胎 ； 

15: 15置●貰 'F5 ；壽邸：i i i i Dil2.6i i'i  i o: DI糟 鵞 ＇ 

151 1B胄暑甕 'F5 l 壽l瞑 1 • ' 0 23.5' i I i ; Oi 0：ナデ ：ナデ

憤砂粒

賽洲焼

闊臣1::|: ]:こ i :1 :! l | 2|186 ] l 1°i °1平行9Pき押9Pき 1 l 
15i 19｛冑暑襴飾 'F5 潤，閲 0 ' 9 ナデ ；卸目 ， 
l 1 'I  l I i | I I I l : ] 1,  1 

11一前緩の砂粒療洲焼

'1•前後の砂粒疇洲焼

i •ロ
15i 20j須憲台坪 F5 壽邸 i i 0.3; i 0.3; : 9.51 8i 0.6[ i i iナデ ，ナデ ，．`ン^二切り

，→プデ

15¥ 21須恵台野 jFS ' 漏 68’ ' , 0.3i i o.3 • 10.5' 1’ 'ナデ iナデ

15| 22磁•漬 1陀 壽邸！ l 1 0 5 io 5| 4 5| 1.2 1 糟＋簗付糟

訳コば：： l :i:’ |ぶ：1,心：Il 1閏：：！ 1 ！ : : 

~ ~ 

1ヘラ切りi i 
→ナデ ， 

削出菖台， 1 
~ ~ 

，，温富台1 i 

削出裏台！

~ 

鑽砂粒

ii一前後の砂粒

I 

備考

Fl心l::!:糧 1戸i遺：：｝i層位1i”l]:]董裏i::i口径1崖””?i鍾魔；菖指i底措i:iii●璽；糟内面調蔓 l::::1黒色1赤色l 胎土

旦；；；；鯵 ］： ； ； 1 1 1 ; :;! 1 ;I ;:：下鄭 ；目 1 ：きしの砂粒1:焼

傭考

16 29環憲壼 'P6 i 壽I68i : I 1.sl : 1.s! i 112ぶ 11 i : ナデ lナデ ' i i鑽砂粒

161 30l須息；台汗iP6 '漏 68 1 0Al | 0,4! '9.3, 8.5 l i ' lナデ ザ ，ヘラ切り＇ ：讚砂粒

1 | l l l ] l : 1 | : i : l | l ] l '→ナデ ： ＇ 
漏168l : 'o.51 ] 0.5・ , 9.6 8.1 0.41 67’ 、ナデ 1ナデ ヘラ切り：

I 1 : , , : l ! I I I i | l l→ナデ l 

l :1 : | | 1 ぶ1 1 | | | | 1;; i;; 
， 町67'叡□ 1.9' ! i l.91 7.Il 4i l o.61 56| 26| 56げデ＋ナデ！ナデ ：ナデ

l濃， 67[壽67-11 1 ' i ol 112.41 ! 1.11 : : Iナデ ナデ ＇糸切り＇ ’ 

翼67鰤7・1!2.3] 0-31 ; 2.6、17.2,15.314.5l o.9| 59| 139 68'ナデ iナデ iヘラ切り i讚砂粒

!6l 31須恵i台坪旧｝
I I I I 
; 1 l ~ 

16I 321須竃漬 Im 

16i 3311111暑鼻 Im 

麟16i 36Imi台量 9F5 
| | | | 

'1一前援の砂粒

！ ］i-前擾の砂粒

讚砂粒

攀洲焼

l 壽i67i鯰I| 1 : l o 1 9: ] 05： ］ ： ：ナデ 1ナデ 1:;ら| 9鑽砂粒

闊:!:::? i:: ] :| :: ] | 1 ; ] | | | | 9:: i：：→鐸目：→ナデ [ 1 1 1一前鎌の砂粒＇鑢前
161 40慮曇輯 F5 壽 88 0.4 , °・4i 5・3 0.5 糟 糟 削出裏台＇

16j 37i須憲戸 lF5 

16I 41慮●醜 IP5 I : i ; I 1i I 1: I I s.11 o.31 I : I糟 l糟 削出裏台 i { | 

161 42111●嗣 F5 ' o.6'o.B' ’7  1.1 ，！糟 糟 削出富台 籠皇

16 位須憲董 IPs I I I I 21 I I 2l1s.sl10.31 I o.91 211 121 651ナデ ，ナデ ' I I I讚砂粒 胄董醗

16 “m'紐 PS I i I ! I 0.51 i 0.51 I I 101 0.8 ナデ 1ナデ ＇ヘラ切り i i 1'•前擾の砂乾i
→ナァ

17 l m 的iE5 i i ! I 2.11 o.31 i 3!1l・'I 9i sl 0.41 62! 23! 78ナデ ＇ナデ ヘラ切り 1 : i1一前擾の砂杓 I
I→ナデ ， 

171 2土鰤台傭 IE5 i p,190 0.9, | 0.9 , IIO.6' l 磨き i算J● ,? ? 11一前擾の砂粒i7号鰯立柱式建物

17 3土鰤擁 'E5 ' Pi190: i 0 16.9 , 0| 0磨き ：磨き ＇内外翼砂粒 l1号撼立柱式建物

171 4須憲台坪 応 ， 3．3 0.5 '3.8, 17' 7,10.5, 0.6 68| 19: 41iナデ ナデ lヘラ切りi | 'I・前綾の砂粒＇

→ナデ

17 5須憲坪 E5 I P]l07] i 4.61 I I'・6113,8! 101 I 0.61 001 331 72ナデ ナデ 1ヘラ切り i i 1•前鎌の砂粒 l
→ナデ

171 6土鰤聾 E5 I Pl220I I I I I 0112.2! I I I I ol oロクロハケロクロJヽ ケ 1一前饒の砂粒 3号攘立柱建物

171 7土鰤甕 E5 溝 81I I i : I o:u.21 I I i I Oi 0ロクロハケロクロハケ， I I・前緩の砂粒

171 8土鰤聾 IE5 ，土坑'221 i i I I 0111.61 I I I i o: Oロクロハケ＇ロクロハケ ， 1一前鎌の砂粒 汗 9卜含む

171 9¥U董 E5 土坑I22I I 1.91 I I 1.9112.716.51 I 0.41 221 刈51ナデ 1ナ・デ ヘラ切り 1 鑽砂粒
→削り l 

17[ 10須息董 邸 9土坑 24 2.4 | ,2.418.6i 13| 0.5, 36 121 691ナデ ＇ナデ ハラ切り l I 11一前鎌の砂粒

I I I I i l I I I I I I I I I I I I I I _ I→削り ： ： I | 
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p, I !lo I糧別 ●● ;9ーリ9卜吋遺蠣i号：層位 体裏台裏 董裏I曇裏1口径 厩径台堡 塵厚I霞重裏撞 慶撞 外画•• 内画●璽 艦郵’"’ 黒色 赤色 lfl土 傭考

17 lljI 須竃 董 !`＇ ES i土坑i26! I 1 1, 7 1 
1, 7 1 1. 8 6 0.81 20 14 50ナデ ナデ ヘラ切り 1一前隻の砂粒

→削り

17 121須憲 壼 IF5 , Pll08, 

゜
I I | ナデ ナデ 鑽砂税

17 131須事 壼 1訪 I I I 

゜
i I ナデ ナデ 1一鯖饒の砂税

17 14i! 須憲1i壼
i,防！'!i i | ゜ I 

体郵下半： ナデ 割り 鑽砂粒

削り

17, I 15須I憲Ii粁 ,i GS, I I I ! I I i 3.8i I 1I , l 3.SI i!3.7i I 9.2 I 0.51 I 56 'll| I m ナデ ナデ ヘラ切り 鑽砂粒

I →ナデ

17'I 16I 覆憲ぽ! 
「G5

i ! I I 
i I 01 i 8.81 

0.9i ナデ ナデ
i 
ヘラ切り 1一前擾の砂粒

I ！ ， I →ナデ

17: 17！須憲i 坪
I＇ G5 I l Pll 233i ! I I | ° , | l 1 8 | ： 0,61 ： I i I 

ナデ 1ナデ ヘラ切り 1一前襲の西 I
i . I I I →ナデ I 
17 18i須恵壼 iG5 I ; i 0]18.9, i l i oi o ナデ 1ナデ 鑽砂粒 ！ 

17」 19'須慮壼 'G5 'P[245] I i o, I ！ ！ i ロクロIヽ ケiロクロIヽケ | 鑽砂粒 1号鯛立柱式建物
18 I覆憲I粁 F6 , Pl 70, : 2.9 ！ '2.9111.31 7.5 ! 0.41 531 25 66 ナデ ，ナデ ヘラ切り 1一前擾の砂粒
181 2［土緬I籠 i P6 ：土紺 ll! I l : I 0」13.Si I I o, 0，ナデ？ 1磨き ［ I内 外 算砂粒 ， 

18'3i須恵壼 ,G6 p：肪＇ i i Oi 161 : i ; o, 0ナデ 1ナデ 1一前後の砂粒i
181 4；須蔦董 ;G6 I Pi 90i : 1. 8 ! i ! l. 8 1 1 2. 2 8. 5 i ; 0.5! 28 141 691ナデ ！ナデ I l 讚砂粒

18i 5覆’恵董‘ a 土1坑'1 6f | '2. 7 i ' ＇ I 0.7 ！ 3. 4 i , 16. 3’1l l. 5 i , ，: 叶l叫1161 , 70!i ナデ
、ナデ I 9ヘラ切りi

! 
l 1讚砂粒

i 
！ 

I i』 9 i→剛り I 

18| 8i須恵！汗 :I G6 iI 土坑I12: I i 2.6i i : I 2.8|ll.6 8ll '| o.6i 1 56| 1 24Il 剣ナデ iナデ 1lヘ→ナラ切デり!， i i讚砂粒
i ， 

18'7i土鰤壼 ；② ，土坑， 12i ： : 0, 14i ： ， 0, 0ナデ I ii 」l 1鑽砂粒 I 
18 8土算壼 66 ＇土紺 12' i I 0 | 1 2. 8 l ＇ I Oi O ? i ? I 1一前後の砂粒 汁ーそ9卜含む
18 9i土鰤：甕 ,G6 ：土坑,121 ： l o i 1 2. 2 l i ！ i o, oi創● ヨコナデ 」 | l 1一前隻の砂粒
181 10'土鰤●lJI !G6 : : i I o : ！ 'I ' I ナデ ナデ I 1一前綾の砂粒舅塩土曇

18i 1 11：i 土鰤i甕？ i F7 
I 
i I i I I I 

I 
！ ！ i 0i 1 1 5. 6 | ! ・ Ii o. 7 I 'I  l : l I！底削響り付近： ナIデ 回駈糸切II 

i 
鑽砂粒

I 
18'12i露●騎 ,P7 i,  I 0.71 I 0.7 4.91 Ii i肩l 糟 削出高台： I 
18'13覆裏董 IG7 l瀾I46I i | 0 | 1 4. l, 

， 
I 0,61 i OI OIナデ ナデ 貰砂粒

18¥ I 14覆II 急II 甕 農、採＇l i I 
I 
| ！ ； I 01 i I I ！ ！ 

11渡口●状付文近： il ナデ
I I 

: 貰砂粒
， ， 

18: 15i陶暑甕 表採： L : 
！ 
'i  0 | i 

， ！ ! [,  i ナデ ナデ I I Ii一前援の砂粒加賀

181 16！須蔦甕 良鍬＇ 'I' ' ！ i I o, | i i I ！ ！ 平行9Pき I同心円9Pきi | | II・前鰻の砂粒

:IllINol1:;:種り'r::l号！！：＆”|台高：m|曇il屯i底径1台径i底厚l帽廣P勺！底?[9D.：［し1ク：：●|底郭調菫！黒色1赤色l1一前：：砂粒
i,  i土！ ！ 

IIll' 2土算甕 ：Al 竪穴; I"包 ! ! ! 01 i ! I I i I ’ナデ 1ナデ l | !1一前援の砂粒

IIll1 3土鰤1甕 I A1 1竪穴 11；縄色1 : 1 [。i264: : I i o]で碍さ:] I ::；畿の砂粒：
IIll1 4i土綱ii聾 ；u ：竪穴； ［黒褐色i ; i i 0i i i i ! ! |ロクロナデl削り→同心I I i !1・前後の如 I

IIll| 5五． 9 A1 墾穴1心心 I 1 ! 01 114 4 l l li l | ；悶ti:7i I I I2ー前援の砂乾 I

IIll: 61土鰤1椀 lAl 1竪穴l11；褐色li : : 。[ i : [ 1 l ! I:］：；体鄭］．き 1 1内 し［；：粒漏綿 I 
IIll| 7土鰤椀 IA1 |釦Ci l黒褐色 5I l l 引 18 9 , 0.8 47 m1 50底砂近： ●き ヘラ？ I 内外11."".前撞の砂粒 I

少量 I 

1一前隻の砂軽 1
少量 l 

鑽砂粒多い

＇ l 削り
IIll, 8，須憲董 4 A1 1竪穴i 叶黒縄色 |0-5! 0.5 

＇土

1111: 9須慮董 Al 竪穴i 11 I 21 I I 2114.31 101 I o.sl 321 131 69ナデ ナデ

IIll1 10l"坪 ！Al ！竪穴! 11 13.61 I I 3.6113.Si!0.21 I 0.4! 591 26i 731ナデ ナデ

11111111須恵I坪 Al 竪穴1! I 3.31 I I 3.3114.si 11 i i o.61 621 221 1sナデ ナデ

11111 12須慮粁 Al i豊穴I1i黒襴色;3.osl i 13.os/14.sl 101 I o.si sol 201 67ナデ ナデ

IIll l31須慮1坪 i Al i竪穴i ¥：褐色I i i i O i 11.s I i I I i O I O iナデ ナデ

1011 11土鰤i111 (I I竪穴 2カマドII I i 01 I l I I ! ! 掌＇：；ロクロハケ
i 1,ヽケ

削り I 
ヘラ切→

医
ヘラ切→

ナデ

101! 2'土鰤蠣 Al 竪穴 2カマド!6.5! I 16.51 191 I I 0.41 I 341 01•1 .き 1.き

101 ! 31土鰤甕 IA I竪穴I51カマド111.s! f 111.s! 1416.61 I o.91 I s21 47ナデ？ ナデ 底釦寸近
：削り
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鑽砂粒多い

1111紐多い

I 

ド・前擾の砂粒

I 
讚砂粒多い

1111訊多い 1 

」
内外 11—前隻の砂粒 I
少量 I 
1一前績の砂粒
多い

傭考



計li:：！聾●種間；；爪：：号lip？位＇体●台● 1董●暑：口径’底径i台径底厚！慢度i●指：底指1;:?p]:::：：：底部調整＇黒色赤色 1曰前：ょ砂粒
' , l ! , | , ' ! , 1 1 | 1ロハケ CJクロハケ1 多い

118! 2i土饂i1甕 IE2•F2 ！竪穴i liP5 I ! i l °, i i | o.9; 1 | ? ；ハケ i , 'lm前後の砂粒
． 多い

118i 3！土緬直 :E2•F2 竪穴： 1!カマド， ： l i o' ’ ' , 'ロクロハケ緩ハケ→ナ＇ ： ： ］1...前擾の砂粒

． 9 ，→削り ＇デ ． 多い

118: 4土鰤甕 ， E2•F2 竪穴 1カマド' : 0 9.5 , : ' 0 0’ ？ ナデ ' : :1四前後の砂粒
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118i が土鰤I壼 :E2•F2 ：竪穴 1覆土 ' ! : : 0 5.6! ' : , ! O, 0! i : ' |1111砂粒 ， 

118 ! 6！須恵直 iE2•F2 ；竪穴 1，覆土 ‘ ’ ' o ' ’ ’ ， ：平行叩き→．同心円叩ぎ l"'前後の砂粒

118！ 叶須恵1甕 IE2 F2 i竪穴ll！覆土 ， ° I i ;;;；ケ同心円叩き t~：援の砂粒
・ ：少量

118' 8i須恵l董 !E2•F2 ！竪六' 1, ' ! : : 0, : 8.5: 'o.6’ : ' 、ナデ ：ナデ ‘ ’ 9 1m前援の砂粒

＇ ！ ： ！少量

118],1須憲Io iE2 F2 1竪穴 l！悶＇’へ I I' 。! l ： ナデ ナデ 微砂粒

119! 1土鰤甕 E2 ：竪穴＇ 2：カマド ： ＇ ！ o: ’ : ， ；繕9ヽ ケ→横＇ハケ 微砂粒・溝綿

Iヽケ

119; 2：須恵直 ；E2 ；竪穴！ 2カマド’ ' o, ' ’ ’ナデ ：ナデ

119 ! 3！須恵甕 'E2 竪穴i 2漬百隅： ＇ 平行叩き ＇同心円叩き

， ；土坑 ＇ 
~ ~ 

119: 4；須恵壼 'E2 皇吠 2’ ’ ' o o 13.5 o'ナデ ：ナデ

119 i 5須恵＇平甑 ：E2 竪穴' 2床面 ' , 0 13, '1.4 : ナデ／底部，ナデ

付近：削り

119: 6須恵：平顧 E2 9竪穴 2:床面 ，15.3 15.3 8.9 10’ ' 1 

119’ 7須恵平瓶 'E2 ：竪穴92沫面 '18.2 918.2:10.8 11.2’ ’ 

闘 l；土鰤甕 ほ ：竪穴i 3’ ’ ’ ,' o’22’ 

l7[ ll2ナデ／底部ナデ

， ！付近：削り

9 9 | 

'168'. 103ナデ／底部ナデ

i ，付近：削り＇

0 0 →•デ ＇ハケ？

！ ＇ ］削り ’? 

: 0 0ナデ ＇ナデ

＇ヘラ切り

→削り

底部外周

'に布圧須

→削り

ナデ

回転糸切， 
：り

'3皿前後の砂粒

多い

翼砂粒少量

l.,前後の砂粒

多い

l..前後の砂粒

多い

lm前後の砂粒

多い

l..前後の砂粒

多い

:1..前後の砂粒

多い

1暉前後の砂粒

・溝綿

鑽考

1刀： 2：土鰤甕 ぷ｝ ：竪穴： 3： ’ ' o: 5.8 

皿 3l"泊 IE3 ：竪穴： 3i 、 ' 011.6 讚砂粒- --- -- -- -
1呵前後の砂粒 9ヤーそ9卜含む呵 4土11i1i甕屈：竪穴： 4＇ 9.9’ '9.9,13.3'6.3 : o.6; 

l刃！ 5！土緬：甕 E3 9竪穴 4 o: 

; 74: 47'ロクロハケロクロハゲヘラ切り

／底部付近／頸部以上＇

：手削り ・底部：ナ

デ

ナデ ナデ ・外：粗ナ

多い

l四前後の砂粒
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：デ／内： 多い
：指押え ' 

血 6：須裏甕 IE3 i竪穴 4' 

岡 7：須恵；甕 'E3 '竪穴i 4! 

町 811須慮i甕 ：E3 ：竪穴↑ 4, : : 

凋 '9須恵甕 ！E3 ：竪穴l4: 

門10i須恵1蓋 9 E3 竪穴！ 41 1 6 

町ll須恵1台坪 9E3 ：竪穴l4: : ' 

岡 12環恵i坪 |E3 ！竪穴： ( : 3,7 

: | 1,','l  
皿 13須恵＇坪 iE3 ：竪穴！ 4！ : 4.6: 

1211 II土鰤l甕 IF3 竪穴151カマト 12] 
i i i : : : i 1 1 

儡］け：11: i::;l:1:: [! 
121i 4：土鰤直 ＇F3 !竪穴： 6｝覆土 ： ． 1,.  I I l 1 

]: ;1;: l: ::: ::  :I I 

ぽI l']  ! | 
ば！ ：I；:i: |:: l::1 :iカマド1
12'l, 8|須恵1董 IE4 1竪穴1811床面 i 1,41 

烹1231 11土鰤1聾 IE4 ！竪穴|10l 1 | 

123上り全剛夏＿担tJE穴l1叫 1 , 

＇ ： ：平行叩き ：同心円叩き： ： ： ：微砂粒

＇ ，平行叩き 同心円叩き 9 • 1呵前後の砂粒

， 少量

, 0, 9 9 9 ：平行叩き 同心円叩き ＇ ，1,..前後の砂粒

: o: : ' ’ ’ナデ ＇ナデ ＇ ’ ＇ :Im前後の砂粒

i 1.6!13.6! 9.5j i 0,6; 24[ 111 89iナデ ，ナデ ；外面：削 微砂粒

I O' 1 10{,1 0.91 ： ， ：削り ナデ ＇ 

: 3.7; 11; 8.4; : 0.5: 64: 33: 76ナデ ナデ ヘラ切り

→ナデ

籟砂粒

l"'前後の砂粒

多い

算砂粒| 4.6'11.3! 9! : o.7] 70' 40 79：ナデ iナデ ：ヘラ切り；

' 12 13.3l 5.5, I o.61 ! 90, 41！上半：ロク 1上半：ロク；：デ ： ＇ 1匹前後の砂粒
， ロハケ／下＇口Jヽ ケ／底．

辛：手削り；部付近：手：

ハケ

° i ' ’ I ！ ：平行叩き IIヽケ
o!32.4, , 0 0，ロクロ 9ヽ ヶ，ロクロハケ．

l oi ' 1 ' 1 ！ ， ：ロクロナヂ同心円叩き
： ！→平行叩き

0'28.81 ' ' ' i o: 0'ナデ ハケ ’ 

o: i l : ! : 1ロクロ 9ヽ ゲロクロハケ＇
9 ：→下半：開→手ハケ ， 

I 

I I 

：1..前後の砂粒

:l"'前後の砂粒
＇ l皿前後の砂粒

：1..,前後の砂粒

算砂粒

o| 13| ! ! : l 。[ 。:デ ! , , 1 1..前後の砂粒

O'14.4' | 0 0|ナデ ＇ロクロハケ＇ ， ：1...前後の砂粒

。 1 6.2’ ' | | l 5ナデ iロクロハケl回転糸切

I 

り

! 1 ぶ30l ] ! °I °ぢ認ば、関；；；i
i o.9i 2.3l 13! 」。.41 19l 10 1 89ご＇ Pき：ナデ l , 

： ：三｝三i|81:I Iぶ：］関甲辛：： ］］： ？；門り1 1 
l 1 | 1 I I I I I , I→ナァ i 1 
' 2.l,16.9 14! , 0.5, 50, 12i 82：ナデ ：ナデ ！ヘラ切り

i ] ] : | | 1 : l : : 1→ナデ ！ 

, ' 0,11.2! , : : o: o：ナデ →•デ I 

」 ！ 叫．2l 上」 -l___l_' ol o’ナデ ［ナデ i l 
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:1日前後の砂粒＇

：1...前後の砂粒

i微砂粒

,Im前後の砂粒
~ 

員砂粒

亨
貫砂粒
I I 

I 
貰砂粒
l 

I 
:1疇前級の砂粒：
l 

ii皿前後の砂粒＇

備考
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四 81土鰤IIii IE4 
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！応 1墾穴lll 1,. 12 |12.3| I I12.3l12ぶ 7.21

i応 l竪穴ill!;23 l ! ! ! 。: ; 
| i i i i i,  i 1 1,  

l 
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I I I i I゚ i 8 6I I 0 5: i : 1手削り iナデ 1だ2:| 1一前後の砂粒

: o:30.9’ , : o: O'cクロ9ヽ グロクロ9ヽケ ｛ ］・前後の砂粒
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I I 1 | 0I I I l o.8; | l ,"Jり 1内外11日前後の砂粒
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I 1 9 0 91 1 991 58Iロクロハケ！ロクロ9ヽケ：：；；り］ 1 ］1一前援の砂粒 1シャベ9卜含巳
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＇ ，．き ］磨き

l 
貫き ，磨き
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124 ! 10'須裏台付 !ES !竪穴lll{4 

, 1 : I I l l 

し•前後の砂粒
I 

心 ：竪紀 11:18•19！瓦
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貰砂粒
l 
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第十章 粟田遺跡の諸問題

第1節建物の年代観

・竪穴式建物 粟田遺跡で検出した竪穴式建物は、重複も含めて16棟である。竪穴から検出し

た土器から年代観を考えると以下の様になる。

第一期 (8世紀第II~III四半期）

[ B 1~5 号竪穴 •C 1、2、4、12、11、13号竪穴・道路状遺構］

小型甕はロクロ成形になっているが、大型甕には非ロクロ成形のものが見られる。また内外

面を赤彩した椀 (B2号竪穴）、平瓶 (C2号竪穴）や天井部に張りがある坪蓋などを根拠にし

て該期の年代を比定した。

第二期 (8世紀第IV四半期） ［C3、5、6号竪穴・道路状遺構］

土器資料の出土が少ないので判断が難しいが、ロクロハケ甕が一般的になり、禍口縁の引出

しが高くなっていることから、該期に比定した。

表1 竪穴式建物、堀立柱式建物計測表

種別 地区 No. 区 方 位 桁間 桁行 桁長 梁間 梁 行 梁長 面積 桁梁

竪穴 A 1 A7 N•O°.w 290 

゜゚竪穴 A 2 A7 N·8°•E 411 360 14 87 
竪穴 A 3 A7 N-0°-W 390 

゜゚竪穴 A 4 A7 N-0°-W 300 

゜゚竪穴 A 5 A5 N-0'-W 

゜竪穴 C 1 E2 N•6°.w 365 325 11 89 
竪穴 C 2 E2 N・10°-W 540 340 18 62 
竪穴 C 3 E3 N•20°.w 250 195 4 78 
竪穴 C 4 E3 N-2°-W 315 315 ， 100 
竪穴 C 5 F3 N•O°.w 230 225 5 97 
竪穴 C 6 F3 N-16°-W 200 190 3 95 
竪穴 C 8 E4 450 240 10 53 
竪穴 C 10 E4 300 250 7 83 
竪穴 C 11 E5 N•17°.w 515 430 22 83 
竪穴 C 12 E5 N-23°-E 285 280 7 98 
竪穴 C 13 E5 N-20'-W 550 500 27 90 
竪穴 C 14 G4 N・0°.w 290 260 7 89 
掘立 C 1 E5 N•9°•E 3 210 630 2 270 540 34 85 
掘立 C 2 E5 N-14°-W 4 200 800 3/2 180/270 540 43 67 
掘立 C 3 E5 N-2°-W 4 180 720 2 240 480 34 66 
掘立 C 3 E5 N・2°.w 4 180 720 2 240 480 34 66 
掘立 C 4 E4 N-3°-E 3 200 600 2 300 600 36 100 
掘立 C 5 E5 N-21°-W 3 250 750 2 300 600 45 80 
掘立 C 6 E5 N-21°-W 2 300 600 2 300 600 36 100 
掘立 C 7 G5 N-6°-W 2 180 360 2 180 360 12 100 
掘立 C ， G4 N•10°.w 4 210 840 2 290 580 48 69 
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第三期 (9世紀第 I四半期） ［C 14号竪穴・ 12号土坑］

8 • 10号竪穴とした土坑や12号土坑から、天井頂部を強く削り肩に段がつく坪蓋が出土し、

また、盤の出土かどから該期に比定した。 14号竪穴からは体部下半に粗いたたき調整をし、ロ

縁が内屈する禍か出土しているが、この資料は 9世紀第IIIからIV四半期のもので、この竪穴は

該当期よりも新しくなる可能性を持っている。

第2節遺構の変遷

第一期 (8世紀第II~III四半期）

B区やC区に、竪穴が数棟の単位で散在している。 B区の竪穴群が比較的古い土器を伴出し、

c区の11~13号竪穴は若干新しい様相を呈する。 B区の竪穴はN-0°-Wの真北に向いている

が、 C区のこの時期の竪穴はN-20°-W前後の主軸方位を取っている。 B区の竪穴群はC区の

当該期の竪穴群よりも先行する可能性が高い。 C区の竪穴群に併行して、幅4.2mの道路状遺構 道路状遺構

が北西から東南方向（N-21°-W)に走っている。 11号の床面積は20.7面で、 13号竪穴は30.5

面を測り、今回調査した竪穴式建物の中では大型に属する。野々市町教委が調査した 1日農業試

研場の駐車場での調査で、この時期の後半に併行する掘立柱建物群が検出されている。

第二期 (8世紀第IV四半期）

この時期以降は、 B区では建物を検出できなくなる。 C区の 3• 5 • 6号の三棟の竪穴式建

物と、 1 • 3 • 4 • 7号掘立柱式建物が、この時期に比定できる。竪穴の主軸は、 5号がN-0° 

-wで3• 6号がN-20°-W前後である。掘立柱式建物の主軸は、 1号がN-9°-Wで3• 4 

号がN 2°-W前後、倉の 7号はN-6・-wである。これらの建物群に併行して、 N-21°-W

に走る道路状遺構が第一期に引続き設けられている。しかし、道路幅は2.8mに縮小されてい

る。 C調査区内の建物は、倉を伴う掘立柱式建物か二群で竪穴式建物を一群検出している。―

の時期の建物群の主軸は、道路遺構の方位とは異なっている。

第三期 (9世紀第 I四半期）

道路状遺構が74号溝に横断されて、廃絶していることが窺われる。建物は 2 • 5 • 6 • 8号

の掘立柱式建物がある。第二期の二つの建物群を継承して、建っている。 2• 5 • 6号は、 N

-21°-W前後で8号はN-10・-wである。 2• 5 • 6号の主軸は、道路状遺構の方位と併行し

ている。遺構の報告で8号と10号竪穴とした遺構は実際は12号土坑と同様な不整形な土坑で、

各建物群に付随したゴミ穴的な遺構と考えられる。また、 14号竪穴からは 9世紀後半に比定で

きる渦が出土しており、この時期ないしは掘立柱式建物群が廃絶してから造営された建物の可

能性がある。

中世から現代の溝の変遷

c調査区を南北に流れる68号溝を中心とする溝の変遷を、以下に整理する。

9世紀第 I四半期： 74号溝が東西方向に掘削される。

古代末期～中世： 74号溝を利用して68号溝の東西部分かつくられ、 67-1号溝につなかってい

る。
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近世(17世紀？） ：68号溝と67-1号溝の北流部分の屈曲点を礫で埋め、 68号溝を北に新たに北

流させ67-2号溝で東に屈曲させて67-1号溝につないでいる。

近代～現代（19世紀～1960年代前半） ：67-1 ・67-2号溝を廃棄し、 68号溝を北にまっすぐ延

ばしている。

第3節 古代以降の粟田遺跡の評価

集落 今回の調査区に隣接して、野々市町教育委員会が調査を行っている。この調査を見ると、

B区の西側に 8世紀前半の竪穴式建物が11棟検出されている。この調査区の南の旧農業試験場

前では、 8世紀前半の竪穴式建物が2棟と 8世紀後半の掘立柱式建物が9棟検出されている。

周辺の調査状況を総合すると、 8世紀前半には竪穴式建物か旧農業試験場周辺に分散して営ま

れ、今回の調査のB区で検出した竪穴群もこれらの竪穴群の一角に含まれると思われる。竪穴

群は 8世紀後半に掘立柱式建物に替るが、 C区の様子では 8世紀後半までは竪穴だけの建物群

が残っている。また、掘立柱式建物群もニ・三棟の単位で構成されているが、各単位には二間

四方の倉が伴っており、建物群が生産と貯蔵の単位を構成していたことが窺われる。また、 C

区の14号竪穴は出土した 9世紀後半の土器が出土しており、また、竪穴の四隅に柱穴を持つな

ど、他の竪穴とは時期も構造も異なっている。ちなみに、この時期には周囲の掘立柱式建物が

廃絶している可能性もある。

古地形と遺跡 粟田遺跡は、手取扇状地の周央部からやや北西に位置している。今回の調査では、幅60mの

c調査区の東西両側に谷状の地形が走り、建物や溝は谷に挟まれた微高地に乗っていることか
明らかになった。この微高地は南北に延び、扇央部周辺では南北に延びる谷と微高地が交互に

並んでいることが推測できる。末松廃寺をはじめ野々市町新庄から粟田遺跡の周辺では、 7世

紀から10世紀の遺跡が多く検出されている。これらの遺跡の分布を地図上で観察すると南北に

帯状に並んでいることが見え、扇状地の微高地に遺跡が乗っているものと思われる。粟田遺跡

では、 8~ 9世紀の建物がニ・三棟単位で約50m間隔で分散して検出している。この傾向は、

散居村 末松廃寺に隣接する末松遺跡の 7世紀中頃の集落でも確認されており、古代の手取扇状地の集

落形態が散居村であったことが窺われる。

道路 C調査区で検出した道銘状遺構は、 8世紀の前半に西側の側溝が埋められて幅が縮小さ

れ、 8世紀の後半に廃絶している。 N-21°-Wに走る方向は、現在の鶴来町から金沢市金石に

向かっており、浅香年木が指摘している山と海を結ぶ道であった可能性が高い。 B調査区の北

西部には同じ方位をとる現代の道路かあるが、この道格の方位が古代の道路や建物群の主軸を

規制した地割りを伝えている可能性がある。

溝 c区の68号溝は、 9世紀前半の74号溝をベースにして作られており、先に述べた変遷を経
て、現在の南北に延ぴる水路にその名残を伝えている。
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第十一章 まとめ

1 石製品

石製品の項目のまとめに代えて、 C調査区礫原発掘時とその出土遺物整理期間中に気付いた

ことを列記しておきたい。

1 礫原を覆っていた土は淡黒褐色の砂質土であったか、礫原を離れるにしたがい次第に色か

薄くなり、淡黄褐色の砂質土となるか、土層としての明確な区別がつかず土壌化の状態の差と

考えている。

2 この礫原で打製石斧の素材が採集されていたことは確実である。しかし、後世の攪乱によ

り削平された箇所もあり、礫原の一部に素材を集め加工を行っていた可能性は残る。また、今

回の調査区外に延びる礫原上にその場があったかも知れず、どこまでの工程か行われていたか

は、推測の域をでない。

3 母岩としての選択の形状による基準は、最小の大きさの打製石斧を作出できる以外は不明

確であり、手当り次第に選んでいる様である。また、石質についての基準も同様であり、この

礫原に含まれる原石の種顆の比率と同じと考えられる。

4 打製石斧の素材を作出する技法を三類型に分けたが、手で持ったまま加撃を行ったか、投

石を行ったかは不明確である。基本的には手で持って手近な石（台石と分類したもの）に振下

ろしたものと考えている。

5 打製石斧の形態は、その素材となる剥片の形状に大きく左右される。また、使用時の破損

に伴う再加工もあるため、あまり細かな形態分類は不要であると考えている。

6 打製石斧は、基本的に礫原では使用されなかったと考えられるが、礫原では木製の掘棒の

方が有効であったためなのか、打製石斧を用いた作業の対象物か存在しなかったのかは不明で

ある。

7 今後の調査においては、集落址以外の礫原にも眼を向ける必要かあろう。また、集落内に

おいてもそのベースを構成している礫層や礫自体にも注意するべきであろう。

8 当遺跡近辺では、縄文時代晩期の集落址が発見されておらず、今後この辺りの調査か進む

につれて、この遺跡で打製石斧の素材を得ていた人々の集落址が見つかることも考えられる。

2 古代以降の粟田遺跡

粟田遺跡の1989年度の調査で確認できたことを箇条書きに記す。

1 この集落は、 N-20°-W前後に伸びる微高地の上に立地している。

2 今回の調査区では、 8世紀前半から 9世紀後半の集落を検出した。

3 古代の集落は、三棟前後の建物が約50mの間隔で分布する散居村の形態をとっていた。

4 古代の道路が微高地上を走っている。

5 古代から中世の溝や道路の方位に示される地割りの名残が、現代の道路・水路の方位に残っ

ている。
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6 この地域の分布調査では、微高地と谷筋を確認する必要かある。微高地の上には、散漫で

はあるが遺跡が所在する可能性が高い。

あとがき

今回は、 1万m2を越す面積を短時間に調査しなければならず、当初は事前の調整案通りに調

査が進められるのか不安な状態であった。特に、 1989年度は建設省関係の調査を実施するため

に石川県埋蔵文化財保存協会が突然設立され、粟田遺跡の調査もこの法人で実施することにな

り、我々三人と野々市町の田村氏が調査を担当することに決まったのは 3月も末の事であった。

幸い、作業員は野々市町教育委員会で募集の作業が進んでおり、調査開始時には約100名が登録

し、なんとか調査を進めることができた。この年の天候は雨が多く、広大なC調査区に水かた

まって呆然とすることが何度かあった。つらい排水作業を繰り返し行っていただいた作業員の

皆さんに、心から感謝の意を表したい。

今回の調査では、いままで扇状地の礫原と思われていた所が弥生時代初頭の打製石器の製作

地であった事が明らかになり、これまで粟田周辺で打製石斧だけが点々と出土していた理由を

解明する事ができた。岡本か中心となって進めた、打製石器製作跡の調査は従米の北陸の弥生

時代の石器研究に大きく寄与するものと確信している。また、 8世紀から 9世紀の古代集落か

散居村の形態を取っていた事が明らかになり、この現象が手取周状地に限定されるのか、北陸

に普遍的なものか、問題を提起する事になった。

粟田遺跡の調査で検出した遺構は、多数の小穴以外は比較的少ない。石器を製作した石原や

散発的な竪穴の分布など、分布調査や試堀調査でこの地域の遺跡の範囲を確定する事はきわめ

て難しい。今回の調査が、周辺の遺跡の保護や調査の指針になれば幸いである。

-236-



1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

B区知。全体図分割一覧表

•CD 

凡例

SB………建物

SK………土拡

SD・・・・・・・・・溝

P・・・・・・・・・ピット

石製品の番号は仮番号

-237-



粟田遺跡 (B区）平面図 ー

—+56.780 

0
0
6
.
6
寸
ー

゜
8
 
7
 
6
 
5
 
+
 

0
6
8
.
6
寸
ー

——+56.770 

4
f
 

、

》

・

ヽ
J
- ・34.05 

⑲
 

+56.770 

|
 

・34.00 

◎霞

—+56760 

]~ 

ぃ
5

0

1

4

／

ー

：

＼

げ

5

:
勺

3

／ーし

[

n

:

¥

-

@

(

e

 

：
噌02 5 

R 

G) 

D8冨

34.19・

◎
 
0

Q
 

恩
知

@R  

R 
G 

A8グリッド

-+-A7グリッド +56.76C 



＼ ①攣
召 ざJ•34 94R ⑨R I 2 
哀 ： R R1→1 

三
/ ___) 

～如心三゚＼シ図l ヽ334 

34.19・ 

1 ➔1 +56.750ー+56 750 ． ◎ 
308 •34 17 

R。
I] 

◎ ◎ 

゜
34.21・ 

34.26・ ¥ 

゜ ◎ H' 

.J~<S 

：ペ
c 

・34. 24 

疇R

:K5 ` o 
+56 740 ］尋～9,．入’^ 倫 +56.740-

疇

言 ＼
3ク

0 0 R 

／ 
r、

゜ ゜゚

0 0 ( 、

◎ .34 45 ◎ 

三
A7グリッド

＋ ~ 56 7 30 
I— \ 
三拿

+56730-

A6グリッド

゜-239-＾ 



＿迫

゜
3
 

34.53 o 

5
 
4
 
4
 

i

i

J

T
,1
 

i
配

— +56720 +56.720 

34.55 

゜ 8
 

ー
●

3
 

—+56 .710 +56.71 U 

—+"if; 7(')(') r¥ ..""'・ 

A6グリッド

↑ 



t 56.700 34 61 • 

。O
C
l
 

。

?
 

｀

（
りも
b

：
 

●

]
|

上

一

A6グリッド

一A5グリッド
4
 
+56.700-

一

t-56.690 +56690-

34.60・ 

゜
・34.85 

c

・

)

 

r 56.G80 

・34.87 

ci 

・34.92 
0 0 

34 91・

旦

゜
◎ 

・3488 

゜ 姦＼；こ0 : 

゜

+56.680-

・34.93 

‘、
e

:: ..J，，，，，， 

] 0 0 

□゚`
ー

゜

4
 

豆

夏

―
2
 

』（
 

＼
 

ベR
 
4
 

・

r

 

2
 

~

6 





t-56.640 

t-56.630 

℃ヽ

00 

。
D
 

＼
 

0

。

0

0

 

｀
〗
口
尉

◎
り
；
＼
｀
蜘
：

ロ

｀

色

）

⑥

°

8

0

0

0

0

:

°

警
◎
已
／

□9口
。

も

肉

゜3ら．06唸
゜

゜00 
0゚ D゜

0。

c::, 0 

恥）。

。。。

A4グリッド

」―-
A3グリッド

6
 

+56.640-

□`]
4

 
、。c
 

+56.630-

-56.620 

.14 
5
 

-

)

3

 

ーk
 

3
5

〗
s

亨

履
聾

□`
◎

詈

見

。

。

｀

゜

◎

◎

。

』

二
□
9
:
:
0
0
 

ヽ
（

0。
。
〗□
`
\
』
」
/
0
0
0
0
0
8
D
0
0
0
c

も

＼

＼

A
¥ー
ー

ー

／

‘c  c. I→1 
5,09 

..... /1 

+56.620-



R鴨応督謬SK! ］） I ... 1 も 。voU ¥ 
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B調行［メ窄中写
真 A 7/x 
一一
A 6/7 
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B調介lえ窄119Ti具 A 61メ
A 3 ［メ



B調在区空中写真 A 51メ
A4|メ



B 湖介lメ窄,,,~)'.j'{.
A I I9 
.¥ 3 1メ



B調査区空中写真





c調在区空中写真

｀ 
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C調令区空中写兵 日



c調介［メ符が,,、サ几
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C ，凋介 Ix空中'm•i



c調-.'tlメ分が1口j真 日
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c調行区空中写真
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C調介区窄中写兵



c 調介［メ分空 中 ＂i•真 げ謬
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C調介区窄111万i{
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c調介区空中写真 峠



C,)討l介1メ窄1|VIj真

図
版

25



図
版

26

ー・マ ・

＇ 
l ・̀. -

c調究区調査前状況（東から）

c調究区調査前状況（南東から
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B,J乱介 I メ • A,J,\J介 I><調ti 1 i 1i状況（南から）
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A調杏区表J:除去作業状況



A調杏区北部完掘状況（北から
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版
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同 L
L
 

（南から）
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A澗杏区南部完掘状況（南から）
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B,J,¥Jffl;,(..A 8 • A 71メ迫構検出状況（南西から）

B調行［えA5~A8区迫構検出状況（南から）
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B調究区A4 • A 5区遺構検出状況（南から）

B調杏区A4~A 21ヌ追構検出状況（北から）
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B調究区A8~A5区完掘状況（北から）

B調杏区A5~A8区完掘状況（南から）
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B調介区A3・A2区完掘状況（北から

!-一'S一B調杏区A4・A5IX:完堀状況（南から）
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ゞ
B調査区Al区完掘状況（南から）

・-、--...」9戸→

B調脊区A1区完掘状況（西から）



B調介区A7区 1号竪穴調在状況（東から）
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• ヽ 9’

（南から）



図
版
38

B調査区A7区1号竪穴完掘状況（東から）

同 じ （西から） 手前は 2号竪穴



下ク嗜一9●-•一-叫
B調杏区A7区1号竪穴遺物出t状況
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B調令区A7区2号竪穴遺物出 l→．状況
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B調査区A7区3号竪穴等完掘状況（西から）

B調m;,(:A 1 1メ打製祈斧、依lj)¥・^序 /!', I：状況
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c調査区表上除去作業状況（東から）

c調杏区G2 • F 21幻追構検,'I',状況（東か ら）
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c調査区調杏状況（南東より）

--マ----̀’―`7-
c調杏区調査状況（南から）
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一

蘊
c調査区遺構検出状況（南から）

c調杏区F2区調杏状況（東から）
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c調査区F3区調査状況（南東から）

C調杏区F3 • F 4区調杏状況（南東から）
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C調杏区E5区調査状況（西から）
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c調杏1ヌF2区 1消:IM実測状況（北から）



図
版
4
6

ど謬文
c調査区E4区調査状況（北西より）

c調査区G7区調査状況（北西より）
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C調究区E6 • F 6区調杏状況（北より）

c調介区F5区逍状追構調香状況（北西より）
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c調杏区北側部分完掘状況（北より）

屯ご全＿
c調杏区E6 • F 6区完掘状況（北東より）



｀ →¢Pア・
c調香区F3 • 4 • 5区道状遺構完掘状況（南東より）
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--ギえ竺g,—3るヽ噂＝汲冷ふ―- - ---
c調杏区E6 • F 6区逍状迫構完掘状況（北西より）
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c調査区F6区母岩・泉ll片等出上状況

c調査区F6区母岩・泉ll片等出上状況
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c調究区 F6区母岩・泉ll)げ等出J：状況

c調杏区F7区母岩：I＇，t状況
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c調奔区E3区谷状の落ち込み（南東より）

同 卜＾討部（南より）



c調介区E3区打製石斧tIii：状況（谷状浴ち込みhi部 ・東から）
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c調査区E4区68号溝（東から）

c調在区 E4区68号溝（西から）
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C調杏区F6 • 7区68号溝完掘状況

c調査区E4区68号溝推積状況
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C調究区E3区3号竪穴検出状況（北か ら）
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c調介区F3区5号竪穴調査状況（南から）
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C調査区F3区5号竪穴完掘状況（南から）
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C調査区G5区 7号建物調査状況（南から
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ì3
.4

れゞ．

ど
、
｝．7
i
・

』

:.3

≫̀斗
9
ゞ

＇‘

ヽ

‘.
1

｀

↓

1
:
'

ヽ
．
｀
ヽ
、

ゞ

．．
 
、
＇
｀

ヽ

●

~

．．
．．
ヽ

‘

‘

鼻

75 
(192) 

石製品（母岩）



図
版

105

' ・•

..‘`‘• 

76 

(130) 

78 

(435) 

77 

(39) 

79 

(70) 

80 

(295) 
81 
(294) 

82 

(440) 

84 

(54) 

石製品（母岩 ・母岩砕）



図
版
106

85 
(17) 

／そ

｀ 

ヽ

，，ヽ

ダ＇ 

ヽ
ー
、

8
6
4
3
 
（
 

l

i

.
1

ジ

:
•7i
/

·

、1

9

卓

／

`

{

.

r

 

L●

9
 

一

.

.

 

、
鳴

、

，
 

.

.

.

 
9

ノ

・・

.

.

.

 

`
•
•

9
ノ

．

．．
 

ヽ

．

、

、

.. 

-
`
 
.

.
 

9

9

9

‘
 

1
 
.

.

.

 

.
 

、

5

,

t

b

A

 

.

.

.

.
 ̀

h`
し

・

，

．ヽ

J`

`
:
'
‘

v

“

1
、

-..
“
7;,. 

`

+

 

.

.

 

ぷ

．

‘

．

↓
．．
 

ー
・

，`
p

87 

(179) 

J
 

89 

(131) 

~ -,: '9，ダ’
．~・•'
'•‘. ̀  : • 

．・··;ミ.~,.
... 
9... • •.'. 

•'. . . • •9. 9 
．．． 
•.·.. ；ヽ，

- ,・ 

” 

戸ゞ
ヽ

v. 
.. 
.、'̀

こヽ｀
t.、

90 

(237) 

．，
 
．．
 ,.
 

．． 
.
... 

，＇` 

・

・

谷
＂

＂`

.
A

`̀
 

今
‘

＇ 

..
 

..
 ‘
 

、・
↑
 

,
a
 

・ヘ
9

.

'

f
 

`
:‘
.
 

'

、

r、
ト
』
i

91 
(362) 

92 
(5) 

石製品（母岩砕）



95 
(276) 

、:、、.. 

ー・‘r．．
 

，
 

.

.

 ,. 

．．
 

『

•
•
A
.J

;
`
 
.
.
.
 

.
 
'
 

i．
．ヽ
．．．

．，

＇ヽ

.'

,
 

．

，

ヽ
‘̀
 

，

贔

4
 

`
,
'
ヽ
•

.

.
 9
 

94 
(445) 

図
版
叩

93 
(298) 

•9. 『'
v. 

薔夕急
9i; r'→、’鼻Jl
•9卜’立；、
．と．土知←．．

96 
(182) 

97 

(160) 

98 
(413) 

99 
(315) 

石製品（母岩砕）



図
版

108

・プ

ノ．
 100 

(225) 

四
戊
ぽ
5

．．
 

が
、

沿
唸
刃
．ぇ砂
”,"

r

す
・名詞
＇

ど
盆
¢

-r"

q
.
t
匁
w
f

・ヽ 一．`． ・ゞ・, .. 
・：．
， 
ヽ

i 

＇ '' .L . ;, 
t 

、I

｀
 

103 
(55) 

、・•. ＾
，
 

4
.
 

102 

(218) 

儡鵬

― し
置 104 

(137) 

105 
(231) 

石製品（母岩砕）



図
版
109

J‘
ヽ

・ヽ

ー`

.

r

 

”
 

心

斧

‘
.
.

9

、

ぐ

9

．、r
.

I

‘

[. 

•‘ 

.

.
 ,
.
 

9
.
.
 
ヽ
ャ

．

t

.

'

-

.

3

t
 .
.
 

｀
 
ヽ

.
t
 

.

,

i

v
 

`

‘

9

 

．．
 
ヽ

.

.

 ‘

t
1
・
，
9

．

ヽ
~
・
~

,
'‘
一

i

.

μ
`
`

‘
 

•

9

1、

'

ヽヽ

．． 

‘

.

`

9

,

1

 

ヽゞ

＼
亀
'ヽ,
.

9

,

t
/

｀` 
•~• -‘~ 
.‘
 
・‘

’ •ふ;., ¥ 

差懲如・:}4,ヽ・j，. -̀々”シ`研：： ←こ｀．•え＇，り
・;t>・: ・ぷ・、`弓`亨
-i、竺．．“・ら4：・J ；勺ど
巴生．J.:、． 一^‘，ぐ玉 ' 「 ' 

1,1 :：｀冷グ• 9叉`：、どク＇；，＼
て．：：：7←没濯ざ虹
,,・え蕊三

ヽ

“
ツ
・、』
9

、

r‘
,
 

.
 

.. 

,̀ 

~. 9
9
 

'~ 

f
'
 

107 
(396) 

ぶ

r
ヽ
．． ゥ・

•
J
、
・
1

f
9
,
 

“.":.̀
',t7
.

'
へ
g

^
,ゃ

,
a
ぃ．p～
9

知
ゞ
：

'
~9
.:9
‘~4 
.. ,'々
・

t``

ふ
t

~
し
”
.
i

占
f
,
.
ヽ
J・・
4
,
 

ヽ`
；よ
Zt“ 

9

く`し・
·~ 

..
 

，＇ 
'・ 

鼠:
'
・
 

,• 

'‘
 `

 

»
~

、
9

,
‘
‘
ャ

•
9

ヽ
・ヽ

:.

、
、ン

ヽ

t
:

'.

i

 

v`~-.~·~ 

9
.
r
.
・
 

・-‘ 

“~"4~. 
5

.

 

・ヽ
」．
`
・’̀ 
`
3
 

106 
(455) 

108 
(12) 

109 

(62) 

＾ 

9
が

’

、．
．
父

も

ダ

‘

,

'

、
｀
』
•
[
応

濱
，

9：

9

．．
 
｀

公
4

'
4
,
—

4
ヽ
と
"'
,
『

心

og
`

G

．

．ゞ＂ヽ

；，＂ llO 
(272) 

が製品（母岩砕）



図
版

IIo

も,.

→―’ 、̀9; r・ 
ゞ ・ •9 ¢' 

9, 9 1,'9 9, 

:.  9, C, :; ; 9 , 
;~,;,』.•' ,•. . 
'1 

、
1
.

2
0
5
8
 

l

l

 
‘‘ー、

f．ぶ。＇

.1公
ヤ
・
’

、
3
.
.
‘
“
.. 

9
.
.
巾

,
.
“
ぷ
r・

s
h
.
9
A●
 

•9,

A
t· 

／
 

．．
 
名

§
ふ
鰭
，＂か、

．ヽ
~· 

、
9
.

.
 i
'.9,
.
 

占

¢
'
.
“
し
イ
＇

必＂

、`＼

L

ふ
ざ
ん
g
、 ,1, 

3

3

 

2

1

 

1

3

 

,J’
 

ヽ

J

I
 

惑
，
＂
ぃ

、
社
尋
位・,

J
'9

C
.
9
1
 

バ
劇
限
魯

＂岱

i
5
,
4

ぐヽ
＇
4
5

沢`バ

4
"
,
h
I
,
.
 

§
d
4
可

ター→― → 9 ̀‘ 

芯` .• : t ”ぶ ’・・•， • 9、
-.:.:"}唸
／．．、~:~

岱、．．ヽ‘＂ヽ• ；••し

しゞ、翌`ぐ 128
•?、、~ (431) 

よ拿ャ
L•*r :•x•', 
tじ‘ ’••"'w • 曾

砕唸；．ヽ
t '•9 

姐 '

．
 
疇9

115 

(20) 

． 

翠
勾
P

^
・
・
 

.
J
`
、
‘

ヽ
9
.

，す

．
．
．
 h
 

―
~
.

J

.
h

山

、＇ド

・ぐ’へ

118
砂、’し、

i．翠望

ッ

名・

．、

,・
・・
・
 

.'.
9
 
.
 

.. 
、
・
`
.

fし

．，

＂

9

．
ッ
，
り
、

.. .
 

.
 4

.

.

.

9

9

 

}•\ 

着．

9.
k
s
.
 

116 

407) 

112 

(485) 

121 

(331) 

．
i
し
か
．

.... 
‘., 

99 
.. 

'
贔
｀
＇

・

・
‘

9

,

`

A

f
'
J
,
'
•
い
ダ
し

,".
,
 

拍
g
え
‘
i,‘

'ー
，れ
品
恐，
 

’
 

＇ 

゜
．．．

．
 

，
 

．．
 
ヽ
・’

‘

•

り
・

J
.
 
ぷ`

．

 

•5.’̂  
9し
‘
.
t
"
`

.

 

忍
．
品
t
`

9

バい

113 

(236) 

]14 

(229) 

‘,‘、

7

9

 

1

6
 

l

l

 
,1, .. '
 

J.f・

,
’
廿

vゞ
｀

迅

．

い

言

．
．

t
,
 .. 
t

灼

，

1

"9,>ぐ

122 

(21) 

ヽ

．．
 
‘，5. 

f
L
伶・；
ー

；
ー
・

＇`ヽ

 

“'
,し

.
"
じ
、

r

t
`
 

.. ,
 

.. 
,
 

ー

后 ｀
ふ‘,:・・..,'

令`芯唸．、`t (... · •· · 

：`文．．9，、. 139 ．，． 
';•』！ ●檜 ‘. (446) 

，＇ 

3
5
2
5
 

1

4

 

,
1
,
 

・
丸ぎ．

t
 

？ヽ
4ヽ

i
.
 

,, 
.:... 
‘’’~、•

A.、.,:、S 、~` ̀ ヽ、加ヽぶ•ヽ・
叫 ·ヽt•I..,;'.‘・，., 

,"
?
、.
A
9
へ

‘"`Z•“

• 

し
、
ば
‘
,
＋
ど
で
し
＇

f

9

.

i
.
`
.
 

f
；
よ
i
が
｀
｀
y

.
e
 .. 
L
.
C・
介
、
ハ
心
．

、`
．．
 

パ-‘,.,
t

9

7
.

,

.

9

.

J

.

 

f
亨
＂
総

．，

ゾ

`1."

`
9~
if 

.̀’”
"し・・

131 

(460) 

ー

..,̀'マー 、

芯・ト・Ji.:・ぶ
グ・：＇，如・さ炉． ‘I.̀. 9 ふ丸湛・: 
., .̀ m . ~ •' 
討.. 
戸·'朽ド畑：•I';' 125
'”̀ •翌な、内忍．露

、, ‘也~ ~̀ '• .: •t. (4 3 2) 

｀
 

、ヽ
r

,.. 

‘
 

．
．
．
＂
 

ム
｀
＇
・

ム
｀
ィ

，
．
~
ヽ

、

.
9
ガ
~
~
，

~
い
＼
、

9

；

•,9 

.. 

9

,

、

9
,
¥
,
 

•9.,‘~ 

・
~

，
．
 

3

ゞ
卯
％
｀
、
9
,
び

．

[

g
対
成
・
ヤ
，

5“
ii"
5

，
ー
・

i

t
バ

127 

(270) 

126 

(278) 

.
`
’
漬
A
`
1
・し●し＇・

，．^

芦
．． 
含
・
9
•福

9
亀

9
 
.. 
,.
,

'

:

`

'

 
... 

＇
，
・

・
＇
し
，
中

心
も
ふ
？い｝

.

"
ば
．
＂
，
．
．
．
‘
ょ
酋
，

,.
~
.
.
.
:
'
;
.
.
.
i
・̀ 

、
．ヽが
9

ぃ

．． 
り
・
9
.
"
9.

.

.

 

ー叫
誤
紅
衣覧‘

ヽ`
＇J

6

9

 

3

5

 

1

2

 

,9, 

9
9
.
9
,

.

、

t
~
9
9

り
、

"
·

‘‘'s̀
',h
,.
 

＾
 

＼
：
 
．
．
 べ＇，

?4,9,t
 

f̀
.、も名

A
ー

H
卜
、

` ・、
i-・ ,・-

I 如"・ ;:,, 138 
(223) 

132 

(457) 

143 

(220) 

石製品（裂片 ・剥片）



図
版
川

≫
 

.
>
 

.. 

9
 

，．、．が9,・; tヽ，
＾沿，9•/· • • 144 

(256) 

. 

， 

,. 

｀ 

f f 

145 

(228) 

147 

(262) 

150 

(265) 

｀ 、``咄ぶ？ヽゞヽ
．ヽ'̀̀x•. ・,：：、, 153
(267) 

154 

(439) 

“ 

魯・
亨露ぷ

J‘ 

156 
叉勺● ' (437) 

.1

.
 

2

4

 

6

0

 

1

4

 

f
.
`
.
、
,‘

,
 
.
.
 J
C
.
‘
 

‘, •
一

t
,
 

苓全ぎ 164
?、~--. (434) 

サ・9，ら．、
払丸
訴・，り・、XJ.

.,. ... 

151 

(442) 

．．
 
ず

・

、
f
`

"
t
 

．

．

 ヽ

.

i

 

.

`
『

9

.

.

 

[』

~̀
‘~ 
"
・
'
・
 

.
`
 

L

s

.

、

”

令
~
’
1
》
▲

J
,..r 
,
 
... ・
 

し・良~

L
'
~
.J
'バ＇

,
’
マ
ざ
心
翠
＂
，
t

.
3
;.”
g
,
召
&
‘，が、
••~ 
9
.
'
‘
 

^
`
"
 

•̀~ 

1
6
6
5
 

嘗t比”、

7

9

 

5

6

 

`
4
;
^
,9
ふ・

・・

1

]

4

.

,9,
;
”t-~( 

｀

鱚，
 

くヽ

• ̀  ・r§. 9 :.. ; 
，t: §り‘.• ; : :;,¥. : 
y芯•西、9
愕：？

ヽ
f
 

が
、.
.
 

.
 ,

"

,

9

,

.
 

•’ 9
 .
 

.. 
、
~
’

ヽ

~
9

.. 

9ヽ
‘
`
’
ヽ
止
，
．

，
 

•, ,
9

3

 

・
＇

，

”

、

1‘

が
・
、
．
，

．

9

・

 

9

.

V

,

 
.r.̀
 

ぷ
バ
，

~,
.‘ 9ヽ,
1
 

b●
 

， 、

._
'
 

7

8

 

6

2

 

1

3

 

.
'
_
’
 

．．
 

•
し

{
5

、.‘

魯．9:，；・；：:応
”'‘!、9,S.;•• <ど
望診．了:'159

(239) 

168
飼、,̀‘＇ 硲
165 

~ (258) 

ヽ

9
.
 ・̀ ,9

 

ー

i、

)
8

9

 

5

7

 

憎

1

4‘、‘、

;ヽ
'J f・ 

,.“、’
~

ヽ
‘

·
•‘. 
．．． 
?
;"よ
'L“,.‘.. 
'2
• 

',',.
1.':̀
,' 

．し、
・
・;
9
i
ヽ
入”

ャ
．
，
＼
＇1
y

3
4
"
'
炉

・．
9

.

'

f
硲

,
 
...
 
',."',̀
i". 

~

:‘.‘

^d  ̀

,¢闊
2
,
"
‘
}

ッ

’
'
,
 .. 7
,̂ .
 

.

.
 
c
~

J
：
ン
“
べ
▲
ん

ヽ

9
9
~

t
．
ム

．．
 
，
．
ケ
3

，．、．
べ
寸
今
“
J
?
`

.

.
、
“
~
”

}
ヴ
・

i

,
1
r
だ
ふ“

,
.
k,
o
・
9
・
 

i
l

つ"
9

•~ 

飯ぐ略‘
母ぷ必

,1( 

160 

(257) 

.-`~ •
9
5
.
`

、
'
,
.

・
'
:
`
3l
ぷ

．．
 `
べ
＂
ト
ヽ
”

,
.
9
.
 

163 

(433) 

石製品（裂片 ・泉ll片）



図
版

112 .̀., 

，陰
譴
淳
か

t,
.
7
.
.
.
.
'
へ
．
メ
ぶ
・

‘ヽ,'8
 
6
 
2
 

．
ー
・

↓
 
.
 

.
 
b
ぶ

f

9
-

盲

．

｀

9

、
．．．
 
、．，、

173 

(373) 

176 
ぶ心••;ス.....ga

ヽi；ゃ• （171) 

`

~.9 

.

.
 
,
‘
、

9̀.

．．
 

べ`．，

．．
 
的
｀
含
，
＇
凡

r

・
~

ヽ

'
9
.
{
,
t
3
f

`
x
,
`
.
、

•
9

~.,t'

’
`~~ 

... ‘~
ん
、

．ヽ

．

．

．

 

，

a・

ゞ
哀
r
り

ぷ

'ヽ
9
・

ダ

｀

伯
f
,
.. 

._. 

5

5

 

7

7

 

1

4
 

,
1
.
 

4
 

．～ぶ、＼ノミ＿．

心

忌
甚
遠

.1. 

1

3
 

7

7

 

1

4
 

、,̀‘

.. 
,
 

• 

~
~
、

"
r
~

`̀
"ら
3
9
9
疇

h

.

ii

・'.,_.,:、;<,

・・． 

｀ 
・`.,' 
., 

、国巧．` ~＇・、 9 . ~ 9. 

参融：駄,;;べ・‘・• 9 
•` ~-; • ̀ ', ：. ·.•; 
.:'·,•, 、.、.. 
＇ もi ,1, 

8

8

 

7

0

 

1

4

 

、’し`

”
｀
在
，`
｝．’-

．
＂
‘
:

、＇」．ふf

`
'
翠
i.
;
.

．
 

註
咬
、
＂
斧
な
冤
・

＂ヽ
店
1

ヽ
．
ぷ
心

幻
必
~
屯L
­

・・̀’ 

182 

(168) 

183 

314 

—:'16~) 

石製品（泉1]片）



図
版

113

,./ ~. 
，
 
ン

：；

; •‘• ` • ;、
.̀‘‘ 
宜ぷぷ
ヽ• +̀` • • iへf••.;· ・' 
記 ：iて、`：ヽ
‘‘も・や｀名．泳f.、._̀b：よぷ ・・・
ヽヽ t這なさ：ふ沿心
で9：セ芯

190 

80-2 

189 

(159) 

｀

『‘̀
 ．．
 

r
 

.、.• ̀‘:・ .•. 
／ 

姿9. . ~.. ,1 

(̀.“・ ● 

1・：f．t'』
. .,•• • 

ピ`・.‘‘'＇，‘;ぶ：茫
9.`..‘→・・ミー →§'ふ...、9，＇．．．．． 

I 

191 

＄ 

:"198 

(477) 

187 

(224) 

188 

(254) 

JJ4) 

195 

(226) 

石製品（泉ll片）



図
版

1

, 196 
... (402) 

99 

279) 

倉
i
’
 

~” 
、
，
｀
~

`·`~ 197 

(252) 

• 9:;, A 

ー

？`
｀`

＂
ヽ`

h
,
h卜
，
ゞ

｀
 

2 

392) 

、_.

3

5

 

i
l

4

 

｀
 

、.1]

か
ャ
．
“
し
．

o
O
l

，
魯
＞
｀
喜
ゞ
2
1

頃

208 

(463) 

ー

●

、
9

,

,̀
`
,
 
.
.
 ̀“

'
 

,

“

¥

 

．
 

、
．

．
｝
、
．
g

,`

い

.

.

.. 

.
 

"
,
'
し
レ
ぶ
‘、

ぶ
｛
、
．
ベ

ー
i
．ヽ＇＇ 

．
 

、

．

ヽ
＇

‘、ゞ

7

、ベ

.‘・

・＼

こ
い
ふ

.̀
‘A
、

,
.
'

•7‘̀ ‘I§

‘2 

、
氏
’
ふ
爵
さ
2

＇` 

．

、

｀

．ぅ
‘
y
,
‘
、

●
、

9
~

ヽ

，

．

↓

ロ
辛
歳
誓

i
令
点
茫
薗
芯
は

ゞ` ＇，・．、

209
⑤
 

,
.

”
 

、．

、'̀

、
t
2
、

、

.7ぃ
プ

rr.,
、

1

‘

ヽ

｛．

．．

J

い
り

ぃ
と

5̀
t心
｀

06 

458) 

211 

(2B6) 

212 

(82) 

石製品（剥片 ・ハンマー）



1
-

｀ ：忌；今万、、
冑巧

223 

(104) 

9 • • 

冨

.. 
` 

璽

225 

(271) 

図
版

115

222 

(126) 

220 

(385) 

石製品（ハンマー）



図
版
116

• ク；ヽ••;.' ..
f 9ゞ ‘̀
＼ヽ
も9`'. 
：， 沿t、'

：心 ベ

／`
 ,.
 

~.
, 

... [、
t
h
.
9
 

、
．
ト

•9~ 

[
 

.

... 

硲：＇

，ヽ．ゞ

•匹ぶヽ i9

` f 

、1
,

.

5

l
 

ヽ

9
 .
.
.
.
.
.
 
J

.,

1

1
 
4
 
（
 

226 

(287) 

16 

285) 

べ
、．

‘
,
1

i
 

9
 .
.
 

,̀'9.し
.

,

9

.
 

.
 
‘
 

｀
 

.
r
、̀

`
E

9

..
 
t.‘
 

＂
・
‘

I

,

.

 や
" 
• ・

｀ • 214 

(459) 

、l
l

7

9

 

.̀ <

·,1,．
．
 

.
‘
f5
.
¥
.
F
.
 

224 

・ヽ．，．、 ．、 ヽク• (59) 
9X,' 

、ー
、

7

3

 

2

9

 

2

3

 
（
 

へ9い
"
A

,

T
 ，
 

、4

石製品（ハンマー）



図
版

117

229 

(153) 

230 

(65) 

231 

(49) 

石製品（
台石）



図
版

118

ヤ~｀ 
｀ 

t‘ . 
ヽ、．．“• 3 ャ｀嗚
ヤ｀ぶと、事一．．． 

、＂冷溢ヽ さ^．出ヽ 」

‘‘ '.、1
”し

・ヽ 3̀
‘̀9紅匹‘ マ`！
` `• `~ 、

｀息
・ 占｀

＇` ヽ ・• ‘‘~ 
ヽ

‘‘. ・' • • .,.、・マヽ
. ·-:.竺• - ·

,‘ら

ヽ

、
.
J

ふ
ヽ

`

[

か

`
z

、

.

i

,‘

L

、

・
‘
`
`
.
f
‘
`
,
f
`
J

，
 

:

・
、̀.‘

.

.

 
`
 

＂
｀

濤

｀
•

,

"

,

‘

』

9

」

鼻
・

｀

ダ

、

,
.
'
`

,‘
 

.
.

4i

,

.

 

232 

(29) 

｀ f '・’``，‘`ヽ
`h ヽ豆．、‘̂、

ベ‘ • ヽ •‘ 99| 1̀ ‘ 
囁•~”`

ぶ｀’`ゞ ｀｀ ；ゞ ・．．
． ·,; 滋 忍~，、疇

’. 9：心•：, ` • tt'、;̀ 、
応ゞ＼＇吋 ：`心 ぃt.: h 、

吋：` ］．合．`‘．:̀“;、’｀へ｀ヽ‘:・.,・.
：、` → ‘̀—`— 

. 
令ゞ疇

、
．

企
‘
`
•

震

！‘ー
・ 233 

(206) 

石製品（台石）



'238 

(474) 

243 

(482) 

｀ 
' ,• 245 
(4B4) 

235 

(472) 

、ヤ

• .(  、、

、9
9ゞ●’1、'.,1:, 闊心•

石製品（打製石斧製品）

｀ 池ヽ'¥ 

t`ゞ, 9 土 1 

l：心‘I

240 

(378) 

242 

(481) 

, 246 

(375) 

--- 9 • 

tぐ'

， 

236 

(367) 

，． 

し
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